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【理念】

【沿革】

BetterMedicineforBetterFuture

1979年タイ国にあるカオイダン難民

キャンプにかけつけた１名の医師と

２名の医学生の活動から始まってい

ます。

【現状】アジアの参加国は15カ国。会員数は

　　　　日本約400名。海外約200名。アジア

　　　　各地で種々のプロジェクト、フォー

　　　　ラムを実施中。

AMDAプロジェクト紹介

●

-

―

１

-

　　療プロジェクト

　1988年よりインド

支部との合同プロジ

ェクトでアユルベー

ダー医学無医地区巡

回診療とアンケート

による住民の受信状

況の調査を実施。

○インド連邦カルナタカ州無医村地区巡回診

＠

に
心
・

パキスタン

　　　●

ネパール●＠

　　　　＠＠＠

　　　　　　　●バングラデシュ
　●インド　ー･へ

≒:

ﾗﾝ

ｹ

ご犬≒
●ＡＭＤＡ支部所在地

【本部】岡山市楢津310-1

　　　　TEL 086-284-7730

　　　　FAX 086-284-6758

【入会方法】

　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して

ください。平成５年１月より。

　　　・医師会員　15,000円

　　　・一般会員　7,500円

　　　・学生会員　5,000円

　　　・法人会員　30,000円

だだし，会計年度は４月～翌年３月です。入

会の月より会報を送付致します。

振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議

会：岡山5-40709」
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＠ネパール王国ビスヌ村地域保険医療プロ

　　ジェクト

　1991年７月からカ

トマンズ郊外ビスヌ

村農村でのネパール

支部による地域保健

医療推進活動へ巡回

用車輛や医師の派遣

等日本支部から協力。

　　　　　　アジア多国籍医師団

　　1993年５月２２日に創設。アジアの自然災害

や難民等の緊急時に俊敏に対応できる全支部（15

カ国）から構成されたAMDAの緊急救援医療部門

である。

　現在、NGO団体の連合体であるソマリア難民救

援チームに参加して活動中。

●
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＠クルド湾岸戦争被災民救援プロジェクト

　1991年６月よりイ

ラン西部バクタラン

州にある湾岸戦争被

災民のクルド人難民

救援活動にＮＧＯ合

同委員会メンバーと

して２次にわたって

医師を派遣。

○　ピナツボ火山噴火被災民救援医療

　　　　プロジェクト

　　　1991年11月よりフ

　　ィリピン支部のルソ

　　ン島ピナツボ火山噴

　　火被災民キャンプ医
●療活動へ医薬品援助

　　と共に医師及びヘル

　　スワーカーを派遣。

●エチオピア・チグレ州難民救援医療

　　プロジェクト

　1992年２月より日

本ＮＧＯ合同国際緊

急救援委員会として

干ばつによって難民

化しているチグレ州

のエチオピア難民に

緊急救援活動を実施。

＠バングラデシュ・ミャンマー難民緊急

　　医療救援プロジェクト

　　　1991年、バングラ

　　デシュ支部と合同で●　

ミャンマーから流入

　　してきた難民に対し

　　緊急救援医療活動を

　　実施。

＠ネパール国内ブータン難民緊急救援

　　医療プロジェクト
　1992年５月よりネパ｡;;;;=========i==i==･i==;=i･;･･;;==:=:万i･ii;i;:;=

－ル支部により活動開　諭･
。

始。現在難民と地元ネ：

戸－ル人民双方を診療１

すら第二次医療センタ

ー-七万乙子の地の基幹

子古参閲の役割を果た

ゾごいる。

＠カンボジア難民本国帰還緊急対応

　　医療プロジェクト

　1992年７月よりタ

イから派遣するカン

ボジア難民に対応し

た緊急医療活動を実

施､郡の病院､精神保

健医療のプロジェク

トを実施。

＠ソマリア難民緊急救援医療プロジェクト

　1993年1月よりジ

ブチ国内ソマリア難

民および北部ソマリ

ア被災民の救援医療

活動を「アジア多国

籍医師団」として開

始。

＠ネパール・バングラデシュ大洪水

　　被災民緊急救援医療プロジェクト

　1993年７月よりネ

パール支部、バング

ラデシュ支部との合

同で実施。緊急医療

活動・物資援助・衛

生教育を実施。

●インド西部大地震被災民緊急救援・

　　リハビリテーションプロジェクト
　1993年10月よりイ

ンド支部との合同プ

ロジェクト。マハラ

シュトラ州ソラプー

ル地震被災地区でリ

ハビリテーションク

リニックプロジェク

トを展開。

＠在日外国人医療プロジェクト（東京・大阪）

　1991年４月17日にAMDA国際医療情報センター

を設立。 93年５月より（財）東京都健康推進財団

の外国人医療関連事

業の委託も受ける。

在日外国人をはじめ

とする関係者からの

医療に関する電話相

談、受け入れ医療機

哭の紹介などを実施。
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●代表

　副代表

　役　　員　（ＡＭＤＡ日本支部）

菅波　茂（菅波内科医院）

小林米幸（小林国際クリニック）

国井　修（ハーバード大学留学中）

●プロジェクト実行委員長

　ソマリアプロジェクト委員長

　カンボジアプロジェクト委員長

　ネパールプロジェクト委員長

　インドプロジェクト委員長

中西　泉（町谷原病院）

津曲兼司（菅波内科医院）

桑山紀彦（山形大学精神科）

山本秀樹（ハーバード大学留学中）

三宅和久（菅波内科医院）

●事務局長　　　　山本秀樹（ハーバード大学留学中）

　事務局次長　　　津曲兼司（菅波内科医院）

　事務局（常勤）　夏目洋子（岡崎）、成渾貴子、片山新子

　　　　　（非常勤）岡崎清子、清輔幸子、日置久子

●AMDA国際医療情報センター

　〒160　東京都新宿区歌舞伎町244-1ハイジア

　　TEL 03-5285-8086､8088､8089 FAX 03-5285-8087

　AMDA国際医療情報センター関西

　〒556　大阪市浪速区難波中3-7-2　新難波第一ビル704

　　TEL 06-636-2333､2334　FAX 06-636-2340

所長

副所長

センター関西代表

　　　　　副代表

事務局長

事務局

４　国際医療協力　VOL､17 N0.3 1994

小林米幸（小林国際クリニック）

中西　泉（町谷原病院）

宮地尚子（近畿大学衛生学教室）

福川　隆（福川内科クリニック）

香取美恵子

田中里穂子／中戸純子／近藤麻里／李佩　玲（常勤）

横山雅子／庵原典子（関西センター、非常勤）
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●

受賞式後の懇談会で。向って左より、中西京副代表、

中島ＷＨＯ事務局長、菅波茂代表、江上由利子氏。
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緊急救援のＮＧＯグループ育成を(8)

今なぜＮＧＯ(四囲回ｶｓ)なのか
問題提起から問題解決へ

日本のＮＧＯの情報過疎

代　表 菅　波 茂

　国連難民高等弁務官及び世界保健機構など緊急救援活動に対処する国連機

関は各々の目的実施のためにＮＧＯの再編成を試みている。ここ２－３年間で

国連機関別にＮＧＯの再編成が終了すると思われる。ただ問題は国際ＮＧＯが再

編成の主役になる一方で発展途上国のローカルＮＧＯが取り残される状況がで
てきていることである。これは「木を見て森を見ず」という状況になってき

ているのと似ている。今後地元の発展に貢献しているローカルＮＧＯをいかに

再編成の動きの中に取り込んでいくかが課題である。

　１９９４年１０月に向けて「国際貢献ＮＧＯサミット」開催の準備が進めら

れている。開催場所は岡山、沖縄、広島、徳島と東京などである。趣旨は国

際緊急救援ネットワーク構築と緊急救援医療技術研修である。共催者は世界

保健機構である。難民に対する緊急救援においては国連難民高等弁務官が有

名であるが、世界保健機構には緊急救援医療に関する専門部門がある。この

サミットは世界保健機構とＮＧＯとの緊急医療を必要とされる状況の問題解決

への記念すべきネットワーキングになる。参加者はアジア、アフリカ、南北

アメリカよりのローカルＮＧＯ ５０団体である。１５団体は世界保健機構によ

って推薦される。この５０団体は緊急救援医療が必要な事態が発生したとき

には母国における受け皿としてのパートナーシップを発揮する予定である。

　日本のＮＧＯと国連機関との提携した緊急救援活動の歴史は浅く相互理解及

び相互支援の方法論の開発も望まれている状態である。日本のＮＧＯによる国

際協力は情報過疎の中の孤独な状況で実施されていることが多い。日本のＮＧ

Ｏ活動において情報収拾がさほど重要視されていない伝統を反映している。む
しろ、情報過疎によってもたらされた困難さを克服するための汗を尊としと

する情念の世界が私達の文化にあるためだろうか。
　日本のＮＧＯの情報過疎は国連機関あるいはローカルＮＧＯとの連携によって

克服することができる。ＮＧＯ再編成の波に乗り遅れないことである。

　「国際貢献ＮＧＯサミット」の重要ポイントは５０団体のほとんどがロー

カルＮＧＯであることである。即ち、ローカルＮＧＯの国際的なネットワーキン
グである。ローカルＮＧＯもネットワーキングにより国際ＮＧＯと同じく国際的

な発言力の確保可能になる。

　以上のようにかなり戦略的なＮＧＯサミットが日本で開催されることになる。

これによって世界保健機構と日本のＮＧ０､日本のＮＧＯとアジア／アフリカ／南

北アメリカのローカルＮＧＯとの相互理解と将来における相互支援の可能性が

でてくることを期待したい。

６　国際医療協力　VOL.17 N0.3 1994
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緊急救援ＮＧＯグループ活動支援体制整備３ケ年戦略

（理念）
　　ＮＧＯによる自然災害や難民に対する緊急救援活動推進に必要な包括的支

　　援体制整備による「日本の国際貢献」の具体化と向上をはかる

（目的）
　　１）欧米のＮＧＯに比べて遜色のない活動

　　２）日本にふさわしい活動

　　３）日本国民が誇れる活動

（内容）
　　１）欧米のＮＧＯに比べて遜色のない活動（量と質の確保）

　　　　１）派遣地域／派遣回数／派遣規模

　　　　２）派遣システム

　　　　　　１）緊急時
　　　　　　　　１）緊急アセスメント実施

　　　　　　　　２）輸送／通信体制確保

　　　　　　　　３）人員選定／派遣

　　　　　　　　４）活動資金調達

　　　　　　　　５）救援物資調達

　　　　　　　　６）日本政府との連絡調整
　　　　　　　　７）現地政府との連絡調整

　　　　　　　　８）国連機関との連絡調整

　　　　　　２）非緊急時

　　　　　　　　緊急時に要求される項目の準備

　　２）日本にふさわしい活動（特徴を活かす）

　　　　１）緊急救援ＮＧＯ連合チーム方式
　　　　２）海外ローカルＮＧＯとの連係活動方式

　　　　３）企業による現物提供ボランティア方式

　　　　４）官民一体オープン方式

　　　　５）その他

　　３）日本国民が誇れる活動（参加の場づくり）

　　　　１）緊急救援NGOウォッチャーメディアとの連係

　　　　２）地方の諸団体（国際交流、人道主義活動等）との連係

　　　　３）企業ボランティア制度との連係
　　　　４）地方自治体研修制度との連係

　　　　５）海外進出企業との連係

国際医療協力　VOLj7 N0.3 1994　7



■インドネシア・スマトラ

Liwa(W6stemLainpung)Earthquake:被災地視察報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　市創L幌病院救急医療部　早　川　達　也

地震発生場所:Sumatra島南部Westem Lampung州Liwa市周辺(人口33万人,面積4000km2)

地震発生日時:1994年2月16日未明

被害状況:死者197名負傷者1439名(うち重症者464名)家屋損壊8443戸(全家屋の75％,うち

　　　　全壊4945戸)学校の被害138校(全校)　　　　　　　　以上1994年2月23日現在

派遣期間:

　1994年2月21日lndonesia入国

　　　　22-24日lndonsia支部の協力のもと現地視察

　　　　　25日日本帰国

調査メンバー:

　早川達也(AMDA-Japazl),Dr.hwan Yijsuf{AMI}A-lnd(xsii)

臨
○

BandalLampung

　Sulawesi
プ

UjungPan≒

O　　　　Jawa　ゝ9Qに喘:J
　　　　　　　　　　　　　　　9　/

衛生・医療上の問題点:

1,直接被害による重傷者はBandal Lampungはじめ後方都市へ移送を完了.

2冰道供給施設に直接被害があり,復旧の目途はたっていない.飲用水は河川の水を煮沸し

　て調達している状態.

3.下痢(細菌性),上気道感染症,皮膚感染症,うつ病等に罹患しているものが1000名程度と推
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Japan Tinle!=;　’94.3.4M�kalteamto help Sumatrans
　oKAYAMA（Kyodo）An Asia-wide associatiori of doctors wnl

send medical personnel to the lndonesian island of Sumatra

to help victims of the Feb. 16 earthquake, association offi-

cials said Wednesday｡

　The okayama-based branch of the Association of Medical

Doctors for Asia said it will send several doctors and nurses

to assist lndonesian association members. The group has

400 members in Japan and a total of 600 members in 15

Asian countries.

タ干ﾘ　　　　　　　i整i　　祭!i!:　蜀Ｒ　烏ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-－

lx●a｝lo５版火曜日平丿戎６年(1994年)３月１日

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ

島
南
部
の
ラ
ン
プ
ン
州
が
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
地
震
に

襲
わ
れ
た
の
は
二
月
十
六
日
の

こ
と
だ
。
死
者
は
二
百
人
を
超

え
、
負
傷
者
も
約
二
千
五
百
人

に
上
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。

　
　
「
現
地
は
よ
う
や
く
道
路
が

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
重

傷
患
者
を
周
辺
の
病
院
に
搬
送

■-45-■

置
尋

す
る
作
業
が
ひ
と
段
落
し
た
。

し
か
し
、
軽
傷
者
で
も
に
ご
っ

た
川
の
水
を
煮
沸
し
て
飲
料
水

に
し
た
り
、
家
屋
の
倒
壊
で
テ

ン
ト
生
活
を
強
い
ら
れ
、
放
っ

て
お
け
ば
伝
染
病
が
ま
ん
延
す

る
可
能
性
は
高
い
。
こ
れ
か
ら

が
医
療
救
援
の
正
念
場
に
な

る
」

　
現
地
視
察
か
ら
先
月
二
十
五

日
に
帰
国
し
た
串
立
札
幌
病
院

の
医
師
で
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・

●

岡
山
市
）
の
メ
ン
バ
ー
ー
、
早
川
マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
な
ど
ア
ジ
ヘ
駆
け
付
け
た
。
　
　
　
　
　
　
「
情
報
と
受
け
皿
が
な
け
れ

達
也
さ
ん
（
二
七
）
は
そ
う
話
す
。
ア
の
十
五
力
国
と
地
域
に
支
部
　
し
か
し
、
現
実
は
そ
う
は
い
ぱ
、
善
意
だ
け
で
は
何
も
で
き

　
報
告
を
受
け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
を
持
つ
。
昭
和
五
十
九
年
に
設
か
な
か
っ
た
。
「
私
た
ち
は
全
な
い
」
。
そ
の
経
験
か
ら
「
ア

表
の
菅
肢
茂
さ
ん
（
四
七
）
は
、
さ
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
活
動
の
原
く
役
に
立
た
な
か
っ
た
の
で
ジ
ア
各
国
の
医
学
生
と
友
人
関

っ
そ
く
医
薬
品
な
ど
の
物
資
輸
点
は
五
十
四
年
に
さ
か
の
ぼ
す
。
得
体
の
知
れ
な
い
私
た
ち
係
を
広
げ
て
、
拠
点
を
つ
く
れ

送
の
た
め
の
飛
行
機
が
チ
ャ
ー
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
ば
い
い
」
と
、
ア
ジ
ア
医
学
生

夕
１
で
き
な
い
か
、
心
当
た
り
　
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
な
く
、
働
く
場
が
与
え
ら
れ
国
際
会
議
の
開
催
を
皮
切
り
に

に
連
絡
を
入
れ
た
。
　
　
　
侵
攻
で
、
二
十
万
人
を
超
す
難
な
か
っ
た
。
欧
米
各
国
の
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
っ

　
　
「
船
で
遅
ぶ
と
な
る
と
時
間
民
が
タ
イ
の
キ
ャ
ン
プ
に
逃
げ
チ
ー
ム
は
か
な
り
前
に
現
地
入
た
。

が
か
か
り
、
肝
心
な
時
に
間
に
た
。
当
時
、
勤
務
医
だ
っ
た
菅
り
し
て
、
難
民
の
救
援
に
あ
た
　
さ
ら
に
、
自
然
災
害
時
な
ど

合
わ
な
い
。
迅
速
は
医
療
救
援
波
さ
ん
は
二
人
の
医
学
生
と
と
。
っ
て
い
る
の
に
、
私
は
オ
リ
ン
に
対
応
す
る
緊
急
救
援
医
療
部

で
最
も
大
事
な
こ
と
の
一
つ
で
も
に
、
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
さ
え
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
国
門
と
し
て
「
ア
ジ
ア
多
国
籍
医

す
か
ら
」
　
　
　
　
　
　
　
知
ら
な
い
ま
ま
「
と
に
か
く
行
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
師
団
」
を
創
設
。
こ
れ
ま
で
に

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
師
を
中
心
と
け
ば
役
に
立
つ
だ
ろ
う
」
と
、
て
い
る
し
か
な
か
っ
た
」
と
振
湾
岸
戦
争
の
ク
ル
ド
人
難
民

し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
　
「
カ
イ
ダ
オ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
」
　
り
返
る
。
　
　
　
　
　
　
　
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ピ
ナ
ト
ゥ

で
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
タ
イ
、

相
互
理
解
か
ら
救
援
活
動
　
一
斑

ド白ご尚
医療の分野で国際貢献に取り組むＡ

ＭＤＡの菅波代表

の
救
援
活
動
な
ど
で
実
績
を
あ

げ
て
き
た
。

　
現
在
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ

ー
は
、
日
本
だ
け
で
約
三
百
五

十
人
、
他
の
国
の
会
員
約
二
百

人
。
「
わ
れ
わ
れ
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
一
つ
に
『
多
様
性
』
が
あ

り
ま
す
。
ア
ジ
ア
各
国
の
人
が

活
動
に
参
加
で
き
る
。
国
境
は

な
く
、
相
互
理
解
に
基
づ
く
人

間
関
係
が
あ
る
だ
け
で
す
」

　
多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
国
際
化
の

進
む
医
療
の
、
一
つ
の
か
た
ち

が
そ
こ
に
あ
る
。

第四部国際化のうねり
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　察される.

4,唯一の入院施設をもつ診療所は全壊状態にて使用は不能.

5.活動中の医療スタッフは医師21名,看護婦50名,救急車8台(いずれもインドネシア国内よ

　り)で,簡易テントを拠点としている.24日には軍の医療チームも活動開始予定であった，

日本政府の対応:

1.30万ドル供与

2,20人用テント(15張),毛布(3500枚),発電機(30機),医薬品(2000人分)等物資の供与

評　価:

　直接被害に対する緊急救援は不要.今後起こり得るであろう諸問題(水の供給の不備から

くる水系伝染病,家屋の被害からくる呼吸器感染症等)への対応が必要．

今後の活動:

　上記評価を踏まえてインドネシア支部との協議の結果,診療活動の中核施設としての役

割をもつHealth Centr･再建を主旨とするRehabmtation Projectを進めることとした.(Dr.Tanra

による詳細を別掲)

　　「スマトラの何処で地震があったんやて?」「（AMDAのインドネシア支部がある）Ujung

　Pandangって何処や?」悲しいかな,2月20日札幌を発つ前はこんな感じであった.東京で外

　電を集め,どうやら南スマトラのリワなる街が被災地であること,死者が200人以上,負傷者

　が3000人弱であり,道路も破壊されたため18日になって初めて軍の救援部隊がヘリコプ

　ターで現地入りしたこと等の情報を得た.アジア多国籍医師団の展開に先だっての現地視

　察と言えば聞こえはいいが,少々心細いというのが正直なところであった.

　　21日ジャカルタ入りし,タンラ医師と連絡をとって,まずAMDA-lndonesiaと今後の対応を

　協議すべく22日ウジュン・パンダンヘ飛ぶこととした.それに先だって22日午前中には日

　本大使館の粗参事官に面会し,インドネシア政府発表の最新の現地の状況,日本政府の対応

　についての情報を御教示頂いたウジュン・パンダンはジャカルタより飛行機で3時間程の

　距離であったが,目的地のスマトラとは反対方向である.ちょうど北海道の奥尻島の地震に

　際して現地視察をしようというのに,わざわざ東京入りしてから一度岡山まで飛ぶような

　ものである.

　　AMDA-lndonesiaは1992年のフローレス島の地震に際しては緊急救援の実績もあるアクテ

　ィブな支部である.ウジュン・パンダンではタンラ医師,イラワン医師の他AMDAの執行部

　の面々とプロジェクトの位置付けから現地入りに際しての問題まで検討することができた

　現地入りに際してはイラワン医師が同行してくれることとなったｶﾍﾟ忙しい中時間を割い

　てくれた彼らに感謝したい.

　　23日,現地入りすべくウジュン・パンダンを早朝発つ.ジャカルタを経てバンダル・ラン
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「

パンに入り,そこから車をチャーターしてリワに向った.バンダル・ランパンからリワまで

200km,5時間の行程であるが途中7-8ケ所の崖崩れの後が痛々しい.リワが近くなってくる

と軒先にテントを張っている家が目に入るようになる.崩れた家屋が増えてきたなと思っ

ていると突然,一面廃墟となった街が出現した.そこがリワであった．

　早速救援本部を見つけて,担当士官,現地医師らと専ら保健衛生方面についての協議に入

り,続いて視察に入る.状況については上記の通りであるが,被災から一週間を経ているため

か廃墟の中にも落ち着いた秩序があることが実感できる.実際,軍を主体とした救援活動は

緊急時に関しては円滑に行なわれた印象が強い.しかしいざ復興を,ということになると，

特に経済的に非常に見通しが厳しいのは派遊軍の副司令官も認めるところである.その中

で我々にできることは?ということで上記の提案をさせて頂いた.医療救援活動にあたって

人数的には充足しているが,長期の活動にあたってはいつまでもテントでとい｀うわけには

いかない.その拠点となる施設がどうしても必要である.その施設も何も最新鋭の機器を備

えた大規模なものである必要はない.それでもある程度は長期的視野にたって計画されな

ければならない.奈辺の調整をタンラ医師にお願いすることとして我々は現地を離れた.ち

なみにHealth Centz｡完成の暁には,運営は今まで通り現地の医師があたることになる．

　今回のスケジュールは非常に密であったが,実感するのは「人が実際に動く.」ことの重

要性である.我々が動かなければ何も始まらない.そして動けばそこに新しい関係が生まれ

さらに新しい動きへと繋がっていく.このプロジェクトが実現するにはまだ超えねばなら

ぬ壁はあるがインドネシアヘの出発の前の混沌とした思いが診療所という一つの形と新し

い人間関係へと発展したとすればこんなうれしいことはない．

　最後に今回の派遣を強力に支援して下さった菅波先生はじめ,事務局め片山さん,そして

AMDA-lndonesiaのDr.Tanra,Dr.hwanに改めて感謝したい．
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Ujung Pandangにて、Dr.Tanra、Dr.|rawan他
ＡＭＤＡのメンバーと

救援活動にあたる副司令官はじめ軍幹部らと
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・モザンビーク帰還難民緊急救援医療活動報告

●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDAコーラ=’ィネーター池　田　丙　午

　　この度、モザンビークプロジェクト開始の為の第一次調査団コーデネーターとして現

　　地入りし、無事活動を終えて帰国しました。本稿では、モザンビークについてご紹介し、

　　活動報告をしたいと思います。

　　モザンビークはアフリカ大陸南部東岸に位置し、その面積は日本の約２倍の８０万１

　　５９０平方キロ、人口１６０８万人、豊富な漁業資源を持つ国として知られている。南

　　はスワジランドおよび南アフリカ共和国、西はジンバブエ、タンザニア、マラウ、北は

　　タンザニアと、合計６ケ国と国境を接している。 １９７５年の独立直後から１６年間に

　　もわたって続いた政府と反政府勢カレナモ（モザンビーク民族抵抗運動）の内戦によっ

　　て、国内経済が麻橡し、近隣６ケ国へ１ ５０万人以上の難民が流出した。

　　　　１９９２年１０月ローマにおいて包括和平協定が調印され長い内戦に終止符が打た

　　れ、昨年５月より、国連難民高等弁務官（以下、HCR）はモザンビーク難民１ ５０万人

　　の期間計画実施を開始している。

　　　３年の歳月と２億ドルを超える資金を投じる計画の成否は、帰遭難に対して定着への

　　インセンテブを与えられるか否かにかかっている。モザンビーク国内に食糧、学校、保

　　健サービスなどが存在しない事が判れば、帰還した難民たちは再び元のキャンプヘ戻っ

　　てしまうことになるからである。帰還中、帰還後を通じ、難民に対する細やかなサービ

　　スの提供が必要とされてくる。この計画において民間援助団体（ＮＧＯ）の果たす役割

　　は重要であり、HCRを始めとする国際機関が寄せる期待も大きいことが現地にて実感さ

　　れた。

　　今回の調査団は、今年１月２４日に菅波代表がジュネーブのHCR本部を訪問した際に、

　　南部アフリカ担当官より、モザンビーク南部のガザ州での活動の要請を受け派遣が決定

　　された。目的は、ガザ州に間する情報を収集し、現地の視察/調査を行うことにあった。

　　以下、旅程に沿って簡潔に調査活動を報告したい。

　　２月２５日（金）南アフリカのョハネスブルグ到着。

　　２月２８日（月）ヨハネスブルグ郊外のカントリークラブにて行われた在宿ア日本大

　　使館主催の緒方貞子氏歓迎レセプションに出席。日本のNGOとして是非モザンビークで

　　のプロジェクトを実施して欲しいとの激励を賜わる。また、緒方氏特別顧問の三田村氏

　　より、内容のある質の高いプロジェクトを策定、実行するようアドバイスを頂いた。Ｈ

　　ＣＲ一行は、この後難民帰還状況視察等の為モザンビーク入りされた。

　　　３月１０日（金）津曲医師とヨハネスプルグにて合流。 １３日（日）夕方、モザンビ

　　ーク首都マプトに入る。１４日（月）からHCR、UNOHAC、外務省、協力省等と協議

　　を行う。また、MSFを中心とするNGOからも頻繁に情報収集を行った。

　　　ガザ州へは主として南アフリカからの難民の帰還が行われる。一部帰還は既に始まっ

　　ているが、本格的な帰還は来月４月から始まる。HCRからは、医療分野のプロジェクト

　　に対するニーズが特に高い地区として、ガザ州南部のショクエ、北部のマシンジナ、シュ

　　クラシクラなどが候補地として提示された。２１日（月）、２２日（火）両日、津曲医

　　師はHCRのガザ州フィールド／オフィサーらのコーディネーターによりシャイシャイ、

　　ショクエの調査を行い、長期的に人口が集中してくるショクエ（ＮＧＯが未だ活動を行

　　なっていない）で先ずプロジェクトを開始するという方向性でＨＣＲ側と合意をした。

14　国際医療協力　VOL.17N0.31994
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　HCR現地副代表のデビット／カピヤ氏は、昨年ジプチに駐在していたため、AMDAの

活動を高く評価してくれている為、我々を歓迎し、様々な便宜を計ってくれた。

　現在プロポーザル作成の為、プロジェクトリーダーの吉田医師、コーディネーターの

鈴木やよいさんが既に現地入りしている。

　昨年｡ソマリア難民プロジェクトでアフリカ大陸での活動の第一歩を踏み出したＡＭ

ＤＡであるが、モザンビークでの活動が順調に開始されることになれば、国際的な知名

度も大きくアップすると思う。 ＡＭＤＡがその優れた理念でもって南部アフリカ地域に

新しいネットワークを構築し、国際的なＮＧＯへの道を駆け上がって行くであろうこと

を確信している。

在哨アフリカ共和国日本大使館

主催レセプションパーティーにて

緒方高等弁務官と池田丙午ＡＭＤＡ

コーディネーター（モザンビーク）

賑わいを見せるマプトの中央市場。

水腫物の売場が特に目を引いた。

タイ、イカ、キス、アジなど魚種

は豊富である。モザンピークは元

来練豊かで、資源も豊富である。

内戦さえなければという声があち

こちで聞かれた

ＨＣＲ南了代表(左)と

ＨＣＲ本部の担当官(右)と

池田コーディネーター(中央)

レセプションパーティーにて

国際医療協力　VOL､17 N0.3 1994 15
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・ソマリア被災民救援医療活動報告

　　　　　　　　　Ali　Sabieh　より

河村よし乃

　　あっという間に半年が過ぎた……。というのが素直な思いです。

　　そして、この半年間を、どう表現すればいいのか……？

　　とにかく　難民キャンプに行ってみたい。

　　ただ、その思いにかられて、ここAli Sabiehに来ました。

　　93年9月、暑い夏（といっても、気温は下がり始めていましたが、それでも45°C前後）

　に、ここAli Sabiehの町での生活が始まりました。

　　家の周囲には、ヤギや羊（おそらく飼い主あり）が群れ、足もとを見れば、小石かと思

　えば、それがほとんど“糞”。

　　乾いた土地、山、緑を見るなどめったにできない景色。

　しかし、夜はすぱらしい。夜空に降る程の星が輝き、それはそれは、美しいものです。

　　季節は巡り、少しずつ気温も下がり、小春日和のような時が過ぎ、寒い季節を迎え（夜

　は毛布が必要）そして94年3月、今、また暑い季節の始まりを感じる頃、私はここAli

　Sabiehを去ります。

　　自分がここから去るなど、我ながら信じ難く、帰国を決心した事を後悔する日々を過し

　ながら、このレターを書いています。

　　私にとって初めての海外。しかも、語学力はほとんどないに等しい状態。１ヵ月程経っ

　た頃に、暑さに負けて体調を崩し、１ヵ月半程経った頃に、共に活動する人々との国の違

　いからくる生活習慣や考え方の違いにおおいに戸惑い、言葉の壁をなかなか乗り越えられ

　ない事も重なり、対人恐怖症にも陥った。

　　それでも、不思議と日本に帰りたいと思うこともなく、日々は流れ、まして、私が接す

　る事にとまどった人々から、助けられ、支えられながら、快適な日々を過すことができま

　した。

　　難民キャンプ。それは日本で受けていた印象とはほど遠いものがありました。きっと、

　痩せこけて、決して笑わない表情。人生に対する悲観的な思い。 ｅｔｃ．…ばかりと思っ

　ていました。

　　確かに生活環境はもちろんのこと、栄養状態も悪く、今の日本では考えられない“Beri

　　Beri”“scurvy” etc.のvitalin欠乏症なる病気があり、医療面も薬品も器材も不十分。

　一見すると、決して豊とは言えない日常があります。

　　しかし、笑顔があったのです。そして皆が微笑みかけてくれるのです。驚きでした。子

　供と母親の笑顔はことさら素敵です。

　　なんと、たくましく心豊かなのだろう……

　　又、高い教育を受け、きちんと仕事をしていた人々もいました。そして、働ける事に喜

16　国際医療協力　VOL､17N0.31994
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びを感じ、自分達ができる事に力を尽くす人々が居ました。

　“教育レベルも低く、先進国と言われている国の人間が手をかさないと、何もできない人

々”と言わんぱかりの、まるでみすぼらしさばかりをクローズアップした報道に踊らされ、

マイナスイメージばかりを思っていた自分が情けなくなるばかりでした。

　たかが半年では、難民とならざるを得なかった人々の“本当”など、日本で恵まれた生

活をしてきた私にはわかりようもない。それでもこの目で“キャンプの本当”を垣間見る

機会を得たことを感謝してやみません。

　看護婦として赴いた私ではありましたが、ここの人々が受けられる医療レベルと日本の

医療レベルのあまりの違いにとまどう日々。又、システムの違い（ある程度の病気ならば、

診断をして簡単な処方を看護婦も行う）をなかなか受け入れられず、ただ茫然と立ちすく

むことしかできない日々が続きました。

　その責任を重く感じ、何かできる事をする責任から目をそらしてしまい、十分役に立つ

ことができなかった事を詫びながら。

　それでも、私を大きな心の器で受け止めてくれたＡＭＤＡのスタッフ、現地^のスタッフ

人々に感謝し、その人々の将来がきっと幸せで輝くものである事を祈ってやみません。

　－in the near future －　ここAli Sabieh を再び訪れる日が

　　　　私の人生の中に残されている事を祈って……

……a：．　ａ ら:謳丿鉢

難民キャンプで活躍された河村さん
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■ネパール難民救援医療活動

　　　　　ブータン難民救援プロジェクト見学記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都立駒込病院内科中　島　元　次

　【目的】①12月23日～31日の一週間Damakに滞在しReferra1 HealthCenterと

BhutaneseRefugeeCamps を見学する。この報告は「国際医療協力Jn月号記載の早川

医師の報告の続報にあたる。

②HIv testkitをReferra1HealthCenterへ届ける。

③ネパール医療事情の視察

　１．ネパール到着

　12月21日、Cathay航空、Roya1 Nepa1 航空と乗り継いで16時間の長旅の後、同日の

夜10時にKathmandu国際空港へ到着した。東京ほど寒くないというのが第一印象だっ

た。荷物を受取りcustomへ進むと、係員が「Nepaleseは、あっち」と言わんばかりに

四つほど向こうの台を指差した。その後も時々ネパール人に間違えられることになった。

空港内の銀行で$80をネパール・ルピーに両替した。次のlmmigration counter ではビ

ザ取得のためにかねて用意していた顔写真とS40を差し出した。この観光ビザで一ヵ

月間滞在できるのである。空港を出るとMr.Bisayaが出迎えてくれた。彼の運転する

三菱パジェロで今夜の宿泊先のPension vASANA に向かった。オーナーのMr.Udaya

Shresthaは神戸大学に留学したとかで流暢な日本語を話す。翌朝、ホテルの三階の部屋

から外を眺める。寒さよけに頭からショールやマフラーをかむって歩く人々で道は賑わっ

ている。その上方に目を転じると煉瓦を積み上げて家を建てている光景が見えた。この

あたりは煉瓦や石づくりの家が多い。ホテルの向かいの家の屋上に一人の男が現われた。

手に持った明りをかざし東西南北に向かって次々に礼拝を繰り返した。別の家の屋上で

は母親らしき女が10歳位の真っ裸の娘の全身に香油を擦り込んでいた。他の建物の屋上

にも人の姿が目につく。ここの人々には屋上にたむろする習慣があるようだ。

　Referra1Health Center から帰り日本大使館へ報告に行くと言うDr.長谷川に同行し、

Kathmandu市内を歩いた。夕方、AMDA-Nepa1の事務所へ行きDr.Dinesh､Dr.Rohit、

Dr.Deebak Arya1､ Dr.Rajeeb Khana1 に会い、その後夕食を共にした。

　2.Damakへ

　12月23日の午後の便でBiratnagarへ飛んだ(S 154 for a round trip)。窓に額を押し

付けてヒマラヤ連峰に見入っていたが、雪山よりも飛行機直下に見える赤茶けた山々が

私の視線を捕えた。山の斜面には、あたかも層状に張り付いている雲母のような段々畑

が頂上まで続いていた。猫の額ほどの頂上の空き地には身を寄せるように5～10軒の家

がかたまっていた。村人達はどこから水を得ているのだろうか。山々を縫って蛇行する

川面が光っているが、あの川まで毎日水を汲みに降りて行くのだろうか？こんな山奥に

　も人々が住んでいると知って驚いた。巨大なKoshi River を過ぎ、約一時間の飛行を終

　えて田圃と畑に囲まれたBiratnagarの空港に降り立った。 Dr.Bima1 Dhaka1 が迎えに
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来ていた。空港から車で一時間半かけてDamakのguest house に到着した。やしの木や

バナナが実を着け、ブーゲンビリアが咲き誇り、これでもネパールなのかといささか驚

いたが、菜の花畑や牛の姿などどこにでも見られる田舎の風景にほっとした。

　3.Damakでの一日

　毛布一枚では朝方は寒い。体を海老のようにまげて惰眠を貪る。七時頃起床した。

Mr.Babuaはもう起きていた。｢シャワーを浴びて気持ちがよい｣と、バスタオルにく

る｀まりながら震える声で近づいて来た。顔には鳥肌が立っていた。肩からけさがけに四

～五条の木綿の糸を掛けていたが、これはBarmonとChetriの習慣とのこと。八時頃朝食

を食べに四～五分歩いてhigh way の両脇に連なる商店街の食堂に入った。 guest house

にcook(彼もBarmon)もいるのだが、ネパールでは朝は九時半、夜は八時の一日二食で

あり、八時の朝食は私のために気を利かせて付き合ってくれたものだと後で知った。朝

食は、ナン、ロチにト音記号のような形をしたオレンジ色の甘味料をはさんで食べる。

副食はカレーとヨーグルト。カレーは一口で食べられそうな小さいかねの皿によそって

くれ、なくなるとすぐお替りをしてくれる。ョーグルトは塩と胡楸を混ぜたものをかけ

て食べる。朝食(Rs 16)が終わるとNepalese milk tea(Rs2)を飲む。ヨーグルトとこの

milk teaの味は今でも忘れ難い。十時にReferra1 Health Center for Bhutanese Refugees

へ行く。同じ敷地の奥にあるHealth Post にはもう患者の列ができている。道路から敷

地に入った左手すぐのところにprivateの薬局が建っていた。道路を隔てた反対側に二

階建てのビルがあり、その一階にレントゲン室、超音波室、尿血液検査室がある。

　病院に入りまず14床の入院患者を診まわる。回診が終わるころにはHealth Postか

らの紹介患者が次々と訪れる。ネパールの勤務時間は十時から四時までであると聞いた。

三時頃に例のmilk teaがでて、四時には再び車でguest house にもどる。八時に夜の回

診のために再び車で病院に向かう。途中、夜勤の看護婦を家まで迎えにいく。看護婦の

勤務は二交代である。九時頃、日勤看護婦を家まで送り届けてからguest house に帰り

夕食となる。夕食後は、酒を飲んで話したりテレビを見たりして過ごした。テレビ番組

では十年ほど前に日本で放映された｢おしん｣の人気が高い。日中と夜に二～三時間の

停電がある。ここDamakはインドに近く、インド経済圏に組み込まれていて余剰電力

しかもらえないから度々停電するのだと説明された。停電もあるだろうと思って持参し

たガスランプが重宝した。 11時頃就寝した。夜、蚊がうるさかった。

　4.診療

　雨期の時は患者が多かったが、今は乾期で気候も良く、外来・入院とも患者数は少な

いと言われた。 14床のベッドもその半分が空いていた。外来・入院とも地元住民の診療

が主で、その間に時々refugee camp のclinicからSCFのambulanceが噫者を運んできた。

難民の診療割合は約五分の一くらいだった。 Assistant health worker のMr.Mishraか

Mr.Babuaがアナムネを取った後Dr.Dhaka1が診察した。 Dr.Dhaka1は今から十年前に

できたNepa1唯一の医学部であるTribhuvan大学の一期生であり、一昔前の日本の謹厳

実直な医師の風貌を持っていた。
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◆24日の入院患者の回診から：

　一肺結核の70歳男性、地元住民。突然２日前から対麻蝉を発症した。脊椎骨結核に

よる圧迫か、脊髄腫瘍によるものか等discussionしたが、それ以上の検索はなされず退

院となった。

　－virchow lymph node が腫大した50歳代の女性、地元住民。原発巣不明で退院予定。

　一骨折で下肢牽引の5歳男児、地元住民。

　一出産後もgenital bleedingが続く20代の女性、地元住民。 Dr.Dhaka1がベッドサイ

ドで残置胎盤を掻き出していた。

　一腸チフスの30代の女性、地元住民。

◆外来患者の診察から：

　一痙挙が主訴の18歳の女性、地元住民。昨年十月以来、三～四日に一回疸挙を生じ

意識もなくなるという。痙挙が起きる状況を詳しくdescribeするよう患者と付き添いの

姉に伝えてくれと通訳を兼ねるAssistant health worker（Mr.Mishra）に言うが、彼はど

う伝えてよいかわからないと言う。 Dr.Dhaka1が来てアナムネを取り、大学入試勉強を

始めたころから痙挙が始まったようなのでfunctionalなものだろうと言う。この種の診

察は日本においても充分時間をかけて患者の心理的環境を聞き出す必要がある。生活も

文化も異なるネパールで、それも通訳を介しての診察に困難を感じた最初の例だった。

　一意識不明の５歳女児、地元住民。痛覚に反応するのみである。 Dr.Dhaka1はどう処

置するだろうかと見ていると、入院させ点滴をするだけで放置。しかし患者は翌日には

回復していた。この患者の原因疾患は何だったのだろう？

　25日は土曜日でReferra1 Health Center はお休み。

◆26日の外来患者から：　結核患者が多い。長引く咳の場合はまず結核を疑って良い

という印象をもった。子供にも多い。左足が痛いとの主訴で受診した十歳位の男児、地

元住民。右に比べて左足は短く筋肉の萎縮もある。Dr.Dahka1はPolioを疑った。膝蓋

健反射に左右差がないのでおかしいとは思ったが、できてきたレントゲン写真を見ると

左大腿骨の骨頭がつぶれていた。 Dr.Dhaka1は即座に結核によるものと診断した。

　－eclampsiaの18歳の女性、地元住民。意識不明で入院し、翌日流産した。

　一肝膿瘍の30代女性、難民。tachypneaで左胸部の肺音が弱い。全身状態が悪いので

すぐに胸部レントゲン写真をとるように言うが、午後四時すぎたのでもう検査はできな

いと言われた。翌日とったレントゲン写真でpneumothoraxとわかり、温気した。

　5.手術

　午後は、Bhutanese surgeon(Dr.Bhampa Rai )を迎えて手術の日である。今日はgenital

bleedingafterlabor の女性と、火傷後皮膚が短縮し肘関節が屈曲した少年の二件が予定

されている。手術室を覗くと、二人のスタッフが困ったような顔をして、日本から送ら

れたという手術用ランプのまわりに立っていた。スイッチを入れたとたんに電球が切れ

てしまったと言う。どうしたら良いだろうかと聞かれたが、理由がわからないので答え

ようがない。ところが電球を見たとたんに納得できた。そこには100Vと刻印されてい

た。Nepa1の供給電圧は200Vなのである。電球を一ダース送ってくれと言われてしまっ
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た。結局、一人の看護婦に電気スタンドを持たせてその明りで手術することになった。

一人目の、genital bleeding の原因はお産に伴う子宮頚部の裂傷によるものとわかった。

二例ともDr.Raiが手際良く手術を済ませた。 Dr.Rai自身難民なのだが、refugee camp

を出てDamak市内に家を借りて家族とともに住んでいるという。手術を終え、帰りの

車の中で難民となったいきさつを聞いた。明日、refugee camp の案内を約束してくれた。

　6.Bhutanese Refugee Camps

　27日は、車で10～20分の所にあるBeldangi l、II、Il extension の三つのcampsへ行っ

た。 Bhutanの総人口は約100万人で、Nepalese Bhutanese は24万人とその四分の一を

占める。彼等の三分の一の８万人が出国したが、１６万人はまだBhutanに留まってい

るという。 Bhutanからインドに逃れたが、インド政府に迷惑がられトラックでネパール

ヘ運ばれたとのこと。現在7 refugee camps に8.4万人が住んでいる。12月19日現在の

人口は、Beldangi l(14､685人)、BeldangiII(18､398人)、Beldangi ll extension (9487人)、

Pathri(16､668人)、Goldhap(7847人)、Khudunabari(9230人)、Ｔｉｍｏｉ(８０８１人)の合計

８４､３９６人である。国会議員、医師、弁護士、教師、businessmenもおり、統制のとれた

communityを形成している。帰国を希望するかとの質問にたいして、もちろんそうだが

帰国のしかたが問題だとDr.Raiは答えた。この問題はそう簡単には解決しないように

思われた。日本に帰ったらこのことをマスコミを初め多くの日本人に伝えて欲しいと頼

まれた。

　各々″のrefugee camp はclinicを持ち、Nepaleseの医師やhealth assistant、assistant

health worker、nurseが近くの町から毎日通って来ている。 EPl coverage は１００％で、

治療面も、下痢・結核・マラリア・脚気は重点疾患として独立した建物を持ち、資金も

十分あり医薬品の不足はないと言われた。統計もきちんととっていた。

　refugee camps はＵＮＨＣＲとネパール政府の管理下におかれていて、多くのNGOsが

ＵＮＨＣＲとの契約のもとで自らの専門性を生かして仕事を分担し活動している。

lmplementing Agencies として以下のNGOsがある。WFP(World Food Programme :

ration of food)、LWS(Luther World Service : distributing food ＆infrastructure such as

road､water､sanitation)、SCF.UK(health : 自己資金は40％で、残りはＵＮＨＣＲから資

金援助を受けている)、Redcross.Nepa1(health)、NRCS(blanket､emergency vehicle、

ambulance)、OXFAM(non-formal education)、Caritas(formal education)。大手NGOs

のオンパレードである。ここへＡＭＤＡも食い込もうとしているのである。

　7.Bhutanese dental student への学資援助の依頼

　｢ネパール系ブータン人のa dentalstudentが去年からBhutan政府のscholarshipを

受けてlndiaに留学していたが、今回の迫害を受けて政府からのscholarshipを止めら

れてしまった。そのため歯科医師になる夢を断たれたばかりか、日々の生活にも困って

いる。国連等の国際機関にも窮状を説明して学業継続のための資金援助を訴えたが、今

のところ無視されている。彼が歯科医師になればrefugeesのために大いに貢献してくれ

るので、我々refugeeの医師仲間で援助しているが十分なことをしてやれない。そこで、
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是非ＡＭＤＡに資金援助をお願いしたい」と自身もrefugeeであるDr.PurnaChettriか

ら依頼された。このdental student に対する援助は、彼個人に対する援助にとどまらず、

ネパール系ブータン人に対する援助であると思い協力を約束した。彼に対する援助活動

を通じて、我々日本人の間にブータン難民問題を考える気運が高まれば良いと思ってい

る。お志のある方は、筆者（中島）まで連絡して下さい。【連絡先：�１１３東京都

文京区本駒込3-21-8-401�（03）3824-2821.Bhutanese Refugees の当地での組織:Human

Rヽightsorganization of Bhutan （HUROB）、Address : Anarmani､ Birtamod､Jhapa､Nepa1】

　28日、UNHCRとSCF（UK）の事務所を訪問した。

　29日、Holiday（King’s Birthday ）

　8.Referral Health Center について

　短期間の滞在ではあったが、非常に限られた人的、物的資源のもとでDr.Dhaka1ら

Health Center のstaff達はよく奮闘しているとの印象を受けた。 Dr.Dhaka1から以下の

希望を告げられた。①４医師体制:a health officerの下にGP、surgen、OB･GYの合

計４医師の体制。　②ラボ室の血液・生化学検査の拡充：今のところ、尿検査、血算、

血沈しかできない。手術の前に少なくともPTを調べたい。　SCF(UK)のDr.Faizか

ら、Bhutanese refugeesのreferral hospita1としての機能を充分に果たして欲しい。具体

的には、24時間の手術体制等を希望すると言われた。

　　9.Health Post　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

　　30日に、Referra1 Health Center と同じ敷地内にあるHealth Post を見学した。

　　(1)manpower : 1 Health Assistant (Mr.Subba)がこのhealth post の'managerであり患

　者の治療もしている。2 AHWs (Assistant Health Worker)'CMA(Community

　Medical Auxillary )。2 ANWs (Assistant Nurse Midwife )。4 junior AHWs ' VHW

　(village Health Worker. His salary is Rs 1500 per month. )｡1 malaria lab. technician･

　1 Mukhiya(administrative staff )。2 specimen carriers。2 Peons(sweeper)。合計１５人。

　　(2)preventive program

　　　(a)vaccination(every Thursday here in Health Post､ or every month in a village by

　　　　vHW).EPl coverage rate は約70％。

　　　(b)Family planning : Successful であり、先月ContraceptionとしてNorplant 39 人

　　　　(計１３２２人)、Condom 300 人、Pills 2 人、IUD、Depo、vasectomyを施行した。

　　　(c)Nutrition : 調査ではundernutritionの者はいなかった。先月、vit.Aを60人に、

　　　　鉄剤を200人に、駆虫剤を20人に配布した。

　　(3)curative program

　　　(a)Clinic : 先月の受診患者数は2584人。頻度順に、①呼吸器疾患５５４人、②感

　　　　染症・寄生虫疾患520人、③外傷264人、④不定愁訴248人、⑤神経・感

　　　　覚器疾患230人、⑤消化器疾患２１３人、⑦皮膚疾患２０２人。

　　　(b)TB program : 毎月一回TB Clinic を開いてＷＨＯのguidelineに沿ってstandard

　　　　courseで治療している。先月のcaseholding cases は119人。ＶＨＷがtraceして
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　いるのでdefaulter rate は10％以下であるという。

(c)Leprosy program : 毎月一回Leprosy Clinic を開いているが、２０５人の患者のう

　ち今月の受診者は62人。 143人が脱落しdefaulter rate は70％と高い。

(d)Outreach clinic: ここは、Damak municipality にある9 health posts のうちのひと

　つである。このHealth Post の管轄下に3 villagesがあるが、sub health post を持っ

　ているのは1 vmage だけなので、残りの2 vinages に月二回出かける。政府は、

　1 vinage(VDC)に1 sub health post を作る計画を持っている。

　12月31日、Damakを八時発のバス（Rs 24 ）に乗り、二時間半ゆられてBiratnagarの

空港に到着した。 12時発のNecon航空の飛行機でKathmanduへ戻った。 Dr.Rohit宅

へ成沢さんとともに夕食に招待された。

　1月１日、Bishnu村へ診療に行くDr.Rohitに同行した。うららかな冬の日で、小学

生らしい子供の一団が遠足に来ていた。待っていたが患者は一人も来ない。 Dr.Rohit

はClinicの近くにある村の水道の傍らに車を近づけ、車を洗い始めた。私は、Dr.

Rohitに頼んで貰い、水道の前にある農家の中に入って行った。土でできた二階建ての

家で、玄関脇には牛舎が付いていた。家の中には炊事の煙がうっすらと立ちこめていた。

milk tea をご馳走になった。

　10.Beriberi

　脚気のepidemicは九月から発生し十月には激増し、現在までに合計で重症例は800

人、軽症例は1000人を超えるとSCF(UK)のmedicalofficerのDr.Faizは言う。彼は

Afgan人で、Liverpoo1の熱帯医研で学んだ後こちらに赴任した。原因としては今のと

ころ配給食物、難民の生活様式(配給食物を売る、自家製酒を飲む、等)などが疑われ

ているが、確定的なレポートはまだ出ていない。 10月にUNHCRが、12月にSCF(UK)

のnutritionistが摂取食物の調査をし、その報告書が94年の1月頃に出ると言われた。

ところで、この脚気を最初に報告したのはAMDA･NepalのDr.Dhaka1、Dr.Pokhare1ら

で、地元の新聞に記事が出たところ大きな反響があ七)た。それがBBC記者の知るとこ

ろとなりUNHCRに取材に行ったらしい。 Dr.Dhaka1は、49例の脚気患者のカルテの

コピーを持っていた。私は残念ながら滞在中に脚気患者を診察する機会がなかった。

　以下に、Beldangi ll camp のclinicで入手したデータを示す。

国際医療協力　VOL､17 N0.3 1994 23



Ｆｏｌｌｏｗ ｕＰ ｒｅｐｏｒｔ ｏｆ ｐａｔｉｅｎｔｓｗｉｔｈ ｓｅｖｅｒｅ ｂｅｒｉｂｅｒｉｗｈｏ

　　　　　　　　　　ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ ｌ-ｍｏｎｔｈ ｔｒｅａｔｍｅｎｔ

Camp

Treatment

completed

Response tothe treatment

Defaulter Death
十2 十1 ０

Beldangil 96 94 ２ ０ ０ ０

Beldangill 122 104 15 ３ ０ ０

Beldan9目IExt ６９ 60 ９ ０ ０ ０

Sanischare 131 111 16 ４ ０ ０

Timai 87 58 26 ３ ０ ０

GOldhap 63 55 ５ ３ ０ ０

Khudunabari 73 45 28 ０ ０ ０

ＴＯＴＡＬ 641 ５２７ １０１ １３ ０ ０

Response to the treatment : ＋2＝patient cured， ＋1＝patient got better，0＝patient did not

respond

Ｒａｔｉｏｎ ： ①rice ゜6kg per head for 15 days

　　　　　②vegetable oi1＝350 ml per head for 15 days

　　　　　③M.Da1　　＝800 grams per head for 15 days

　　　　　④sugar　　　° 250 grams per head for 15 days

　　　　　⑤green vegetable: (a)potato＝300 grams per head for 15 days

　　　　　　　　　　　　　　　　(b)chilly＝0.2 grams per head for 15 days

　　　　　　　　　　　　　　　　(c)onion＝0.8 grams per head for 15 days

　　　　　　　　　　　　　　　　(d)salt　＝100 grams per head for 15 days

一～三ヵ月の遅配があったり、食料不足のため上記の分量どおりに配給されないことも

あると言う。
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仁やい日mber of BERIBERl patients in Beldangi ll camps

　　　　　　　　　　　-一一一一
EeldanQ目ＩＣａｍｐ Ｂｅｌｄａｎ９目IExtensionCamp

　ｘ肪ｗＧ衿ｓｅ６

　　　　-
ﾌﾞliぽ　’ｓｅｖｅｒｅ

01d Cases Ｎｅｗ ｃａｓｅｓ old Cases

miid Ｓｅｖｅｒｅ mild Ｓｅｖｅｒｅ mild Ｓｅｖｅｒｅ

　　　　一一　ｒ’-‾占＝＝；　。２ご-ど９．１Ｕ／次S　　，　48　；　　　3 21 10

．’に31jO-5.ji　’93　1　390 66 223 30 ｜
－フバノり　’93

－一一一一

　　363

33 70 ６ 228 １８ 33 １０

ｒ ･ ．

－ 14.11.-19.11パ93 212 15 52 ８ 124 ９ 34 １０

一 一 一 一

４

一一　　一一…－一一一一一一一一

　21.-26.11パ93 218 26 114 ５ 145 ７ 58 １

５ 28.11.-3.12.’93 135 13 169 10 76 ９ 82 ２

６ 5.12,-10.12バ93 105 ７ 208 ４ 58 ５ 95 ３

７ 12.12.-17.12パ93 97 ６ 180 11 43 ７ 73 ４

８ 19.12.-24.12.’93 67 ４ 22 ７ 25 ２ 134 ８

26.12.’93 15 １ 24 15 ２ ０ 14 ４

９ｒａｎｄ ｔｏｔａｌ １６５０ １７４ １０４２ 66 ９４５ 97 ５２３ 42

（Ｗｅｄ．Ｍａｒ．１６,１９９４1１
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カトマンズ市内の日本大使館

の前の中嶋医師

Beldangi U Camp

左端Dr.Bhampa Rai

中央ネパール政府の役人

右端中嶋医師

ＢｅｌｄａｎｇｉＩ Ｃａｍｐ

飲料水タンクの前に並ぷ難民
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朝食後、Nepalese tea

を飲んでくつろぐ

スタッフ会議の後、Referral Health

Centerの餉で記念撮影。左端が中鐘

医師、中央かDr.Dhakal、右から３人

目がDr.Rohit Pokarel

呼吸困難の難民の女性患者

を診察するDr.Dhakal。

翌日、Ｘ維写真で気胸と判明
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　　且言牡牛で一ﾚ洪水被災民緊急救援プロジェクト実施完了報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本部事務局ネパール担当　成　沢　貴　子

　三三千∧言言－づレ南東部で起きた大洪水の被災者に対しＡＭＤＡではＡＭＤＡネパール

二回ェ∧不三ブレノプし緊急医療救援活動及びその後の衛生教育・児童健康診断、学校へ

1ﾍﾟニー一コご一一万言言⊇言づゲス燈設置を行ない、1994年2月末日をもちまして終了いたしまし

∧∧兄守し几言言け以下のとおりです。

万一三才　1993年7月31目から8月24目

　　白豆付石をカトマンズで揃え、最も被害の大きかったドゥマリア県サラヒ地区内

ﾌﾞﾝ学校を言言に借り上げ、24時間体制救急診療、外来診療、往診。8丹22目から24目

白ΞL]問い往災城内スケポカリ村の学校で生徒らを対象に初級・上級生クラスに分け

年生教育を実施。全員に虫下しの飲み薬を配布。ほぽ全員に寄生虫がみられる。

第二段階　9月７日から9月25目
-
　　被災地域の各学校で児童の衛生教育・健康診断、村のヘルスワーカーの訓練を実

施。学校名と検診を受けた生徒数は以下のとおり。

1.バグマティ小学校　　　　　174名

2.スダ高校　　　　　　　　　　185名

3.バルワラ小学校　　　　　　　86名

4.スリビドゥヤ中学校　　　　　255名

5.スリ(ミルジャプール)小学校　132名

6.ジャナタ小学校　　　　　　　112名

7.ネパール　ラストリヤ　ラムチャンドラシバチャンドラ中学校　113名

8.スリジャナタ中学校　　　　　245名

9.マハデブ　ジャナタ小学校　　174名

10.スリ(アチャルガラ)小学校　　71名　　　　　　　合　計　1547名

第三段階　10月１日より1994年2月28日
一
　　被災地域内の各学校にトイレ建設とガス燈設置を実施。公衆衛生に対する意識付

けを行なうと同時に今後の病気を予防する環境作りを行なった。(写真参照)

3月以降もカトマンズからAMDAネパールのメンバーが定期的に視察に行く。

日本からの救援物資

8月１日、8月31日、9月23日の3回にわけて4870kgの医薬品、毛布、衣料品、石鹸等

空輪し医薬品石鹸等現地にて使用。衣料は現地政府機関により配布。

゛救援物資募集につきまして西日本各地から152件の物品寄付と49件の浄財ご寄付をお

寄せいただきました。(社)日本ネパール協会様からは集めた募金をＡＭＤＡにご提供い

ただきました。毛布を多数お寄せ下さいました岡山国際ホテル、岡山ターミナルホテ

ル様。航空貨物輸送でご協力下さいましたユーフレイトジャパン(株)様、国内運送に

ご協力下さいました賀陽運輪(株)様。

　　皆様の多大なるご協力に心よりお礼申し上げここにご報告いたします。
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学校敷地内に建設したトイレ

　(ドゥマリア村)

洪水で破壊された校舎（左、右）
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カトマンズー-サラヒ問の道路は

今も完全には復旧していない

モデルトイレ（サラヒ）
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■カンボジア救援医療活動報告
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ａｎｄ ｄｕｓｔｙ ｐｏｔ-ｈｏｌｅｄ．ｒｏａｄ８．１Ｌｉｂｅｌ゛ａ･１１１ｙｌ ｓｃａｔｔｅｒ ｌａｒｄ－脆ｉｎｅｅ ａｒｏｕｎｄ ａｎｄ

ｄｉｖｉｄａ ｉｔ ｉｎｔｏ ａｒｅａｓ ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ ｂｙ ａｒｌｌ白ｄ ｇｒｏｕｐｓ ｏｆ ｄｌｆｆｅｒｅｎｔ

ｐｏｎｔｌｃａｌｌｅａｎｌｎＱｓ。Ｃｈｏｏｓｅ ａ ｆｌｅｌｄ ｗｉｔｈ ａ ｆｅｇ ｔｒｅｅｓ， ｓｏｌｌｅ ｇｒａｚｉｎｇ

ｃｏｗ８ ａｎｄ ･ｔｈｅ
．ｏｄｄ

ｒｏｏｔｉｎ４ ｐ,ｉｇ ａｎｄ ｐｌａｃｅ ｉｎ ｉｔ ｆｉｖｅ ｒａｍβｈａｃｋｌｅ ｗｏｏｄｅｎ

ｈｕｔｓ．Ｎｏｗ ｌｒｅｍ６ｖｅ ｌａｌｌ ｔｈｅ ｗｉｌｌｓ ａｎｄ ｒＱＱｆ ｆｒｏｌｌ ｏｎｅ．， ｈａｌ ｆ ｋｎｏｃｋ ａｎｏｔｈｅｒ

ｄｏｗｎ，ｐｕｎｃｈ ａ ｆｅ,，ｂｏｌｅｓｌｉｎ．ｔｈｅ ｒｅｓｔ ａｎｄ ｌｅｔ ａ ｆｅｇ ．ｃｈｉｃｋｅｎｓヽ,ａｎｄｅｒ ｉｎ

ａｎｄ ｏｕｔ． Ｙｏｕｌｖｅ ｇｏｔ１ Ｐｈｎｏ瞳８ｒｏｕｃｈＤｉｓｔｒｉｃｔ Ｈｏａｐｉｔａｌ．．

Ｆｒｏｍ ｔｈｅ ｓｔｉｒヽｔ ｉｆ ｗａ８ ｃｌｅａｒ ｔｈａｔ ｅｖｅｎ ｂｙ Ｃａｍｂｏｄｉａｎ ｓｔａｎｄａｒｄｓ，

ｓｏ盈ｅｔｈｌｎｇ ｈａｄ ｔｏ ｂｅ ｄｏｎｅ． Ｈｏｗ ｃｏｕｌｄ ｙｏｕ ｔｒｙ ｔｏ ｏｐｅｒａｔｅ
．ａｎｙ ｓｏｒｔ ｏｆ

ｈｙｇｌｅｎｉｃ ｐｒｉｎｃｉｐａｌｓ Ｗｉｔｈｅ弓ｒｔｈｆｌｏｏｒｓ，ｎｏ ｒｕｎｒｌｉｎｇ ｗａｔｅｒ （ｔｈｏｕｇｈ ａ

ｗｅｌｌ ｉｎ ｔｈｅ ｇｒｏりｎｄｓ）．ｅｌｅｃｔｒｉＣｉｔｙ．ａｌｌｌｏｓｔ ｎｏ ｄｒｕｇ８， ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ

ｉｎ６ｔｒｕｍｅｎｔ８，ｓｕｔｕｒｅ塾ａｔｅｒｉ．ａｌｓ．’Ｉ．ｎ ｓｈｏｒｔ， ｖｉｒねｕａｌｌｙ ｎ・ｔｈｉｎｇ．Ｈａｒｄｌｙ

８ｕｒｐｒｌ８ｉｎｇ ｔｈａｔ ａｌ●ｏｓｔｎｏｐａねｉｅｎｔｅ ｖ●ｎｔｕｒｅｄ ｆｏｒｔｈ ｔｏ ｃｒｏｓａ ｉｔａ

ｐｏｒｔａｌｓ・ ’Ｔｈｅ ｗｈ。ｌｉ,‘ｐｌａｃｅｗｇｓ ｅｆｆｅ６ｔｆｖｅｌｙ ａ　ｇｈｏｓｔ ｈｏ８ｐｉｔａｌ ｓｉｔｉｎｇ ｉｎ

ａ ｒｅｇｌｏｎ ｈｏｌｏｅｎｄｅ●ｉｃ･ ｆｏｒ ｓｏｌｌｅ ｏｆ ｔｈｅ ｍｏｓｔ ｒｅｓｉｓｔａｎｔ
脇ａｌａｒｉａ ｓ．ｔｒａｌｎｓ

ｏｒｌ ｔｈｅ ｇｌｄｂｅ， ｒｉｄｄｌｅｄ ｗｉｔｈ ｌａｎｄ－ｍｉｎｅｓ， ｇｕｒｌ“ｆｌｉｇｈｔ８，ｒｏａｄ ｔｒａｆｆｉｃ

ａｃｃｉｄｅｎｔｓ ａｎｄ ｉｎｃｕμａｔｉｎｇ ｅｎｃｕＱｈ ｉｎｆｅｃｔｉｏｕｓ ｄｉａｅａｓｅ ．ｔｏ ｌｌａｋｅ ｔｈｅ

ａｖｅｒａｇｅ ｘｘｌｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｉｓｔｅ ｈａｉｒ ｔｕｒｎ ｇｒｅｙ，

Ｔｈｅ ｃｏｌｘｕｎｕｎｉｔｙ ｓｅｒｖｉｃｅｓ ｗｅｒｅ ｀ｎｏｔ ｂａｄ･｀．Ｈａｒｄｌｙ ｓｕｘヽｐｒｉｓｉｎｇ － りｈｅｒｅ

ｗｅｒｅｎｌｔ ａｎｙ　!’． Ｔｈｅｖ’ａｃｃｉｎａｔｉ．９ｎ ｐｒｏｇｒａｓ ｈａｄａｌｚｌｏ８ｔ，ｇｒｏｕｎｄ ｔｏ ａ ｂａｌｔ，

ｎｏ ｅｖａｃｕａｔ ｌｏｎ， ｓｅｒｖｌｃｅ ｏｒ ａ脇ｂｕｌａｎｃｅ ｅｘｉ８ｔｅｄ ａｎｄ ●ｏｔｈｅｒ ．ａｎｄ ｃｈｉｌｄ

ｃｈｎｉｃｓ ｎｏｎ ｅｘｉｓｔｅｎｔ．

０ｆ ｉｔｓ ４５，００１０ ｐｏｐｕｌａｔｉ・ｎ,･Ｐｈｎｏ脇Ｓｒｏｕｃｈ ｈａｓ ｔヽ,０ ｐａｒｔｉＣＵｌａｒｌｙ ｄｅｓｔｌｔｕｔｅ

ｇｒＯＵｐＳ － ｔｈｅ ‘ｒｅｔＵｒｎｅｅＳＩ（ｆｒＯｌ ｔｈｅ ｂＯｒｄｅｒ Ｃａｘｎｐ８）ａｎｄ ｔｈｅ ｌｄｉＳｐｌａＣｅｄ

ｐｅｏｐｌｅｌ．Ｔｈｅ ｌａｔｔｅｒ ｃＱｎｓｉｓｔ ｏｆ ｔｈｏ８ｅ ｕｎａｂｌｅ ｔｈｒｏｕｇｈ， ｓｅｃｕｒｉｔ,ｙ ｏｒ，

ｐｏｌｉｔｉｃａｌ ｒｅａｅｏｎｓ ｔｏ ｒｅｔ,ｕｒｎ ｈｏａｅ． Ｔｈｅ需芦ｔｗｏ ｇｒｂｕｐｅ ｔｏｇｅｔｈｅｒ ｌａｋｅ ｕｐ

ａｒｏｕｎｄ １０ － １５Ｓ ｏｆ ｔｈｅ ｐ６ｐｕｌａｔｉｏｎ･ｂｕｔ ｔｈｅ ｎｕｌｌｂ９ｒｓ ｏｆ ｔｈｅ ｆｌｏｒ・ｅｒ ａｒｅ

ｌｎｃｒｅａｓｉｎＱ ｄａｉｌｙ． Ｎｏｗ ａｔ ｏｖｅｒ １２００ ｔｈｅｒｅ ｗｉｌｌ ｐｒｏｂａｂｌｙ ｂｅ ｏｖｅｒ ２０００

ｂｙ ｔｈｅニｅｎｄ ｏｆ Ｆｅｂｒｕａｒｙ ａｎｄ ｔｈｉｓ ｒｅａｓｏｎ ａｂ・ｖｅａｌｌｏｔｂｅｒａ．●ａｄｅ Ｐｈｎｏ●

８ｒｏｕｃｈ ｅｌｉｇｌｂ１１６ ｆ･６ｒ ａｓ８ｉｓｔｉｎｄｅ ｆｒ６ｘｌｌｔｈｅ ＵＮ Ｈｌｇｈ Ｃｏｘｌｍｉｓｓｉｏｎ ｆｏｒ

Ｒｅｆｕｇｅｅｓ（ＵＮＨＣＲｌｉｎ ｔｈｅ ｆ。ｒ● ｏｒ ｏｎｅ ６ｆ’ｔｈｅ１ｒ Ｑｕｉｃｋ ｌｌｌｐａｃｔ Ｐｒ・ｇｒ一詣

（ＱＩＰ‘８）ｇｒａｎｔｉ．　　　　’

Ｂｕｔ１ ＱＩＰｌｓ ｇｒａｎｔ８’ｄｏ ｎｏｔ ｇｒｏｗ ｏｎ．ｓｕｇａｒ ｐａｌ。ｓ ａｎｄ ｃｅｒｔａｉｎｌｙ ｎｏｔ ｇｉｖｅｎ

ｔｏ ａｎｙｏｎｅ ｗｉｔｈｏｕｔ ａ ｐｒｏｐｅｒ ｐｒｏｊｅｃｔ ｐｌａｎ． Ａ ｐｒｏｐｅｒ ｐｒｏｐｏ８ａｌ ｈａｄ ．ｔｏ ｂｅ

ＷＯｒｋｅｄＯＵｔ ａｎｄ ｄｅＶｅｌｏｐｅｄ．,ａｎ．ｌａＣｔｉｏｎ ｐｌａｎ ｔＯ ｂｅ ｆＯｒ凪Ｕｌａｔｅｄ．Ｃｌｅａｒｌｙ．ｉｔ

ｗａｓ ｉａｐｏｓｓｉｂｌｅ ｔｏ ａｔｔｅｌｐｔ ｔｏ ｄｏ ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ ．ａｔ ｏｎｅａｎｄ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｗｏｕｌｄ ｈａｖｅ ｔｏ ｂｅ ｓ．ｔａｇｅｄ．Ｆｉｒ８ｔ ｈａｄ ｔｏ ｂｅ μｉｅ ｈｏｓｐｔａ１．Ｔ１１ｉｓ ｗｏｕｌｄ ｎ。ね

ｏｎｌｙ ｐｒｏｖｉｄｅ ａ ｂａｓｅ ｆｏｒ ａｎ ｉ一ｐｒｏｖｅｄ ，ｌｅｖｅｌ ｏｆ
．ｈｅａｌねｈ

ｃａｒｅ ｂｕｔ ａｌｓｏ ａ

ｈｕｂ ｆｒｏ－ｗｈｉｃｈ ｆｅｅｌｅｒｓ ｃｏｕｌｄ ｂｅ ｐｕｔ ｏｕｔ ｉｎｔｏ ｔｈｅ ｄｉｓｔｒｉｃｔ ａｎｄ ｐｒｏｐｅｒ

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ聾ｅｒｖｉｃｅｓ ｇｒｏり。’８ｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ ｗｏｕｌｄ ｈａｖｅ ｔｏ ｂｅ ｏｎｅ ｏｆ ｔｈｅ

ｔｏｐ ｐｒｌｏｒｉｔｉｅｓ． ８‘１重ｐｌｙ ｔｏ ｐｕｔ ｌｎ ｒｅｓｏｕｒｃｅ８ ｗｈｉｃｈ ｗｏｕｌｄ ｃｏｌｌａｐｓｅ ａ８

ｓｏｏｎ ａｓ ＡＭＤＡ ｌｅｆｔ ｗｏｕｌｄ ｂｅ ａ ｗａ８ｔｅ ６ｆ ｅｖｅｒｙｂｏｄｙｌｓ ｔｉ●ｅ ａｎｄ ｅｆ．ｆｏｒｔ,．

Ｎｅｖｅｒ･ｔｈｅｌｅｓｓ．ａ ｃｅｒｔａｉｎ ｉｓｏｕｎｔ ｗｏｕｌｄ ･ｂｅ ｎｅｅｄｅｄ ａｎｄ ｔｈｅ ｓｅｃｒｅｔ ｗａａ ｔｏ

ｏｂｔａｉｎ ｔｈｅ ｒｉｇｈｔ ｂａｌａｎｃｅ ｔａｋｉｎｇ ａｌｌ　ｉｎｔｏ ｃｏｎｅｉｄｅｒａね．ｉｏｎ．

Ｔｈｅ ｆｉｎａｌ ｐｌａｎ ｌｆｄｒ ｔｈｅ ｈｏａｐｉｔａｌ ｗａｓ ｔｈｕｓ，ｔＱ．ｒｅｔａｉｎ ａ８
脇ｕｃｈ，ｏｆ ｔｈｅ

ｃｕｒｒｅｒｌｔｌｙ ｗｏｒｋｉｒｌｌｇ８ｙｓｔ,ｅｘｌ‘ａ８ ｐＱｓ８ｉｂｌｅ ｂｕｔ ｔｏ ｕｐｇｒａｄｅ りｉｔｈ ａ ｓｉｎｇｌｅ

ｎｅｗ ２２５８ｑ ａ． Ｃｅ●ｅｎｔ ｌｉ?Ｕ,１１ｄｉｎｇ． Ａ ｌｌ堕ｉｔｅｄ８０１ａｒ ｐＯＷ．ｅｒ ＳＵｐｐｌｙ‥ＷＯＵｌｄｂｅ

ａｄｄｅｄ ａａ ｗｅｌｌ ａｓ ａ ｗｉｔ,ｅｒ･ ｐ９聊ｐ ｔＱ ｓｕｐｐｌｙ ａ ｒｏｏｆ ｔａｎｋ， Ｔｈｕｓ ａ ｌｉ－it,ed
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ｒＵｎｎｉｎｇ ＷａＳｌｔｅｒ ａｎｄ ｅｌｅＣｔｒ１Ｃｉｔｙ ８Ｕｐｐｌｙ ，｡０Ｕｌｄｂｅ ｅａｔａｂｌｉＳｈ６ｄ． ＷｌｔｈＯＵｔ

ｔｈｅ ｒｌｅＣｅＳＳｉｔｙ ｏｆｌ ａ ｇｅｎｅｒｌａｔＯｒｌｌｔｈｅ ｐｒｏｂｌｅｌｌ Ｏｆｌ ｆＵｅｌ ＣＯＳｔＳ ＷＯＵｌｄ ｎｏｔ ｂｅ

ｅｎｃｏｕｎｔｅｒｅｄ．．Ｔｈｅ ｎｅｗ ｂｕｉｌｄｌｎｇ ｗｏｕｌｄ λｎｃｌｕｄｅ ａ ｓ脇ａｌｌ ｗａｒｄ ａｒｅａ，

ｌａｂｏｒ･ａｔｏｒｙｓ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ ｒ･ｏｏｌｉ， ｘｌｉｉｎａｒｓｕｒｌｇｅｒｌｙａｒｌｄ ｄｅｌ ｉｖｅｒ｀ｙ ｒｌｏｏｌａｓａｎｄ

ａｎｄ ａｂｏｖｅ ａ,１１，･-ａ ｔｅａｃｈｉｎｇ’ ｌｒｅａ／ｌｉｂｒａｒｙ．Ｔｈｅ ｌ脇ｐｏｒｔａｎｃｅ ｏ,ｆ ｔｈｅ，ｌａｓｔ

ｉ･ｔｅｌｎ ｗａｓ ｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄ ｐａｒａｘｌｏｕｎｔ．-゛ｒｏｅｄｕｃａｔｅ Ｃａｘｌｂｏｄｉａｒｌｓ ｔ,ｏ ｒｕｒｉ“ｔｈｅｉｒ

ｏｗｎ ｈｏｓｐｉｔａｌ　ｉｓ ｏｆ ｆａｒ ｌｌｏｒｅ ｖａｌｕａｂｌｅ ａｎｄ ｓｕｓｔａｉｎａ１?１ｅ ａｌ脇ｐｌｙ ｒｕｎｎｌｎｇ

ｉｔ ｆｌｏｒ ｔｈｅｍ。 Ｔｈｉｓ ｉｓ，･ａｎｄｌｌｕｓｔ ｒ･ｅ。ａｉｎ ｐｒｉｌｌａｉ･ｙ ｐｏｌｉｃｙｌｆｏｒ ＡＭＤ４ ｉｎ

Ｃａ●ｂｏｄｉａ-。

Ａ ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ｆａｃｌｌｉｔｙ ｆｏｒ ｐａｔｌｅｎｔｓｅｇ ｅａｅｒｇｅｎｃｙ ｓｕｒｇｌｃａｌ ｏｒ ｒｏｕｔｉｎｅ

ｃｏｎｓｕｌｔ,ａｔｉｏｒｌ ｔｏ ａｎｄ ｆｒｏａ ｔｈｅ Ｋｏｌｉｐｏｎｇ･９ｐｅｕｌｌ￥ｏｖｉｎｃｌａｌ Ｈｏｓｐｉｔａ．ｌ　！２０ｋｌｌ）

ｗａｓ ａｌｉｏ ｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄ･ ｉ重ｐｏＦｔａｎｔ， Ｒｅｃｅｎｔｌｙ Ａｒｔｓｅｎ ｚｏｎｄｅｒ Ｇｒｅｎ２ｅｎ ｛ＩＭ８Ｆ

Ｈｏ ｌｌａｎｄ ’Ｂｅｌｌｇｌｉｕｘｘｌ｝-ｈａｓ ｄｅｌｓｉｇｎｅｄ ｌａ ｄｅｄｉｃａｔｅｄ ａｍｂｕｌａｎｄｅ－ｒｅａｏｕｒｋ

ｌｍｏｔｏｒｃｙｃｌｅ ｔｒａｌｌｅｒ）ｗｈｉｃｈ ｃａｎ ｔａｋｅ ｏｎｅ７８ｔｓｒｅｔｄｈｅｒ ａｎｄ ｓｅｖｅｒａｌ

ｐａｓｓｅｎｇｅｒｓ， Ｔｈｉｓ ｗｏｕｌｄ ｂｅ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｐｈｎｏｓ ８ｒｏｕｃｈ Ｄｉｓｔｒｉｃｔ ｈｏｓｐｉｔａｌ ａｎｄ

ｏｎｅ ｗａｓ｡ ｌｎｃｌｕｄｅｄ．

Ｄｅｔａｉｌｅｄ ｌｉｓｔｓ．ｏｆ ａｌｌ ｅ４ｕｉｐ。ｅｎｔ ｈａｄ ｔｏ- ｂｅ ｍａｄｅ． Ｔｈｅｌａｂｏｒａｔｏｒｙ，ｔｈｅ

ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ ｎｅｅｄｓ･，ｆｕｒｎｉｔｕｒｅ，ｔａｐｓ，ｂａｓｉｎ８，･ｈｇｈｔｓ ａｎｄ ｐｒｏ６ｅｄｕｒｅ

ｉｎｓｔｒｕｌｘｌｅｎｔｓ．Ｌｏｎｇ ａｎｄ･ ｐａｉｎｓｔａｋｌｎ９ ･ｈｏｕｒｓ ｉｎｔｏ ｔｈｅ ｎｉｇｈｔ － ｏｒ －ｏｒｅ
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■カンボジア救援医療活動報告

　　　　　　　　QIP’s　プロジェクトを終了して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アジア医師連絡協議会　熊　沢　ゆ　　り

　　今年に入ってからAIDA Canbodiaには訪問者、おめでたいニュース等が相次ぎ何かと賑

　やかである。

　　昨年任期を終え帰国されたDr.Willialが１月に、２月頭初には本犀片山氏が現場を訪問、

　その間カンボジア側ではDr.Sodyの妊娠、２月末にはDr.Ly Hourt の結婚とお祝事が続い

　た。物静かなDr.Ly Hourt は婚約者がいるなどとは誰にも言わず式の１週間前皆に招待状

　をくださり、AIDA一同を大いに驚かせたのである。

　　さらに３月下旬にはマルセーユで３ヵ月の熱帯医学研修とパリの病院での２ヵ月の実習

　を終えたDr.Borannが帰国された。人一倍明るいDr.Borannの帰国でAll）A Canbodiaの中

　はスタッフが３人は増えたような賑やかさになった。しかし長崎大学の研究生として４月

　に日本に行くことが決定しているDr.Borannにとっては約１ヵ月の一時帰国である。

　　昨年UNHCRからQIrs（Quick lnpact Prograls）予算を受けてから１年が経過した。

　　最初に取付けたソーラーシステムがうまく作動しなかったため、契約を４ヵ月延長した

　のだが先日最終レポートを提出した。

　　昨年この「PhnoI Srouch郡における医療保険システムの再建」プロゼクトを開始した時

　を思い出すと、この１年があっという間に過ぎてしまったようにも随分長かったようにも

　思われる。

　　何しろ‘92年8月に最初に病院を見たときの印象は、建物には床さえもなく［物置小屋

　か馬小屋か？］というような建物が、補修され“それらしい”建物になり、半ば崩れかけ

　ていた炊事小屋も建て直され、コンロがはいった。

　　さらに小児病棟、隔離病棟、検査室、会議室等が整備された新病棟が建設され、Resusc

　itation Kit､0bstetric bed 等の医療用器具、顕微鏡、遠心分離機等検査器具も各種５千

　ドル分購入された。バイクと連結した救急車を董SFオランダ・ベルギーから購入し患者の

　転送も容易になり、ソーラーシステムの導入によって電気が入り、井戸にも電気ポンプが

　入った。他の寄付によりもう一本の井戸と患者の家族のための宿泊設備も建築され、病院

　の基本的な設備がほぼ整えられた。

　　医療の質の向上のためにもこれらの設備はフルに使われており、会議室は週１回の病院

　のスタッフのトレーニングにも利用されているQIP’s予算獲得と病院の整備、新病棟の建

　築等に尽力されたDr.Willialの後を引継いだDr.Koiralaはlnfection Controlを始めとて

　し病院の組織化、郡のヘルススタッフの能力、知識の向上に力を入れられている。物置小

　屋の様であったPhnoI Srouch郡病院が今や誰が見ても病院そのもの、患者さんの数も増加

　し、地域医療の拠点になっている。まだ問題は数多く残されているが大きな進歩を遂げた

　事は間違いない。

　　病院建設の途中でPhnom Srouch郡の治安が低下して一時工事が中断してしまったり、バ
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イク救急車のバイクが度重なる修理にもかかわらず使用不可能になったり泣き笑いは数々

あったが、ドタバタのハイライトのひとつは「ソーラーシステム動かない事件（？）」で

あろう。ソーラーシステムの導入は新病棟の設計をしたイギリス人のＭ氏の勧めによるも

のであったが、彼が取付けたシステムは数日で動かなくなってしまい、工事代金を先払い

で受取っていた彼は何もしなかったのである。結局豪赤十字の技師SLephen Jales 氏と彼

が指導するカンボジア赤十字（CRC）のlobile Technician Tealへ依頼し、彼等の努力によ

り一郎部品の買替えと修理で、ソーラーシステムは使えるようになったのである。

　現在井戸のポンプについてはジェネレーターに切換えた方がいいのか、ソーラーシステ

ムを利用出来のか技術的なことを検討してもらっているところである。

　Ｍ氏についてはこのソーラーシステムの件の前にも新病棟の現地施工業者への工事代金

未払によるトラブルがありA･）Aも巻込まれかけたのであるが、今回の件をきっかけにあち

こちで彼が同様な問題を起こしていたことがわかったのである。帰国されて半年近くなる

今でもDr.Willia皿などは手紙で「Ｍはゴロツキか精神異常だ。」と書いて来られる程であ

るが、この騒動は仕事の運び方の未熟さをも思い知らされだbitter lesson”となった。

　PhnoI Srouch郡での活動もこれで約１年半過ぎたのであるが、前述したように基本的な

設備は整い、これからは医療スタッフの技術や病院の運営能力の向上に、より一層力を入

れていく時期であると確信している。幸い昨年末に県からは新卒の若手医師がPhnoISrou

ch郡病院に派遣された。彼とAIDAの医師達の良い協力関係をつくり、郡の医療保険活動の

質の向上を計って行くのがこれからの課題であろう。

ＵＮＩＣＥＦから提供されたワクチン保存用

冷蔵庫。左は郡病院院長

病院内の敷地に作られた

井戸と給水タンク
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・ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ救援医療プロジェクト活動報告

REPORT ON ACTIVITIES AT PHNOM SROUCH DISTRICT HOSPITAL

　　　　　　　　IN THE MONTH OF FEBRUARY

　　　　　　　　　　Dr.Dhruba Koira l a

　The number　of　the patients　in the hospital　seemed　to be　increased

in the month of　February.There were　16　full　consultation days　in

this month.the　average number of　the patients　consulted per　day

was　51｡

　The disease pattern was　found to be different　than　in previous

months.Respiratory tract　infection was　on the　top，Malaria on the

second and Diarrhea on the　third｡

　A total　of　912 persons were vaccinated by the vaccination　team　in

different　communes　of　the district.Mobile　clinic was　started　in

this month.A doctor joins the vaccination team twice a week for

this purpose.Sick children and adults were proved examination

facilities　in the　communes.Cases needing hospitalization are

transferred by the　team.Education on　lmmunization，Malaria and

sanitation　is　also given during that period.　A total　of　69 people

were　examined and given treatment　under　this program.

題圖題箆回　照間圖圖胆漂薦題朧圖胆　漂間朧圖圖顕
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Hos i tal Date Feb 1994

DISEASES CHILDREN

Male　　　Female

ADULT

Male　　　　Female

TOTAL

飽spiratory Tract:

Upper Resp.lnfection

Pneumonia

others

34

38

06

40

11

04

21

n

01

20

4

01

191

Gastrolntestina1:

Gastritis/APD

Pain Abdomen(non sp.)

Others

01

03 01

15

01

25

02

01

４９

Cardio-vascular:

Hyper Tonsion

others

01

02

02

02

０７

Urinary Tract lnf. 03 01 10 05 19

包m亙公主匹

Contral Nervous Syst.

Neuro-Muscular

Others

01

02

02

02

04

01

08 ４２

１１

72

Ob/Gyn:

Obstettrics

Gynaecologica1

55

52

107

Orthopedic 10 10

恥rgica1:

Wound/Absecess

others 02

03

01

04

01

08

01

20

Eye Problems 01 02 03

Ear Ploblems 05 06 １１

Malaria(Positive) ３１ 16 38 08 93

Diarrhea 38 34 03 05 80

Skin lnfection 10 08 06 09 33

Worm lnfestations 04 05 09 22 40

Others 20 26 21 15 85

Tota1 190 165 162 296 812

2. CHILDREN ADULT TOTAL

Emergency Cases 04 15 19

Admission １２ 10 22

Minor Surgery 59

vaccination ４６４ 94　354 912
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　　　　　　　AMDA国際医療情報センター便り

　　　　　　　　　　160東京都新宿区歌舞伎町２－４４－１－　ハイジア

　　　　　　　　　　1103(5285)8088,03(5285)8086，FAX 03(5285)8087

　　　　　　　　　　556大阪市浪速区難波中３－７－２　新難波第一ビル704

　　　　　　　　　　1106(636)2333,06(636)2334，FAX 06(636)2340

　　　センター東京　外国人医療相談受付状況

ｌ,９９３年度月汐J/国刄11相談f牛
９１年1ｇ 924ΞIQI ９３／４ ５ ６ ７ ８ ９ １（） １１ Ｌ２ ９４／１ ２ 93１11,11･ JHdg－141;11

東

ア

ジ
ア

巾　［ｇ

Ｈ　本

ゆ9　国

モンゴル

１２９

　２４

　１６

　０

１５７

　１６

　４２

　０

１４

　０

　６

　０

６

０

４

０

９

０

３

０

５

１

３

０

４

０

９

０

８

１

７

０

１２

　２

　３

　０

１０

　３

　５

　０

１１

　５

１３

　０

１８

　９

　６

　１

｜
ｌ

ｌｌ５

　３０

　６８

　　１

４０１

　７０

１２６

　　１

猛!アジアノｂ;汁 １６９ ２１５ ２０ １０ １２ ９ １３ １６ １７ １８ ２９ ３４ ３６ ２１４ ５９８

東

1匈
ア

ジ
ア

　フィリピン

　台　　湾

　タ　　ィ

　マレーシア

シンガポール

　ミャンマー

　香　　氾

インドネシア

　ベトナム

　プルネイ

６５

１７

　５

　５

　５

　５

　２

　１

　１

　０

８６

１３

１５

　５

　５

　８

　３

　３

　２

　０

１０

　１

　３

　１

　０

　０

　２

　０

　０

　０

１６

　２

　５

　３

　１

　０

　０

　０

　０

　１

１２

　１

　２

　０

　０

　０

　０

　０

　１

　０

１０

　２

　３

　４

　２

　０

　１

　１

　０

　０

１２

　１

　６

　０

　０

　０

　０

　０

　１

　０

１０

　０

　５

　０

　０

　０

　２

　０

　０

　０

１６

　０

　３

　０

　０

　２

　０

　０

　０

　０

１６

　３

　５

　２

　０

　１

　１

　０

　０

　０

７

０

‘４

２

０

１

０

０

０

０

１３

　０

　６

　！

．３

　１

　０

　１

　１

　０

　９

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

．．０
　０

１３１

　１０

　４２

　１３

　６

　５

　６

　２

　３

　１

２８２

　４０

　６２

　２３

　１６

　１８

　１１

　　６

　　６

　　１

出向アジア／ ヽ劃･ ｌＯ６ １４(} １７ ２８ １６ ２３ ２０ １７ ２１ ２８ １４ ２６ ９ ２１９ ４６５

1刺
ア

ジ
ア

　ﾉｉキスタン

ノ１ングラデシュ

　スリランカ

　　インド

　　ネバール

アフガースタン

３９

４０

３０

１１

　６

　０

１２

２８

Ｍ

１５

　６

　１

２

４

０

１

０

０

１

８

４

１

０

０

５

３

２

２

２

０

○
１

３

１

１

０

２

３

４

１

３

０

２

２

１

１

１

０

１

１

１

２

０

０

２

２

１

０

０

０

２

１

４

１

１

０

○

｜

｜
１

０

０

○
１

１

０

０

０

１７

２７

２２

１１

　８

　０

６８

９５

６６

３７

２０

　１

141アジア/b一一 １２６ ７６ ７ １１ １４ ６ １３ ７ ５ ５ ９ ３ ２ ８５ ２８７

北来

アメリカ

カ-J-ダ

２８７

　５８

３７６

　６４

３３

　４

２０

　２

２１

　６

３４

　５

３０

　Ｚ

４０

　４

１６

　４

ＺＯ

　Ｉ

１９

　１

３１

　２

１９

　３

２８３

　３４

９４６

１５６

jヒjK　/bal‘ ３４５ ４４０ ３７ ２２ ２７ ３９ ３２ ４４ ２０ ２１ ２０ ３３ ２２ ３１７ １ １０２

西欧

　　イギリヌ

　　フランス

　　ドイツ

　　スペイン

　アイルランド
　　ィタリア

　　オランダ

　　スイス

　スウェーう゛ン

　オーストリア

スコットランド

　フィンランド

　ポルトガル

　ノルウェー

　デンマーク

３６

　９

１２

　６

　９

　５

　４

　４

　２

　３

　１

　２

　０

　０

　０

７０

Ｍ

１２

　５

　９

　２

　０

　２

　３

　０

　０

　３

　１

　２

　３

９

１

Ｚ

２

０

０

０
０

０

０

０

０

０

０

０

４

１

０

１

１

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

７

０

１

２

０

０

１

２

０

０

０

０

０

０

０

１０

　０

　４

　１

　０

　０

　０

　()

　ｌ
　ｏ

　ｏ

　ｏ

　ｏ

　ｏ

　ｏ

７

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

７

２

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

２

０

１

０

(ｌ

ｏ
ｏ

ｌ
ｏ

ｏ

ｏ

(ｌ
ｏ

ｏ

３

２

１

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

１

４

３

２

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０
１

１０

　０

　２

　０

　０

　０

　{)
　０

　○

　○

　○

　{)

　○

　○

　○

６

２

０

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

　７ｔ

　１３

　１２

　９

　４

　２

　２

　２

　４

　０

　０

　０

　０

　０

Ｓ!

　○

１７７

　３６

　３６

　２０

　２２

　９

　６

　８

　９

　３

　１

　５

　１

　２

　５

　０

iyli鴎ご　／ｈｌ ９３ １２６ １４ ９ １３ １６ ９ ｌｏ ８ ９ 目 １２ １０ １２１ ３４０

虫欧

　　　ロシア

ヴ‘エコスロノ１キア

　　ポーランド

２

１

１

１

０

４

○

Ｏ

Ｉ

０

０

０

○

○
０

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

０

｜

○

○
０

０

Ｏ

Ｏ

○

○
Ｏ

○

○
０

｜

○

○

０

○

○

１

０

２

４

１

７

1ふfi吹　/br11｀ ４ ５ ｌ ０ ○ ○ ｌ ○ Ｏ ○ １ ○ ３ １２

中

|匈
米

　　ブラジル

　　　ペルー

　アルゼンチン

　　コロンビア

　　ボリビア

　　メキシコ

　　　ノｉハマ

　　ドミニカ

　　エクアドル

　　ウルグアイ

　　　ハイチ

　　バうグアイ
　　-ヂ　　リ

　　ジャマイカ

　　　パナマ

　　コスタリカ

エルサルヴつ’ドル

　ホンジュラス

　　ベネズエラ

４４

４０

１０

　４

　５

　３

　２

　１

　１

　１

　１

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

７４

９９

　８

　６

　３

　６

　２

　０

　０

　１

　０

　２

　３

　２

　１

　１

　１

　０

　０

７

９

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

５

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　７

１０

　１

　１

　１

　１

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

１０

　８

　０

　２

　０

　１

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　６

１３

　４

　０

　３

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　１

　０

　１

　０

７

７

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

３

９

１

２

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　２

１２

　０

　３

　２

　０

　１

　０

　０

　０

　０

　１

　０

　０

　１

　０

　０

　０

　０

２２

１２

　１

　１

　０

　１

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　１

　０
　０

　０

　０

３３

２０

　１

　２

　２

　０

　１

　０

　０

　０

　０

　１

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　１

ｊ３

１２

　０

　２

　２

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０
　０

　０

　０

　０

　０

１１５

１２１

　　９

　１４

　１２

　　３

　　２

　　０

　　０

　　０

　　０

　　２

　　０

　　０

　　２

　　２

　　１

　　１

　　１

　　０

Ｚ３３

２６０

　２７

　２４

　２０

　１２

　　６

　　１

　　１

　　２

　　１

　　４

　　３

　　２

　　３

　　３

　　２

　　１

　　１

　　０

41陣Ｕ沁／ｂｊ 目２ ＺＯ９ １９ １４ ２１ ＺＩ ２８ １６ １６ ２２ ３８ ６¶ ２９ ２８５ ６０６

Ｑ州

ｉ’－ストフリア
ーフt－ジーランド

４１
　５

６７

１３

９

１

２

２

１

２

４

０

４

１

８

○

２

０

５

０

５

２

｜

０

１

１

４２

　９

１５０

　２７

オ4ァアーアノｈｇｌ･ ４６ ８０ １０ ４ ３ ４ ５ ８ ２ ５ ７ １ ２ ５１ １７７

ア
ツ
リ
力

　　戈y－り-

ナイジェリア

　マ　　　リ

　カメルーン

　ザイール

　チュニジア

　ザンビア

　リペリア

　スーダン

　　ケニア

　セーシェμ/

モーリシャス

　セネガノレ

　MilJフリカ

１２

１１

　】
　２

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　０

　０

　０

　０

３

７

０

０

０

０

０

１

１

０

１

１

１

０

１

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

○
５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ｌ

ｌ
ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

()

０

○
０

０

○

｜
○

○

○

○

○

○
０

０

０

０

０

ｌ

１

１

０

０
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｉ
ｔ
ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

２

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

○

○

○

○

○

○
０

０

０

０

０

○
０

０

】
２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０
０

０

０

０

０

０

０

０

○
１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　７

１４

　０

　１

　０

　１
　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　１

２２

３２

　１

　３

　１

　２

　Ｓ

　２

　２

　１

　１

　１

　１

　１

アフリカ/bjl゛ ３２ １５ ２ ５ ２ ２ ２ ２ ３ ０ ３ １ ２ ２４ ７１

中
近
東

　　　イフン

　　イスラエル

　　　トルコ

アラブ首長凶連邦

　　モロッコ

　　オマーン

サウジアラピア

　　しJiノン

１３

　９

　１

　０

　１

０

０

０

１７

　７

　ｔ

　ｌ
　ｏ

　ｌ
　ｏ

　ｏ

３

０

０

０

０

０

１

０

２

０

０

０

０

０

０

１

３

１

０

０

１

０

０

０

２

３

０

０

０

０

０

０

５

０

０

０

０

０

０

０

８

０

ｌ
ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

５

０

０

０

０

０
０

０

｜
ｌ
ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

６

１

２

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

５

０

０

０

０

０

０

０

４２

　６

　３

　０

　１

　０

　１

　１

７２

２２

　５

　１

　２

　１

　１

　１

申i斤144/b3･ ２４ ２７ ４ ３ ５ ５ ５ ９ ５ ２ ９ ２ ５ ５４ １０５

河ヽ　　　吸 ４７ １３１ ３７ ２２ ２２ ２４ ２２ ２４ ２８ ４７ ２２ ３１ ２４ ３０３ ４８１

ぞ四 １１０４ １４６１ １６８ １３１ １３５ １４９ １５０ １５３ １２５ １５７ １６２ ２０５ １４ １６７６ ４ ２４４

36　国際医療協力　VOL.17 N0.3 1994

ぐ●

゛●



゛●

ｇ '●

１．外国人相談者居住地域

　　　　　　　　２月

　東京
神奈川

　埼玉
　千葉

２．相談内容

56（39.7S）　2

　9（6.4X）
　6（4.3X）

　5（3.5X）

　（複数回答）

２

４

３

２

９

６

１

５

累計

7（54.1X）

5（11.0X）

5（7.4X）

3（6.0X）

他県　　２

不明　　４

3(16

2(29
合計　１ ４ １

　　　　　　　　　　　　　　　　　２月
(1)言葉の通じる病院の紹介　　　　　　　64(41.6X)

(2)病気・医療についての情報　　　　　　13(9.1X)

　(病気の不安含む)

(3)医療機関紹介(言葉の問題以外)　　25(16.2Z)
(4)医療制度・福祉制度相談　　　　　　　16(10.4X)

　(保険制度など)

(5)治療費の問題・トラブル　　　　　　　20(13.0X)
(6)渡航時予防接種　　　　　　　　　　　　O(0.0X)

(7)言葉の問題のみ　　　　　　　　　　　　　4(2.6S)

(8)労災・交通事故　　　　　　　　　　　　2(1.3X)

(9)その他(IIIV検査含む)　　　　　　　10(6.5X)

　　　　　　　　　　　　　　　合計　　154(100X)

３．他機関からの相談件数(機関別)
　　(1)病院
　　(3)マスメディア
　　(5)そのほか

１

４

:L

3X）

8X）

　　4

４

４

２

２

８

４

(2)公的機関(大使館・自治体等)
(４)ＮＧＯ
(６)企業
　合計

４．他機関からの相談・問い合わせ内容(複数回答)
　　(1)通訳・言葉　　　　　　　　2　(2)医療機関紹介
　　(3)制度　　　　　　　　　　　1　(4)医療費について
　　(5)活動内容　　　　　　　　10　(6)AMDA関連出版物について
　　(7)その他　　　　　　　　　　　５

Ｑ
Ｏ
Ｈ

8（10.1）

6（11.5）

4（100X）

｛
Ｄ
ｑ
｝
（
乙
ｇ
）

　
　
　
　
　
　
　
士

〈センター活動報告〉
１．出席会議等

　２月４日　大阪府第３回外国人医療体制整備検討委員会（宮地関西センター代表、田中）

　２月９日　（財）東京都健康推進財団と委託事業についての話合い（小林）
　２月15日　「外国人女性のための暮しのセミナー（在留資格について）ＪＪＶＣﾈ申奈川

　　　　　　横浜ランドマークタワーにて　（中戸研修）

　２月16日　神奈川県衛生局エイズ対策班にて講演（小林）
　２月19日　ＡＭＤＡ定例報告会（香取）

　２月23日　東京都衛生局総務部保健情報課と委託事業についての話合い（小林）
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謳センター関西相談等受付状況　1994年　2月

｜

　国別件数

中国

疆国

ネパール

フィリビン

ニュージーランド

５

５

１

１

２

（10.4％）

（10.4％）

（2j％）

（2.1％）

（4.2％）

Ｌ　外国人相談者居住地域

　大阪　　25　（52.1％）

　商都　　　1　（2.1％）

　兵庫　　　6　（12.5％）

　滋賀　　　3　（6.3％）

　奈良　　　1　（2.1％）

３．相談内容（複数回答）

　言葉の通じる病院の紹介

　病気・医療についての情報

　医療機関紹介

　医療制度・福祉制度相談

　予防接種

４ 他機関等からの相談

医師・病院

マスメディア

公的機関

１

１

５

オーストラリア

アメリカ

カナダ

ペルー

ボリヴィア

静岡

東京

愛知

国外

不明

１

２

１

１

７

１６

　１

１０

　９

　３

(31.4％)

(2.0％)

(19.6％〉

(17.6％)

(5.9％)

NG0　　　2

その他　　１

合計　　１０

６．ボランティアの問い合わせ

中国語

タイ語

スペイン語

１
１
１

１

７

１

５

５

(2.1％)

(14.6％)

(2.1％)

(10.4％)

(10.4％)

（2.1％）

（4.2％）

（2.1％）

（2.1％）

（14.6％）

言葉の問題

治療費の問題

薬について

その他

合計

コロンビア

プラジル

イスラエル

　不明

　合計

合計

　３

　２

　０

　７

５１

４

１

７

１

６

８

（2.1％）

（14.6％）

（2.1％）

（12.5％）

（100％）

48（100％）

（5.9％）

（3.9％）

（　O％）

（13.7％）

（100％）

５ 他機関からの相談問い合わせ内容

　(複数回答)

活動内容

取材

その他

C
9
（
j
M
I
‐

１

フィリピノ語

英語

ポルトガル語

１

１

１

フランス題　１

合計
７

＊＊センター関西活動報告＊＊

1.大阪府の「第３回外国人医療体制整備委員会」に出席

　２月４日（金）に、大阪府環境保健郎が内外の関係者により設置している「夕t国人医療体制整備

　委員会」の第３回会合が開催され、宮地関西代表と東京事務局の田中が出席。宮地代表は、

　ゲストスピーカーとしてセンター関西の活動状況の報告をしました。

2.大阪府の平成６年度予算が決定し、滞在外国人医療相談事業として、センター関西に100万円の

　補助がでることになりました。
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AMDA国際医療情報センター関西からの

　　　春のうれしいお知らせ

AMDA国際医療情報センター関西　代表　宮地尚子

　AMDA国際医療情報センター関西が昨年１２月にオープン　皿　　　　　　　　ｔ

してはや３ヵ月。事務所の窓から見える景色はすっかり春めき
戮

　　　　すぐとなりの大阪府立体育館は、大相撲春場所ののぼりが色とりどりにはためいています。

　　　　　この３か月間でセンター関西への外国人の方々からの相談件数は１ ２０件を越え、その

　　　　内容は多岐にわたり、我々相談を受ける側も勉強することが多い毎日でした。また、国際交流協会や報道

や　　機関等ヽ関係機関からの問い合わせが７６件ヽボランティアの問い合わせが３１件

　　　　と、社会的にも大きな関心を集めているようです。半年後に、関西国際空港の開港を控え、我々も一層サ

　　　　ービスの充実をはかっていきたいと思っています。

　　　　　さて、センター関西には最近２つほど、うれしいお知らせが届きました。

　一つは、大阪府の１９９４年度の予算で、「医療の国際化」計画の一つ、「滞在外国人医療相

談事業」ということで、センター関西の業務に対し補肋金がでることになりました。助成額は

大きいものではありませんが、センターの業務の重要性を認識し信頼していただいたということは、大き

な励みであり、また、行政サイドの外国人の医療に対する前向きの姿勢を感じることができました。

　　　　　　　　もう一つのニュースは、センターの活動とその内容の分析を中心とした、センター関西のメンバーによ

　　　　　　　る「在日外国人の医療をめぐる葛藤と相互理解への試み」という研究プロジェク

　　　　　　　トにたいし、明治生命厚生事業団の「健康文化」研究助成をいただくことになったという

〆’‘●　　　ことです。１７４件の応募の中から15件という競争率の中での入選でした。

　　　　　　　　センター関西は研究よりも相談活動があくまでも主ですが、そこで得られる経験は貴重なものです。そ

　　　　　　　こで実際に活動を行ないながら研究を進めるアクションリサーチとして、外国人が感じる問題点や、医療

　　　　　　　者側の感じる戸惑い、お互いの対処方法を、医療人類学的視点からみつめなおし、日本で当然とされてい

　　　　　　　る「医療文化」「健康文化」とはどういうものか、そこに異質の「医療文化」「健康文化」を持つ外国人

　　　　　　　が入ってくる場合、どのような形で調和していくことが可能なのかを探っていきたいと思います。

　　　　　　　　センターの活動がただ相談業務として終わるのではなく、外国人の医療をIめぐる様々な問題について、

　　　　　　　将来にむかって役立つ知識を蓄積するための助けとなればと思っています。

　それでは、季節の変わり目、皆様、ご自愛ください。それぞれの地でがんぱっているAMDAのメンバー

の活躍をとてもうれしく思います。関西におこしの際は、センターヘもお立ち寄りください。
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十千÷叫--;--1-÷千千千÷-ﾄ千千今月-÷千千今÷千千千÷千÷千千千千今千今-ﾄｰﾄｰﾄ小手-ﾄ＋

ネ　京成電鉄､新京成電鉄のご厚意でＡＭＤＡ国際　万L

↓　医療情報センターのポスターを各駅に掲示　　才

↓-ﾄ千千千ﾍﾞｰ÷÷千千千÷÷-‡-今千千今今÷同一ﾄ千÷÷子分一卜今千千-ﾄｰﾄ今千÷j-千千千↓

　　　　　　　　　　　AMDA国際医療情報センター代表　小　林　米　幸

　千葉在住の戸田様のご伸介により，２月２日に小林が戸田様とともに京成電鉄，新京成

電鉄の本社を訪ね，ＡＭＤＡ国際医療情報センターのポスターを圃電鉄の全ての駅の構内

に掲示していただけるようお願いをしました。両電鉄とも，センターの仕事が人道上大切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？であることを特に考慮の上，全ての駅の業務用掲示板に無料で掲載することを内諾してく　”1●

ださいました。３月２日には京成電鉄の駅長会議で正式に決定された旨，担当の方よりご

連絡をいただきました。京成電鉄は京成上野駅，京成成田空港第一ターミナル駅，第二タ

ーミナル駅など特に外国人乗降客が多い駅を含め，６０駅を抱える大手電鉄会社です。ま

た新京成電鉄は干葉の市街地，新興住宅地を結ぶ重要な電鉄会社です。外国人への医療情

報の提供というセンターの業務は外国人の方々にセンターの存在，電話番号が届いて初め

て成り立つ仕事であり，この点や歴史の浅い任意団体であるＡＭＤＡ国際医療情報センタ

ーを信用してくださったという点で京成電鉄，新京成電鉄両社には心より御礼申し上げる

しだいです。また両社の今回の決定は民間会社が自身のフィールドでＮＧＯに協力すると

いう形態であり，企業の社会貢献活動としても新たな１ページを開くものと高く評価され

ることでしょう。ＮＧＯであるＡＭＤＡ国際医療情報センターやＡＭＤＡとしても今後，

社会の構成員の一員として認められていくには，企業などの他の構成員の信頼に足るしっ　　摩●

かりとした事務局によるしっかりとした運営を行っていく努力を休むことなく続けていか

ねばならないことを忘れてはならないでしょう。ボスターの製作にはデザイン費として約

２０万円さらに紙代・印刷代として約１５万円がかかります。ＮＧＯとしては大きな金額

になってしまいますのでデザインはセンター内部で約５万円で片付け，総額２０万円位で

抑えたいと考えています。ポスターは３月中には完成し，遅くとも４月初めには両社にお

送りして，各駅に掲示していただくことになります。最後になりましたが仲介していただ

きました戸田様には心より感謝いたします。

　　注　戸田様は国立音楽大学を卒業，韓国語でオペラを歌っていらっしゃる方でセンタ

ーやセンター関西の通訳ボランティアのご紹介など日頃からご協力を戴いている方です。
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AMDA国際医療情報センター関西へ

　　大阪府より助成決定

’||

　｜

　１

　｜

.』

　大阪府の平成６年度予算においてＡＭＤＡ国際医療情報センター

関西へ100万円の助成金が決定されました。緊縮予算の中で殆ど実

績のない同センター関西へ助成を決定してくださった大阪府、同

環境保健局の皆様に心から御礼を申し上げる次第です。なお、

AMDA国際医療情報センターと同センター関西は組織上、同一会

計になっておりますので助成金はセンター会計に組み込まれ、セ

ンター関西の運営にのみ使用されます。

ＡＭＤＡ国際医療情報センター

　　所長　小林米幸

１９９４年(平成６年)２月１０日

凛月

件
。
国
別
で
は
ア
メ
リ
カ
十
八
め
、
さ
ら
に
充
実
を
図
り
た

件
、
中
国
、
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
　
い
」
と
話
し
て
い
る
。
相
談
電

｀
ジ
ル
各
七
件
な
ど
。
居
住
地
別
　
話
は
６
３
６
・
２
３
３
３
．

　
ま
と
め
に
よ
る
と
、
ニ
カ
月

間
の
相
談
受
付
件
数
は
計
七
十

ン
ト
に
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
も
強

IΞ1

尚
子
医
師
）
の

十
二
、
一
月
の

ニ
カ
月
間
の
利

用
状
況
が
ま
と

ま
っ
た
。

函？

－セ国し速西代ン脹た区で
褒夕医Ａ内初
・，１療Ｍにめ
窓側情Ｄ設て
地西報Ａ量浪

木曜日

限椚

談
と
し
て
は
関

２ヵ月で70件
　外国人からの医1審電話相談

昨年末発足の民間団体に

　
民
間
団
体
「
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
」

　
（
本
部
・
岡
山
市
）
が
昨
年
十

二
月
六
日
、
外
国
人
の
医
療
に

関
す
る
電
話
相

相
談
内
容

（
複
数
回
答
）
で

は
、
言
葉
の
通

じ
る
病
院
の
紹

介
二
十
九
拝
、

医
療
機
関
の
紹

介
十
五
拝
、
日

本
の
医
療
制
度

　
・
福
祉
制
度
の

相
談
十
四
拝
な

ど
と
な
っ
て
い

る
。

　
同
セ
ン
タ
ー

関
西
で
は
「
毎

日
、
コ
ン
ス
タ

た件で
゜｀は

　兵大
　庫阪
　詐

　の二　　JR　n

　つ九
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Ｏ
１６璽９４版平丿戎６年(1994年)２月２２日　火曜日

　
在
日
外
国
人
の
医
療
相
談
に

応
じ
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
‘
関
西
」
　
（
宮
地
尚
子

代
表
）
が
、
大
阪
市
浪
速
区
に

開
設
さ
れ
た
の
は
昨
年
十
二
月

で
あ
る
。

　
　
「
始
め
て
み
て
、
言
葉
の
問

題
で
困
っ
て
い
る
外
国
の
人
た

ち
の
多
さ
に
改
め
て
驚
き
ま
し

el
た
」
と
事
務
局
の
横
山
雅
子
さ

ん
は
言
う
。

　
セ
ン
タ
ー
関
西
で
は
、
設
立

に
先
立
ち
、
在
日
外
国
人
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
病
院
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
。
そ
し
て
、
受

け
入
れ
可
能
な
外
国
語
の
種
類

や
診
療
科
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
京
阪
神
の
約
百

八
十
の
病
院
の
リ
ス
ト
作
成
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
通
訳
が
英

語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な

ど
の
通
じ
る
病
院
を
紹
介
し
て

�・一一一一41

″●
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い

　
先
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
相
か
」
。
精
神
科
の
場
合
、
患
者

談
は
計
七
十
件
に
上
る
。
国
別
と
医
師
の
会
話
が
治
療
に
は
欠

の
内
訳
は
、
ア
メ
リ
カ
十
八
件
か
せ
な
い
が
、
通
訳
を
通
し
て

▽
ペ
ル
’
－
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
微
妙
な
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

各
七
件
▽
韓
国
、
カ
ナ
ダ
各
四
が
伝
わ
ら
な
い
。
「
ア
ド
バ
イ

件
－
な
ど
。
相
談
内
容
は
「
言
ス
し
よ
う
に
も
、
患
者
さ
ん
の

葉
の
通
じ
る
病
院
を
紹
介
し
て
症
状
す
ら
分
か
ら
な
い
状
態
で

ほ
し
い
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
　
は
満
足
な
対
応
も
で
き
ま
せ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
。
電
話
相
談
の
限
界
を
感
じ

　
南
米
の
人
か
ら
こ
ん
な
相
談
ま
し
た
」
と
横
山
さ
ん
。

が
あ
っ
た
。
「
友
人
が
、
病
院
　
が
、
外
国
人
の
医
療
を
考
え

の
精
神
科
に
入

院
し
て
い
る
の

だ
が
、
良
く
な

゛●

る
と
き
、
言
葉
の
壁
は
ズ
り

Ｐ
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
な
に

よ
り
、
こ
う
し
た
相
談
の
電
話

を
か
け
て
く
る
外
国
人
は
、
ビ

ザ
を
持
ち
、
国
民
健
康
保
険
を

取
得
す
る
資
格
が
あ
る
な
ど
、

日
本
で
の
身
分
が
法
的
に
保
障

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
　
「
確
か
に
言
葉
の
問
題
も
重

要
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
、
ビ

ザ
切
れ
の
不
法
滞
在
の
外
国
人

は
、
摘
発
を
恐
れ
て
病
院
に
も

言
葉
の
通
じ
る
施
設
を

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
病
院
や
地
方
自
治
体
は
積

極
的
な
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
「
『
不
法
滞
在

を
ほ
う
助
し
て
い
る
』
と
法
務

局
に
マ
ー
ク
さ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
あ
る

医
療
関
係
者
。

　
セ
ン
タ
ー
の
小
林
米
幸
所
長

は
こ
う
語
る
。

　
「
外
国
人
の
医
療
問
題
は
、
’

一
個
人
、
一
民
間
団
体
が
頑
張

　
　
　
　
　
　
っ
て
も
解
決
で

・
・
●

き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

外国人の医療相談を行うＡＭＤＡ国際医療情報

センター関西。言葉の壁が大きな問題だ

行
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
だ
か
ら
と
い
っ
て
放
っ
て
お
い

た
保
険
が
な
い
か
ら
、
医
療
費
て
い
い
も
の
で
は
決
し
て
な

が
高
額
に
な
り
、
安
い
賃
金
で
い
。
言
葉
の
問
題
だ
け
で
も
解

働
く
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
は
払
決
で
き
れ
ば
、
医
療
ト
ラ
ブ
ル

え
な
い
。
そ
し
て
来
払
い
に
な
は
か
な
り
解
消
さ
れ
る
で
し
ょ

る
の
を
嫌
っ
て
受
け
入
れ
る
病
う
。
ま
た
、
在
留
資
格
の
問
題

院
も
少
な
い
、
と
い
う
悪
循
環
で
行
政
の
窓
口
に
相
談
に
行
き

が
あ
り
ま
す
」
と
、
在
日
外
国
に
く
い
面
も
あ
り
、
民
間
だ
か

人
を
医
療
費
の
面
か
ら
支
援
し
ら
こ
そ
動
き
や
す
い
こ
と
も
あ

て
い
る
外
国
人
互
助
協
会
の
鈴
り
ま
す
」

木
栄
司
事
務
局
長
は
指
摘
す
　
　
　
　
　
◇

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
に
関
西
国
際
空
港
が
開

　
日
本
に
″
出
稼
ぎ
に
来
て
港
す
る
。
海
外
か
ら
日
本
に
や

い
る
不
法
滞
在
者
は
十
数
万
人
　
っ
て
来
る
人
は
今
以
上
に
増
え

に
上
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
る
だ
ろ
う
。
医
療
も
ま
た
国
際

た
不
法
滞
在
者
の
医
療
問
題
化
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い

は
、
も
は
や
見
て
見
ぬ
ふ
り
が
る
。

第四部国際化のうねり
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２６軽重３☆⑥石切戊６年(1994年)２月２４日　木曜日

　
そ
の
男
性
が
、
腹
痛
を
訴

え
、
友
人
二
人
に
抱
き
か
か
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
大
阪
府

下
の
あ
る
病
院
に
来
た
の
は
。

一
年
前
の
冬
の
寒
い
朝
の
こ
と

だ
。
病
院
の
周
辺
に
は
小
さ
な

町
工
場
が
多
く
。
中
近
東
、
東

南
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
労
働
者

al
も
多
い
。
三
人
は
い
ず
れ
も
イ

ラ
ン
人
だ
っ
た
。

「
ひ
と
目
で
不
法
滞
在
者
と

わ
か
っ
た
が
、
診
察
し
た
ら
急

性
の
盲
腸
。
追
い
返
す
わ
け
に

も
い
か
ず
、
受
け
入
れ
る
こ
と

に
し
た
」
と
、
院
長
は
話
す
。

　
緊
急
手
術
を
行
い
、
さ
ら
に

肺
炎
に
か
か
っ
て
い
た
た
め
、

一
週
間
入
院
。
元
気
に
な
り
、

そ
ろ
そ
ろ
退
院
と
い
う
矢
先
の

朝
、
患
者
は
病
室
か
ら
姿
を
消

し
て
い
た
と
い
う
。

・一一42一国

　
「
診
寮
費
約
六
十
万
円
は
未
に
な
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
人
の
負
担
に
な
る
。

払
い
の
ま
ま
で
す
。
来
院
し
た
い
。
特
に
日
本
に
出
稼
ぎ
に
来
　
　
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
血
液
検
査

と
き
に
『
今
は
お
金
が
な
い
て
い
る
人
た
ち
は
、
国
民
健
康
な
ど
も
患
者
の
負
担
を
考
え
る

が
、
間
も
な
く
給
料
が
入
る
』
　
保
険
の
資
格
を
有
し
て
い
た
と
と
、
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

と
言
っ
て
い
た
。
最
初
か
ら
払
し
て
も
、
制
度
を
知
ら
な
い
た
聴
診
器
一
つ
で
は
病
気
は
わ
か

っ
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
め
か
、
加
入
し
て
い
な
い
場
合
ら
な
い
の
で
す
が
、
仕
方
な

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
恩
を
あ
が
多
い
。
も
と
よ
り
不
法
滞
在
い
」
と
言
う
の
は
、
大
阪
市
東

だ
で
返
さ
れ
た
よ
う
で
・
…
以
者
は
資
格
が
な
い
。
保
険
が
な
成
区
の
「
福
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ

来
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
は
し
け
れ
ば
、
医
療
費
は
全
額
、
個
ク
」
院
長
、
福
川
隆
さ
ん
（
タ
ー
）
。

て
い
な
い
」

　
外
国
人
の
診

寮
費
が
不
払
い

ｒ　●

保
険
証
の
な
い
外
国
人

「外国人も日本人も同じ患者」と話す福川院長

サ
ン
プ
ル
と
し
て
持
っ
て
き
た

中
で
信
頼
で
き
る
も
の
を
無
料

で
渡
す
な
ど
し
て
い
る
。

　
港
町
・
神
戸
を
抱
え
、
昔
か

ら
外
国
人
の
多
い
兵
庫
県
で

は
、
外
国
人
の
救
急
医
療
に
つ

い
て
、
、
不
払
い
に
な
っ
た
医
療

費
の
う
ち
、
七
－
九
割
を
県
が

補
助
す
る
救
急
医
療
費
損
失
補

　
　
　
　
　
　
て
ん
制
度
を
六

　
　
　
　
　
　
年
度
中
に
発
足

　
　
　
　
　
　
さ
せ
る
。
同
県

　
福
川
さ
ん
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
が
外
国
人
の
救
急
医
療
に
つ
い

際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
関
西
副
て
一
昨
年
、
実
態
を
調
査
し
た

代
表
で
も
あ
り
、
「
病
気
に
か
と
こ
ろ
、
救
急
車
で
運
ぱ
れ
た

か
る
の
は
、
日
本
人
で
も
外
国
外
国
人
は
約
三
百
人
、
診
療
費

　
人
で
も
同
じ
。
等
し
く
困
っ
て

　
い
る
の
に
差
別
す
る
の
は
お
か

　
し
い
」
と
、
平
成
二
年
の
開
院

　
当
初
か
ら
外
国
人
の
受
け
入
れ

　
を
続
け
て
い
る
。

　
　
「
不
法
滞
在
か
そ
う
で
な
い

か
は
、
患
者
に
尋
ね
な
い
こ
と

　
に
し
て
い
る
の
で
わ
か
り
ま
せ

　
ん
が
、
約
九
割
は
健
康
保
険
証

　
を
持
っ
て
い
な
い
」

　
　
高
額
に
な
る
診
療
費
を
抑
え

　
る
た
め
、
福
川
さ
ん
は
、
与
え

　
る
薬
を
同
じ
効
能
で
も
よ
り
安

　
い
も
の
、
時
に
は
メ
ー
カ
ー
か

‘●

１

「

不
払
い
は
そ
の
約
半
分
で
計
約

六
百
万
円
に
上
っ
た
。

　
補
て
ん
制
度
は
今
後
、
増
加

が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
に
対
応

す
る
た
め
の
も
の
だ
が
、
救
急

医
療
に
限
っ
て
お
Ｑ
　
「
根
本

的
な
解
決
策
に
は
な
ら
な
い
」

と
指
摘
す
る
声
も
強
い
。

　
　
「
行
政
の
対
策
で
は
、
不
法

滞
在
と
い
う
現
実
が
ネ
ッ
ク
に

な
る
。
結
局
、
個
々
の
医
師
が

努
力
す
る
し
か
、
外
国
人
を
診

療
す
る
手
だ
て
が
な
い
」
と
福

川
さ
ん
は
言
う
。

･j匹EFﾄ･第四部国際化のうねり1ﾆ≡ﾖｰ･
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JIM 4巻3号1994年3月より

圧大治蒸ら之笏｀苑お訟辿遊庖泌)u回§§2aaMJ191
日本の中での国際医療

　　　　　　　　　　　―外国人患者の診療

中西　　泉 岩井　くに

回
濡
旬
月
句
頌
詞
ョ
心
】
ヨ

●1992年12月i日本の外国人登録者数は人口の1％を超えた.

●いわゆる｢外国人花嫁｣の増加，英語指導助手(ＡＴ)の派遣などに

　より，農村部や離島の医療機関に外国人患者か受診するように

　なった．外国人の医療問題はもはや都市部のみの問題ではない.

●最近，外国人医療問題は鎮静化したようにみえるか，より普遍的

　になったために話題に上らないだけで,状況は深刻化しつつある．

紹介される．

　身体所見　腹部では腸雑音が完遂

している．他の異常は認めない．

　検査所見　血液検査では異常を認

めない．

　　の虫体を認める．

　　　臨床経過　錯子で虫体を摘出し

表１　外国人が利用できる日本の医療・福祉制度

△

○

×

○
○
　
○

△

○

○

×

×

△
　
×
　
○
○
　
○

△
　
　
×
　
　
○

○：適用

×

△

×

○
○

○

×

×

△

居住地役所の国

民健康保険係

社会保険事務所

(雇用者が申曹)

居住地の社会福

祉事務所

社会福祉事務所

居住地の保健所

労働基準監督署

同左(学校を通

して)

早稲田奉仕園

(03-3705-5407)

役所の担当課

居住地役所の国

民健康保険係

た.虫体鑑別の結果は鞭虫であった．

駆虫目的にてメペンダソール200

m9分2，3日分を処方したが，以後

受診せず，その後の経過は不明．

△：場合により適用　×：適用されない

JIM　4巻　３号　1994年　３月

ダ●

タ●

　患者　29歳，男性．

　主訴　右季肋郡痛．

　生活歴　フィリピン出身.1990年

来日.公的医療保険は持っていない．

　現病歴　1992年５月ごろより，

時々右季肋部に痛みを自覚するよう

になった．同年８月１日，痛みが続

くため近医を受診し，町谷原病院に

国民健康保険 ○

健康保険（社会保険）　○

生活保護

児童福祉法第22条

結核予防法

労災保険

堡t)日本国際教育協

△
　
○
○

○
○

謡踏仕園緊急医　　○

協llr防接種　　○

老人保健法 ○

行旅病人，行旅死亡　　×
人取扱法

258
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　大腸内視鏡　Bauhin弁から上行　　●外国人医療問題

結腸起姶部に数匹の長さ５ｍｍ程度　　　外国人の医療問題としては疾病の

違いもさることながら，言葉・習慣

の違い，経済的問題，法律的問題な

ピザの有効期間が１年未満でも１年以上の滞

在が証明できるもの(授業料納付書など)があ

れば加入できる．　　　　Ｉ

永住者は利用できる．

観光客でも利用できる(人道的立場から)．

無保険者は半額公費補助，本人・家族の申請

が原則だが医師の代行も可能．

研修ピザでは適用されない．

協会に登録している学校の正規学生．

国保に加入している関東在住の研究生，留学

生,就学生３ヵ月を限度に外来１万円/月，入

院は高額医療費負担分を支給．

外国人登録をしている家族，登録している市

町村で．

国保・社保に加入していること．

自治体により異　住所が定まらない者．一部の自治体で適用．

なる
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表２　外国人患者の相談窓口

　　　　　　　　受付時間と対応言語
1.相談窓口

　|)国際交流協会　　'

　　　受付時間,活動内容は個々の協会で異なる．医療関

　　　係の情報の詳しさには差がある．｢国際人流｣91年

　　　７月号に住所．電話番号，活動内容の一覧表が掲載

　　　されている;が,その後にできたサービスもあるので

　　，直接問い合わせのこと.

　2)外国人在留総合インフォメーションセンター　　・

　　　相談内容は本文参麗(医療には詳しくないとのこ

　　　と)．申警手続きに先立っての相談も受け付けてい

　　　る．相談料は無料.直接来訪．電話相談どちらでも

　　　可．

　受付時間と対応言語

　　　東　京：月～金曜日,午前９時30分～12時,午

　　　　　　　後１時～4時30分

　　　　　　　日本語，英語，中国語，韓国語，スペ

　　　　　　　イン語．ポルトガル語，タイ語

　　　大　阪：月～金曜日,午前９時30分～12時,午

　　　　　　　後１時～4時30分

　　　　　　　日本語．英語，中国語，韓国語．ポル

　　　　　　　トガル語

　　　名古量：月～金曜日,午前９時30分～12時,午

　　　　　　　後１時～4時30分

　　　　　　　日本語．英語，中国語，韓国語，スペ

　　　　　　　イン語，ポルトガル語，タイ語．フ･f

　　　　　　　リピン語，マレーシア語，イタリア語

　　　横　浜：月～金曜日,午前９時30分～12時,午

　　　　　　　後１時～4時30分

　　　　　　　日本語，英語，中国語‘，韓国語'．ス

　　　　　　　ペイン語，・日によって対応可

　住所・電話番号

　　　東　京：千代田区大手町1-3-1

　　　　　　　東京入国管理局内

　　　　　　　�03-3213-8523～7

　大　阪：大阪市天王寺区六万体町1-9

　　　　　　大阪入国管理局天寺分室内　　　／

　　　　　　酋06-774-3409～10

　名古屋：名古屋市中区三の丸4-3-1

　　　　　1名古屋入国管理局内

　　　　　　�052-973-0441～2

　横　浜：横浜市中区山下町37-9

　　　　　　横浜地方合同庁舎８Ｆ　東京入国管理

　　　　　　局横浜支局内

　　　　　　�045-651～2851～2

3）外国人労働者弁護団（LAFLR）

　相談料は無料,弁護士を依頼すると有料.直接来訪，

　電話相談どちらでも可．

　　受付時間：月～金，午前10時～午後５時

　　対応言語：日本語．英語．曜日によってはポル

　　　　　　　トガル語，スペイン語，韓国語，中

　　　　　　　国語も可能

　　相談内容：外国人に関する法律相談，弁護士の

　　　　　　　紹介

住所・電話番号

　　新宿区愛佳町12　藤栄コーポ3 F－B

　　�03-3357-55061 FAX 03-3357-2207

4)AMDA国際医療情報センター

　民間団体AMDA(アジア医師連絡協議会)が運営

　電話相談のみ(相談料は無料)

　対応言語と受付時間

　　　　日本語，英語．中国語，スペイン語，韓国語，

　　　　タイ語，月～金：午前９時～午後５時

　　　　ポA,トガル語，水：午前９時～午後５時

　　　　フ･fリピン謳，水：午後２時～5時

　　　　ペルシャ語，　金：午前９時～午後５時

　　　　相談内容：外国語のわかる医療機関，医師の

　　　　　　　　　紹介，医療制度の紹介

　　　　　　　　　�03-5285-8088

　　　　その他　:11カ国語診察補助表（日本語一外

　　　　　　　　　国語対訳表）を１セット5,000円

　　　　　　　　　で販売．

　　　　　　　　　対応言語は，英，中，韓．スペイ

　　　　　　　　　ン，ポルトガル，ペルシャ．タイ，

　　　　　　　　　フ･fりピン,ベトナム,カンボジ

　　　　　　　　　ア．ラオス語（申し込みは�

　　　　　　　　　03-5285-8086まで）

　　またセンターでは外国人を診療して下さる医師を

　募集中．関心のある方は�03-5285-8086（センター

　事務局〉まで

2.その他の情報漏

　1）小林米幸．６カ国語対応．外国人にも利用できる

　　　日本の医療・福祉制度ガイド，中山書店，1993

　2）小林米幸．医師･医療従事者のための外国人患者

　　　診療ガイドブック．ミクス.1993

　3）特集・在日外国人へのサービス，国際人流50:

　　　7-15.1991

　4）特集？「入管相談」はこちらへ！，国際人流66:

　　　2-21，1992

　5）特集・在日外国人のための新聞・雑誌，国際人流

　　　70:2-30，1993

　6）特集・「在日外国人のための日本生活摩擦解消」情

　　　報漂．ワールドプラザN0.25.1992-93.

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1994年１月現在）

JIM　4巻　３号　1994年　３月 259
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ど日本人患者と異なる点にも留意し

なければならない．問題の詳細は，

宮崎康が本誌２巻４号(1992年４月

号)で述べているが,１年以上経過し

現在でも,氏の提起した問題の解決

まだほとんどは進展をみていない．

　しかし，中には医療スタッフの対

応である程度，回避・解決できる問

題もある．今回は外国人を診察する

際の留意点とどのような医療・福祉

制度が利用できるかを中心に述ぺて

みたい(上記宮崎論文｢診察室はイン

ターナショナル｣と併せてお読みい

ただきたい).

・外国人を診察する際の留意点

　1)医療保険の有無を確認する

　現在の日本では受診者が公的保険

を持っていることが常識となり，医

療行為の価格について考える機会は

少ない．しかし，外国人受診者では，

この症例のように公的医療保険に加

入できない場合がある．ＡＭＤＡ国

原医療情報センター，岩手県国際交

流俗会が行った医療機関へのアン

ケート調査によれば，都市部，地方

とも受診者の半数以上が無保険で

乏った．経済的なトラブルは医療機

奘の経営を圧迫するのみならず，患

者の受診中止，受診の遅れなどにつ

なが‰患者の生命を脅かすことす

らある．

　これを防ぐためには受付や診察時

に保険の有無を確認するとともに，

自費診療の場合には支払い負担につ

いての配慮が求められる．また，保

険証を持っていても使い方を知らな

い人もいる(他人の保険証を持って

来ることもある)ので確認が必要で

ある．自費診療は個々の医療機関で

自由に価格設定できるため，同じ治

療でも費用は３倍以上違う．勤務し

ている医療機関で，どのような医療
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行為がいくらかかるかを考慮しなが

ら診療を進める必要がある．しかし，

唐突に「金を持っているのか」と聞

くのは，患者に不信感を抱かせてし

まう．いかにさりげなぐ聞くかはイ

ンタビュー技術の腕のみせどころだ

ろう.

　2）日本にない,あるいはまれな疾

患がある

　本症例のように日本であまりみる

ことのない寄生虫症や風土病をみる

ことがある．留意すべきことは，患

者の出身地域によっては結核やマラ

リアなど，一般外来でみることが少

ないが早期診断が重要な疾患の有病

率が高いこと，基礎疾患としてＨＩＶ

感染の可能性を常に頭に入れておく

ことである.“The New England

Joumal　of　Medicinざ’の“Case

Records of the Massachusetts Gen，

eraI Hospita1” には日本にはない熱

帯病の症例やAIDSと関連疾患が

よく解説されているので目を通して

おくといい．症例の呈示から詳しく

述べられており，英語の勉強にもな

る.

　3）医療習慣の違い

　一言に「外国人」というが，彼ら

は日本人以上に多様な文化を持った

集団で,医療についても同様である．

患者と医療スタッフ双方が自分のや

り方が通用すると信じてしまうこと

がトラブルの源になることも多い．

身近な例では米国では体温は成人で

も口腔で測定するのが普通で，体温

を華氏で言われる.ことがある．また，

男性の医師やスタッフは，女性，特

にアジアとイスラム圈出身に，診

察・検査の際，衣服を脱がせること

は思わぬ誤解を招くことがあるの

で，看護婦など女性の同席，女性ス

タッフに交代する‘などの対応が望ま

　JIM　4巻　３号　1994年　３月

しい．

　限られた診療時間の申では限界が

あるが，説明も詳細なほうが理解が

得られる．患者にとってよくない情

報もはっきり言ったほうがいい.

　4）日本人患者とのバランス

　外国人患者が望んでいることは，

ロには出さないが日本人患者が望ん

でいることでもある．外国人患者だ

けに特別待遇することは，日本人患

者への逆差別となり，患者離れを招

き,医療機関の経営悪化につながる．

すべての患者に等しく満足してもら

える医療は言うはやすいが行うのは

難しい.

・外国人にも利用できる医療・福祉

　制度

　詳細は表１を参照していただきた

い．在留資格によって，また外国人

登録の有無によって利用できる制度

が違う．問題なのはこれらの制度を

外国人が利用できることを関係者自

身が知らないことである．窓口とな

るべき行政担当者すら知らないこと

も多く，申請しても「うちの担当で

はない」と門前払いざれることもあ

り，改善を切望するところである．

　外国人に関連する法律・サービス

は現在も流動的なので，新聞などで

新しい情報を仕入れておくことも大

切である．

禰相談窓口

　実情に法律がついていかない現状

では救済に限界があるが，主な窓口

を挙げてみる（表2）.

　1）国際交流協会

　日本の国際交流活動推進のために

各県，市町村に設立されている．地

元の情報に強く，独自の情報の蓄積

がある．関連図書，外国語のパンフ

レットなどを準備しているところも

あり，海外協力経験者が働いている

ダ●

７●



｀
″ｌ

「

●

‘●

ことも多いので，国際医療に関心の

ある方は一度行ってみてはどうだろ

うか.･

　2）役所の外国人担当諜

　外国人比率の高い自治体では通訳

がいるところもあり，独自の外国語

め案内を作っている自治体もある．

直接役所の担当にアプローチしても

事態が進展しない場合，ここを通す

と道が開けることもある．残念なが

ら外国人対応の経験に乏しい地域で

はこの限りではない.

　3）AMDA国際医療情報センター

　全国的な情報には強く，外国語の

対応もしてくれる．時間的余裕のあ

る場合には助かる.

　4）外国人在留総合インフォメー

ションセンター

　東京，大阪，名古屋,‘横浜に開設

され，入国・在留に関する手続きな

どの相談・案内を行っている．外国

語での対応も可能.

　5）外国人労働者弁護団（LAFLR）

　外国人に関する法律相談・弁護士

の紹介に応じている．地方の弁護士

も紹介してくれる．

　在日外国人に関する諸問題は個人

で対応できる範囲をすでに越えてお

り，法的な面や行政サービスの整備

が早急に必要である．既存のサービ

スや法律も利用者がなければ廃止さ

れる．利用できるものは活用し，現

状を社会へ知らせる努力も必要であ

ると思う..　　　　　　　　　　包

なかにし　いずみ

ＡＭＤＡ国際医療情報センター副所長

町谷原病院院長

�194東京都町田市小川1523

いわい　くに

ＡＭＤＡ岩手県支部

陸前高田市・国保広田診療所所長

�029-22岩手県睦前高田市広田町．

字天王前5-1

㎜ － ＝ - ■
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／
　
親
に
聞
か
ず
自
分
で
勝
手
に
答

　
　
　
え
て
し
ま
う
人
な
ど
も
い
ま
す
。

ｊ●し
て
い
る
最
中
に
、
そ
の
子
が

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

言
語
懸
崖
］
出
一
に

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
栄
養

改
善
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

栄
養
失
調
の
子
ど
も
た
ち
に
は

お
昼
ご
は
ん
、
赤
ち
や
ん
に
は

ミ
ル
ク
を
配
給
し
て
い
ま
し
た
。

栄
養
失
調
か
ど
う
か
は
、
体
重

の
標
準
曲
線
（
こ
こ
で
は
、
身

長
に
対
す
る
体
重
の
標
準
曲

線
）
の
七
五
％
以
下
を
基
準
に

し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

　
一
人
ひ
と
り
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
わ
れ
わ
れ
で
は
と
う

て
い
想
像
も
つ
か
な
い
お
き
て

や
習
慣
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
風
上
や
彼
ら
の
宗
教
、

価
値
観
を
理
解
し
よ
う
と
努
力

し
な
が
ら
の
活
動
、
こ
れ
が
実

は
面
白
い
の
で
す
。

の
心
身
の
発
育
・
発
達
は
か
な

り
違
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
四

歳
と
い
う
と
、
休
つ
き
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
し
、
一
応
、
話

も
大
人
と
通
じ
ま
す
。

　
一
方
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子

ど
も
た
ち
は
栄
養
が
ト
分
で
な

い
の
で
体
つ
き
も
小
さ
く
、
中

に
は
栄
養
失
調
で
歩
け
な
い
子

ど
も
も
い
ま
す
。
ｉ
然
精
神
・

運
動
面
で
の
発
達
も
遅
れ
が
ち

で
す
。

　
同
じ
時
代
に
生
ま
れ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
な
の
に
、
た
ま
た

ｆ●

し
て
ぃ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
　
　
で
す
か
ら
、
当
然
そ
の
家
族
　
で
す
。
そ
こ
で
朝
起
き
て
ご
飯
　
で
、
驚
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
ま
生
ま
れ
た
場
所
が
違
う
だ
け

お
母
さ
ん
が
栄
養
改
善
セ
ン
タ
　
は
食
糧
の
配
給
が
受
け
ら
れ
ず
、
　
を
食
べ
て
、
キ
ャ
ン
プ
に
仕
事
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ソ
　
　
　
　
で
、
こ
ん
な
に
も
違
っ
て
ぃ
る

Ｉ
に
子
ど
も
を
連
れ
て
き
て
も
、
　
せ
め
て
子
ど
も
に
だ
け
で
も
食
　
に
行
っ
て
、
帰
っ
て
き
て
昼
食
　
　
　
　
　
の
子
ど
も
と
比
　
　
　
こ
の
現
実
は
衝
撃
的
で
し
た
。

こ
の
基
準
に
満
た
な
ぃ
と
登
録
　
べ
さ
せ
た
ぃ
と
栄
養
改
丹
セ
ン
　
　
の
あ
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
レ
　

よ
　
　

彼
ら
の
発
育
・
発
達
の
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
タ
ー
に
や
っ
て
米
た
の
で
し
た
。
　
ポ
ー
ト
作
成
と
ぃ
っ
た
二
四
時
　
　
　
ド
　
　
　
　
ら
　
。
　
　
ノ
　
　
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
什
事
を
、

　
そ
の
中
の
一
人
の
お
母
さ
ん

は
伝
統
的
な
医
術
者
で
し
た
が
、

違
う
部
族
の
予
ど
も
の
治
療
を

こ
れ
に
関
し
て
は
、
難
民
局
の

現
地
の
責
任
者
に
判
断
を
ゆ
だ

ね
ま
し
た
。

間
団
体
生
活
で
し
た
。
一
人
の

時
間
が
な
く
て
疲
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
生
活
習
慣
の

る
こ
と
で
、
解
決
す
る
ら
し
い

の
で
す
。

　
し
か
し
、
い
ま
は
難
民
生
活
、

そ
の
ラ
ク
ダ
が
い
な
い
の
で
、

部
族
。
長
同
士
の
話
し
合
い
に
よ

り
、
難
民
に
配
ら
れ
る
配
給
手

帳
(
R
a
t
i
o
n
C
a
r
d
)
を
ラ
タ
ダ

の
代
わ
り
に
渡
す
こ
と
で
解
決

し
た
そ
う
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
当
然
そ
の
家
族

　
『
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
宿
舎
は
一
軒
家

で
す
。
そ
こ
で
朝
起
き
て
ご
飯

違
う
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら

す
の
も
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で

し
た
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ネ
パ
ー

ル
の
同
僚
た
ち
は
日
木
食
が
食

べ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
日
本
人

は
彼
ら
の
食
事
に
合
わ
せ
ら
れ

る
の
で
、
食
事
は
お
も
に
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
風
、
ネ
パ
ー
ル
風

の
カ
レ
ー
料
理
の
毎
日
で
し
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
の
「
新
年
の
お
祝

い
」
に
招
か
れ
て
み
ん
な
で
出

か
け
て
い
っ
た
ら
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
料
理
に
近
い
も
の
な
の

で
、
驚
き
ま
し
た
。

　
嘔
純
に
比
較
し
て
も
し
か
た

な
い
の
で
す
が
、
Ｈ
本
の
子
ど

も
と
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
．
ぃ
Ｊ
ど
も

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
編
集
部
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ジブチ
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医
学
部
四
年
生
の
と
き
、
初

め
て
ア
ジ
ア
医
学
生
連
合
れ
催
・

の
ア
ジ
ア
医
学
生
会
議
に
出

席
。
C
h
i
l
d
H
e
a
l
t
ht

F
a
m
.

i
l
yP
l
a
n
n
i
n
g
を
テ
ー
マ
に
、

ア
ジ
ア
の
国
々
の
現
状
が
そ
の

国
の
学
生
に
よ
っ
て
生
き
生
き

と
語
ら
れ
る
の
を
耳
に
し
、
「
こ

う
い
う
世
界
も
あ
っ
た
の
か
／
・
」

と
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
思

い
で
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
ド

の
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
施
設
や
タ

イ
の
ス
ラ
ム
街
を
兄
学
し
て
い

く
に
つ
れ
て
、
発
展
途
上
国
で

働
き
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く

な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
医
局
で
の
毎
日
は

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
思
い
が
常
に
心
の
片
隅
に

あ
り
ま
し
た
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
は
忙
し
く
て

医
師
に
な
っ
て
か
ら
は
具
体
的

な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん

で
し
た
か
、
英
仝
話
の
レ
ッ
ス

ン
だ
け
に
は
通
っ
て
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー

と
（
前
列
右
か
ら
二
人

目
が
江
上
氏
）

荒
涼
と
し
た
土
地

回
心

夕
方
、
病
院
の
仕
事
が
一
段
落
　
　
へ
ん
で
し
た
。

す
る
と
、
電
車
に
一
時
間
乗
っ

て
レ
ッ
ス
ン
に
駆
け
つ
け
、
終
　
　
　
ジ
ブ
チ
の
難
民
キ
ヤ

戻

Ｊ

⑤
才
一

い
う
生
活
を
這
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｈ
（
公
衆
衛
生
学
修
士
課
程
）

に
入
り
ま
し
た
。
公
衆
衛
生
の

分
野
で
働
い
た
経
験
が
な
く
、

す
べ
て
が
新
し
い
勉
強
で
し
た
。

疫
学
、
統
計
、
家
族
計
画
、
国

際
保
健
な
ど
を
中
心
に
講
義
を

取
り
ま
し
た
。

　
試
験
と
レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
、

ハ
ー
ド
に
勉
強
し
ま
し
た
。
い

ま
ま
で
の
人
生
Ｅ
Ｏ
年
の
間
で

い
ち
ば
ん
勉
強
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
（
笑
い
）
。
し

か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
き
つ

か
っ
た
の
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。
論
議
が
白
熱
し
て
く
る

と
、
聞
き
取
れ
ず
、
目
を
挾
む

タ
イ
ミ
ン
グ
も
つ
か
め
ず
、
話

の
波
に
乗
っ
て
い
く
の
は
た
い

へ
ん
で
し
た
。

染
症
か
多
か
っ
た
の
で
す
か
、

私
が
派
遣
さ
れ
た
と
き
は
キ
ャ

ン
プ
が
で
き
て
一
年
以
上
た
っ

て
お
り
、
急
性
上
気
道
炎
、
肺

炎
、
下
痢
に
よ
る
脱
水
、
栄
養

失
調
な
ど
の
患
者
さ
ん
が
多
く

い
ま
し
た
。

　
マ
ラ
リ
ア
や
麻
疹
の
流
行
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

七
年
ぶ
り
に
コ
レ
ラ
の
流
行
が

あ
り
、
診
療
所
と
は
別
に
コ
レ

ラ
セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
お
も
な
仕
事
は
、

患
者
さ
ん
の
治
療
と
ヘ
ル
ス
ス

タ
ッ
フ
の
教
育
で
し
た
。
ま
た
、

か
っ
け
（
脚
気
:
b
e
r
i
b
e
r
i
）
の

患
者
さ
ん
の
急
増
の
現
状
を
報

告
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た

と
こ
ろ
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
や
Ｗ
Ｆ

Ｐ
｛
国
運
・
Ｆ
Ａ
Ｏ
世
界
食
糧

計
画
｝
が
食
糧
配
給
の
内
容
の

変
更
を
検
討
し
て
く
れ
る
な
ど
、

難
民
全
体
の
健
康
の
改
筰
に
も

間
接
的
に
役
に
立
つ
こ
と
か
で

き
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
し

た
。

　
患
者
さ
ん
と
。
一
ロ
葉
が
通
じ
な

がで４ｔｖ

ド｀x゛｀

男
の
子
を
モ
デ
ル
に
分
娩

介
助
の
し
か
た
を
教
え
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
看
護
婦

腎薯

　⌒⌒　琴

中
）
と
は

を
通
じ
て

』
』
こ
フ
ハ

実
践
の
場
に
出
る
前
に
し
っ
　
　
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
約
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
が
で
き
る
人
に
通
訳
を
頼
み

か
り
公
衆
衛
生
の
勉
強
を
し
た
　
○
万
人
の
難
民
が
流
入
し
た
と
　

ず
　
　
］
　
　
　
　

ま
す
。
か
、
こ
の
人
た
ち
の
質

か
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
　
　
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
難
民
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
－
Ｆ
　
　
　
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
中
に
は
患
児

国
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

入
学
の
公
衆
衛
生
学
部
の
Ｍ
Ｐ

『

が
、
佇
都
ジ
ブ
チ
市
内
に
は
約

じ
万
人
、
そ
し
て
三
万
人
が
難

‘●

、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
を
学
ぶ
た
め
、

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ

ン
ス
大
学
に
留
学
、

　
渡
米
中
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ソ

マ
リ
ア
難
民
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
話
が
あ
り
、
ジ
ブ
チ
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
人
目
四
〇
万

人
の
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
、
ソ
マ

民
キ
ャ
ン
プ
に
い
ま
す
。

　
一
九
九
一
こ
年
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

　
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
）
を
は
じ
め
と
し
た
援
助
団

体
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
九
三
年
三

月
、
ジ
ブ
チ
市
か
ら
Ｉ
〇
〇
キ

ロ
離
れ
た
ア
リ
・
サ
ビ
エ
に
オ

フ
ィ
ス
を
置
き
、
こ
の
周
囲
四

〇
キ
ロ
に
あ
る
四
つ
の
キ
ャ
ン

プ
で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
看
護
婦
一
～
二
人
に
医
師
三

人
ぐ
ら
い
の
規
模
で
、
医
療
チ

ー
ム
を
派
遣
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
日
本
と
い
っ
た

ま
さ
に
多
国
籍
医
師
団
で
し

た
。

　
四
つ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
一
か
所
診
療
所
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
難
民
全
体

の
八
〇
％
強
は
ソ
マ
リ
ア
人
で

モ
ス
リ
ム
、
残
り
の
二
〇
％
が

エ
チ
オ
ピ
ア
人
で
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
も
合
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

言
葉
も
宗
教
も
違
う
の
で
、
キ

ャ
ン
プ
の
中
で
も
お
互
い
に
住

み
わ
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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●

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
た
ば

か
り
の
こ
ろ
は
、
け
が
人
や
感

の
親
が
話
し
て
い
る
こ
と
の
半

分
も
訳
し
て
い
な
い
よ
う
な
入
、
気

１

１



-
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今
月
号
は
、
ソ
マ
リ
ア
ヘ
の
派
遣
交
流
を
終
え
、
帰
国

し
た
派
遣
団
員
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

な
ど
、
お
よ
そ
病
院
と
は
言
い
が
た
い

状
況
で
し
た
。
こ
う
し
た
内
戦
の
傷
痕

か
ら
ま
だ
完
全
に
立
ち
直
っ
て
い
な
い

状
況
で
、
北
ソ
マ
リ
ア
は
ソ
マ
リ
ラ
ン

ド
（
ま
だ
国
連
の
承
認
は
得
て
い
ま
せ

ん
）
と
し
て
独
立
後
、
国
民
は
復
興
意

欲
を
取
り
戻
し
治
安
も
徐
々
に
落
ち
着

き
。
警
察
も
機
能
す
る

な
ど
再
建
に
向
け
て
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
を
歩
い
て
い
る
と

ど
こ
か
ら
米
た
の
か
と

声
を
か
け
ら
れ
、
日
本

だ
と
答
え
る
と
「
ア
ム

ダ
・
ジ
ャ
パ
ン
／
・
ア
ム

ダ
・
ジ
ャ
パ
ン
／
・
」
と

言
わ
れ
、
日
本
か
ら
遠

く
離
れ
た
こ
の
国
で
援

助
は
し
っ
か
り
根
付
い

て
い
る
な
と
、
う
れ
し

く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ブ
チ
国
内

病棟のようす

ぞ●

に
散
在
し
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
人

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
も
足
を
運
び

彼
ら
の
生
活
の
様
子
を
視
察
し

ま
し
た
。
二
年
を
経
過
し
た
テ

ン
ト
は
穴
だ
ら
け
に
な
り
、
服

や
毛
布
は
汚
れ
放
題
、
鍋
や
食

器
類
は
で
こ
ぼ
こ
で
汚
く
、
わ

ず
か
な
配
給
食
料
に
大
人
子
供

は
一
日
一
回
の
配
給
食
と
、
乳

児
は
二
回
の
ミ
ル
ク
が
彼
ら
の

命
の
綱
と
な
り
、
特
に
○
～
四

歳
児
の
栄
養
状
態
が
非
常
に
悪

い
よ
う
で
し
た
。
私
が
訪
れ
た

日
も
小
さ
な
戸
板
に
乗
せ
ら
れ

た
幼
児
の
葬
式
に
遭
遇
し
ま
し

た
が
、
人
が
死
ぬ
の
は
日
常
茶

飯
事
と
い
う
状
況
は
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
診
療

で
亡
く
な
る
子
供
の
数
も
減
っ
て
く
藻
』

と
言
う
の
を
聞
き
、
劣
悪
な
環
境
の
中

で
必
死
に
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
彼

女
の
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
診
察
の
順
番
を
待
つ
姉
弟

　
と
こ
ろ
で
、
現
地
滞
在
中
は
三
日
お

き
ぐ
ら
い
に
洗
濯
を
し
、
部
屋
の
中
や

屋
外
に
干
し
た
り
、
食
事
は
汚
れ
た
皿

に
焼
飯
の
よ
う
な
料
理
が
運
ば
れ
、
そ

活
動
を
し
て
い
る
看
護
婦
さ
ん
が
生
後
の
中
に
小
石
や
木
の
繊
維
の
よ
う
な
も

一
〇
ヵ
月
前
後
の
乳
児
を
見
つ
め
な
が
の
が
混
じ
り
、
以
後
思
い
き
り
ご
飯
が

ら
「
こ
の
子
た
ち
に
毎
日
卵
一
個
を
与
咬
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

え
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
子
供
達
た
ト
イ
レ
に
戸
が
な
く
て
困
っ
た
り
、
私

の
栄
養
状
態
が
よ
く
な
り
、
栄
養
失
調
の
つ
た
な
い
英
語
で
も
現
地
の
人
と
身
振

難民キャンプ中での生活のようす

り
手
振
り
で
話
し
合
え
た
り
、
空
港
の

ト
イ
レ
内
で
チ
ッ
プ
を
要
求
さ
れ
た
り
、

五
カ
国
も
行
っ
た
た
め
為
替
レ
ー
ト
が

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
数

え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
は
ど
の
体
験

を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
こ
れ
も
今
と

な
っ
て
は
責
重
な
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

　
現
地
で
の
滞
在
期
間
は
わ
ず
か
Ｉ
〇

日
弱
で
し
た
が
、
同
じ
地
球
上
に
生
き

る
人
間
と
し
て
遠
い
世
界
の
こ
と
と
し

て
片
付
け
る
に
は
あ
ま
り
に
無
責
任
す

ぎ
、
こ
う
し
て
視
察
し
た
以
上
は
何
か

貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

皿’-皿皿〃皿
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ソ
マ
リ
ア
難
民

　
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

　
　
　
　
財
四
域
雑
談
石
坂
公
宏

　
海
外
経
験
の
な
い
私
は
、
初
め
て
テ

レ
ピ
等
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
ソ
マ
リ
ア

の
内
戦
に
よ
り
被
災
し
た
ハ
ル
ゲ
イ
サ

と
い
う
都
市
と
、
ジ
ブ
チ
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
の
視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。

‘
イ
ン
ド
、
ケ
ニ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ジ
ブ
チ
と
飛
行
機
で
乗
り
継
ぎ
な
が
ら

目
的
地
で
あ
る
ソ
マ
リ
ア
に
向
か
い
ま

し
た
が
、
五
〇
〇
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ

t.……ノ

機
か
ら
九
人
乗
り
の
セ
ス
ナ
機
に
変
わ
か
ら
無
差
別
攻
撃
を
受
け
、
家
々
の
屋

り
、
ソ
マ
リ
ア
の
ハ
ル
ゲ
イ
サ
市
の
飛
根
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
壁
は
銃
弾
の
跡

‐
‐
　
行
場
に
降
り
立
っ
た
と
き
は
、
何
と
か
　
が
生
々
し
く
残
り
、
町
全
体
が
徹
底
的

　
　
無
事
に
目
的
地
ま
で
来
れ
た
な
と
思
い
　
に
破
壊
さ
れ
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
こ

　
　
ま
し
た
。
ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
目
の
　
の
都
市
で
最
大
の
ハ
ル
ゲ
イ
サ
中
央
病

前
を
物
騒
な
機
銃
を
荷
台
に
据
え
付
け
院
も
破
壊
さ
れ
、
現
在
も
電
気
、
給
水

た
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
去
っ
た
り
、
機
銃
設
備
の
復
旧
は
な
さ
れ
ず
、
三
〇
〇
床

の
音
が
時
々
聞
こ
え
る
の
で
、
ま
だ
内
の
ベ
ッ
ド
の
う
ち
使
用
可
能
な
の
は
約

戦
が
続
い
て
い
る
の
か
と
思
え
ば
、

面
白
半
分
で
機
銃
を
上
空
に
向
け
て
撃

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
少
々
肝
を
冷
や

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ハ
ル
ゲ
イ
サ
市
は
北
ソ
マ
リ
ア
最
大

の
都
市
で
す
が
、
内
戦
に
よ
り
前
政
権

一
八
○
床
で
、
収
容
仕
切
れ
な
い
人
は

建
物
の
日
陰
や
周
辺
で
寝
転
ん
で
い
る

状
態
で
し
た
。
ベ
ッ
ド
も
相
当
い
た
ん

で
い
た
り
、
器
具
類
も
旧
式
な
物
や
使

用
不
能
な
物
し
か
な
か
っ
た
り
、
薬
品

が
不
足
し
て
満
足
な
治
療
が
行
え
な
い
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１９９４年（平成６年）１月１２日（水曜日）
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隋椚

　水曜日
一一

一汗･

１９９４年(平成６年)３月９日
　一

息にΞ1

町
ぐ
る
み
国
際
貢
献
へ
条
例
盟
隨

　
岡
山
県
御
津
郡
加
茂
川
町

　
（
片
山
舜
平
町
長
）
は
八
日
、

海
外
で
の
難
民
救
済
や
被
災
地

援
助
に
町
職
員
を
派
遣
す
る
こ

と
な
ど
を
定
め
た
「
国
際
化
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
案
を
町

議
会
に
提
案
し
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
町
全
体
で
国
際

貢
献
に
取
り
組
む
条
例
が
で
き

た
の
は
、
全
国
の
自
治
体
で
も

珍
し
い
。

　
条
例
は
前
文
と
目
的
、
基
本

理
念
、
事
業
、
委
任
の
四
条
か

ら
或
る
。
国
際
交
流
に
と
ど
ま

ら
な
い
人
的
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
目
的
で
、
①
地
方
自
治
体

の
特
性
を
生
か
し
た
国
際
貢
献

②
国
際
貢
献
を
進
め
る
組
織
の

育
成
③
関
連
機
関
と
の
交
流
な

ど
六
つ
の
事
業
を
進
め
る
、
と

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
上

下
水
道
整
備
、
土
木
作
業
な
ど

町
が
も
つ
技
術
を
活
用
し
て
、

発
展
途
上
国
の
被
災
地
へ
の
町

職
員
、
町
民
の
派
遣
▽
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
な
ど
国
際

機
関
へ
の
町
職
員
の
派
遣
▽
外

国
人
技
術
者
ら
の
受
け
入
れ

ー
－
な
ど
を
実
施
す
る
と
い

う
。
運
営
費
は
主
に
一
般
会
計

で
ま
か
な
う
と
し
て
い
る
。

　
同
町
は
昨
年
七
月
、
内
戦
の

続
く
ソ
マ
リ
ア
に
職
員
二
人
を

派
遣
。
岡
山
市
に
本
部
を
お
く

民
間
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
、
菅
波
茂
代
表
）
の
医
師

ら
と
約
二
週
間
、
物
資
運
搬
な

ど
を
手
伝
い
、
こ
の
経
験
が
条

例
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
同

町
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
進
め
て
三
月

に
発
足
予
定
の
「
地
方
自
治
体

国
際
緊
急
援
助
団
」
構
想
に
も

參
加
す
る
方
針
で
、
片
山
町
長

は
「
町
お
こ
し
に
つ
な
が
る
国

際
貢
献
を
展
開
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
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自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
貢
献
を
Ｉ
－
と
、
岡
山
県
加
茂
川
町
が
、
国
際
緊
急
援
助
組
織
の
設

置
を
十
一
日
ま
で
に
決
め
た
。
町
職
員
を
は
じ
め
土
木
技
術
の
専
門
家
を
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

諸
国
な
ど
に
派
遣
、
医
療
救
援
を
続
け
て
い
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
本
部
・
’
岡
山
市
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
な
ぐ
こ
連
携
し
て
飢
餓
や
災
害
に
苦
し
む
人
を
支
援
す
る
。
国
際
貢
献
の
組
織
を

自
治
体
が
独
自
に
作
る
の
は
全
国
で
初
め
て
７

●『

　
設
置
規
則
案
に
よ
る
と
、
災

害
な
ど
で
緊
急
支
援
を
必
要
と

す
る
国
に
、
知
的
資
源
を
提
供
。

専
門
家
を
派
遣
し
、
上
水
道
の

敷
設
や
土
木
作
業
の
技
術
指

導
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）

ン
ア
医
師
達
と
連
携

進
課
に
設
置
、
職
員
の
ほ
か
町

民
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

る
。
基
本
的
に
は
一
般
会
計
で

運
営
費
を
ま
か
な
い
、
寄
付
金

な
ど
で
も
補
て
ん
し
、
新
年
度

に
予
算
化
す
る
。

　
同
町
は
昨
年
七
月
、
内
戦
下

の
ソ
マ
リ
ア
に
職
員
二
人
を
派

遣
。
半
月
に
わ
た
っ
て
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
医
師
ら
と
と
も
に
診
療
助

手
を
務
め
、
医
療
物
資
の
運
搬

を
助
け
た
。

　
片
山
舜
平
町
長
は
「
県
内
の

他
の
自
治
体
に
も
協
力
を
呼
び

‘●

「

か
け
、
将
来
は
国
際
貢
献
の
協

議
会
を
作
り
尼
い
。
海
外
と
の

交
流
は
地
域
お
こ
し
に
も
結
び

つ
く
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂

代
表
は
「
医
師
に
は
医
療
以
外

の
専
門
知
識
が
な
く
、
思
う
よ

う
な
救
援
活
動
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
。
自
治
体
の
人
材

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
心
強
い
」
と
喜
ん
で

い
る
。

　
時
代
先
取
り
、
画
期
的

　
木
本
博
之
・
外
務
省
経
済
協

力
局
政
策
課
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
カ
セ
ン

タ
ー
所
長
の
話
「
ヨ
’
１
ロ
ッ
パ

で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
自
治
体
の
交
流

は
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
ま
だ
遅
れ
て
い

る
。
画
期
的
な
試
み
で
、
時
代

を
先
取
り
し
た
も
の
だ
。
わ
が

国
全
体
の
援
助
活
動
の
質
的
向

上
が
期
待
さ
れ
、
国
民
へ
の
啓

発
に
も
な
る
」
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モン族の開拓農場で生活。のち西日本医学生アジア連絡協議会に所属、54年カ

ンボジア難民の医療援助、アジアの医師らと59年アジア医師連絡協議会（ＡＭ

ＤＡ）を発足、代表に。

63年南インド・カルナタカ州の無医地区巡回診療プロジェクト。平成４年緊急

救援三カ国合同医師団を編成しミャンマー難民医療。カンボジア本国に帰還し

た難民、ネパールに流入したブータン難民への医療を実施。

動
後
、
世
界
最
大
級
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
で
も
あ
る

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
－
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
、
日
本
国
際
救
援

行
動
委
員
会
の
ふ
た
つ
も
加
わ
り
、
６
団
体
で

の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

緊
急
敦
撞
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
不
可
欠

Ｉ
各
団
体
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し

な
か
で
も
、
緊
急
救
援
活
動
は
、
今
の
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
一
団
体
だ
け
で
は
な
か
な
か
素
早
い
動

き
が
と
れ
な
い
。
い
ざ
／
・
と
い
う
と
き
に
、
派

遣
さ
れ
る
人
材
の
ピ
ザ
の
取
得
、
交
通
手
段
の

手
配
、
通
信
手
段
の
確
保
な
ど
、
「
人
」
に
か
ら

む
力
、
そ
し
て
、
薬
品
、
食
料
な
ど
「
物
資
」

に
か
ら
む
力
、
な
ど
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
ほ
ど
の
用
意
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
す
べ
て

が
キ
ッ
ト
化
さ
れ
て
い
な
い
と
素
早
い
対
応
が

で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
６
団
体
の
結
束
は

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
正
直
申
し
ま
し
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
、
農
村
開
発
、
地

域
開
発
の
面
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ

れ
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
世
界
的
な
立
場
か
ら
み
て
も
、
緊
急
援

助
が
で
き
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
必
要
な
ん
で
す
よ
。
緊

急
援
助
は
即
戦
力
と
組
織
力
が
重
要
で
、
い
く

つ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
常
時
待
機
す
る
態
勢
を
整
え

ｆ●

て
お
け
ば
、
世
界
各
地
で
起
き
る
自
然
災
害
、

内
戦
、
紛
争
に
よ
る
難
民
の
発
生
な
ど
に
つ
い

て
も
、
じ
ん
遠
か
つ
的
確
な
救
援
活
動
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
各
団
体
の
待
つ
被
災
地
、
難
民

キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
の
情
報
を
交
換
し
、
現
地

が
ど
の
よ
う
な
救
援
活
動
を
必
要
と
し
て
い
る

か
を
判
断
し
た
う
え
で
、
現
地
で
医
療
、
福
祉
、

教
育
、
物
資
な
ど
、
得
意
分
野
で
最
大
限
の
活

動
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

自
治
体
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
か
国
際
貢

献
を
変
え
る

Ｉ
人
的
貢
献
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
課
題
で
し
た

か
ら
、
今
後
の
活
動
に
大
き
な
期
待
が
持
て
ま

す
ね
。
そ
れ
と
、
菅
波
さ
ん
が
所
属
さ
れ
る
の

は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
岡
山
事
務
所
で
す
が
、
そ
の
岡
山

で
も
、
国
際
緊
急
援
助
の
新
し
い
動
き
が
あ
る

よ
う
で
す
ね
。
、

菅
波
　
え
え
、
。
岡
山
ト
ピ
ア
構
想
″
と
い
い
ま

し
て
ね
、
全
国
で
も
初
め
て
、
地
方
自
治
体
が

国
際
緊
急
援
助
団
を
組
織
し
た
ん
で
す
よ
。
き

っ
か
け
は
、
県
中
央
部
の
加
茂
川
町
が
地
域
お

こ
し
の
一
環
で
、
職
員
２
名
を
ジ
プ
チ
ヘ
送
っ

た
こ
と
で
す
。
地
域
お
こ
し
の
な
か
で
国
際
協

力
を
、
と
い
う
新
し
い
発
想
で
す
ね
。
そ
の
後
、

哲
多
町
、
平
気
町
を
加
え
た
３
町
で
名
乗
り
を

上
げ
、
今
年
度
か
ら
各
町
の
予
算
の
中
に
、
人

的
貢
献
と
し
て
、
職
員
を
海
外
へ
派
遣
す
る
枠

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
地
方
自
治
体
が
結
び
つ
く
こ
と
で

の
相
乗
効
果
に
は
将
来
的
な
日
本
の
国
際
貢
献

の
在
り
方
に
、
大
き
な
意
義
と
期
待
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
両
者
が
う
ま
く
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る

こ
と
で
、
国
レ
ペ
ル
で
の
国
際
貢
献
に
も
影
響

と
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

か
ら
ね
。

　
こ
の
こ
と
は
Ｊ
Ｃ
の
方
々
の
活
動
に
も
継
が

る
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
各
地

域
に
対
す
る
影
響
力
を
お
待
ち
だ
と
い
う
こ
と
。

い
い
か
え
れ
ぱ
、
行
政
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
外
交
能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
阪
で
も
、
今
後
、
Ｊ
Ｃ
の
み
な
さ
ん
が
、
自

治
体
の
弱
点
で
あ
る
外
交
能
力
を
補
い
、
互
い

に
結
び
つ
く
こ
ど
で
、
ひ
い
て
は
日
本
全
体
の

国
際
貢
献
を
も
変
革
し
て
い
く
カ
ギ
に
な
る
と

思
い
ま
す
ね
。
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｀連絡先と役員

●701-12岡山市楢津310-1菅波内科医院内アジア医師連絡協議会

　　（Tel）086-284-7730（Fax）086-284-6758/284-7645

　役員代表　菅波茂（菅波内科医院）

　　　　劃代表小林米幸（小林国際クリニック）国弁修（ハーバード大学留学中）

プロジェクト実行委員長　　　　　中西泉（町谷原病院）

　　ソマリアプロジェクト委員長　　津曲兼司（菅波内科医院）

　　カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）

　　ネパールプロジェクト委員長　　山本秀樹（ハーバード大学留学中）

　　インドプロジェクト委員長　　　三宅和久（曹波内科医院）

事務局長　　山本秀樹（ハーバード大学留学中）

事務局次長　津曲兼司（菅波内科医院）

事務局（常勤）夏目洋子（岡崎）、成俸貴子、片山新子

　　（非常勤）岡崎清子、清輔幸子、日置久子
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ＯＳＡＫＡ ＪＡＹＣＥＥＳ　１９９４年３月７日発行より

　
　
万
Ｊ
Ｉ

『
ｉ
ｆ
４
１
屡
淳
一
ｔ
ｌ

∧jul?planet

医療福祉-ＮＧＯ日団体結束
菅波　茂氏

　世界各地で、自然災害や戦争などで苛酷な生活状況を強いられている人々を救済するために、

複数の非政府組織（ＮＧＯ）が協力して現地で対応できるように「日本緊急救援ＮＧＯグループ」

　　　　　　　　　　　が発足しました。参加した団体は現在６団体。

　なにかど人的貢献″がいま一歩といわれる日本。これからの国際貢献はどうあるべきか、グ

　　　　　　　　ループの代表世話人である菅波茂さんにお話しを伺いました。

－
大
阪
Ｊ
Ｃ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
長
き
に
渡

っ
て
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
各
国

の
子
供
た
ち
の
生
活
改
善
へ
の
援
助
活
動
で
あ

る
「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

　
（
Ｓ
Ｊ
Ｃ
）
」
を
応
援
。
ま
た
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
共
通
の
目
的
の
下
に

地
球
上
の
す
べ
て
の
人
々
と
行
動
す
る
。
）
」
で

の
地
球
貢
献
の
意
識
か
ら
、
国
際
協
力
活
動
も

行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
ネ
パ
ー
ル
で
、
現
地
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
保
健
衛
生
知
識
の
普
及
と

一
日
無
料
診
療
の
実
施
な
ど
の
活
動
を
実
行
し

て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
実
感
し
た
の
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
が
単
独
の
団
体
の
み
で
は
、
な
か

な
か
充
分
に
い
き
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
の
意
味
で
、
６
団
体
が
一
致
協
力
し
て

現
地
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
態
勢
は
す
ぱ
ら
し
い
試
み
で
す

ね
。

菅
波
―
私
た
ち
「
日
本
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル

ー
プ
」
の
母
体
は
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
、
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
（
Ａ

Ｅ
Ｆ
）
、
国
境
な
き
奉
仕
団
、
立
正
佼
成
金
の
四

つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
合
同
で
9
3
年
１
月
に
行
っ
た
ソ

マ
リ
ア
難
民
緊
急
救
援
活
動
な
ん
で
す
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
が
医
療
、
Ａ
Ｅ
Ｆ
が
社
会
福
祉
と
教
育
活

動
、
奉
仕
団
が
生
活
物
資
の
補
給
、
立
正
佼
成

金
が
国
連
機
関
な
ど
と
の
折
衝
を
担
当
し
て
、

ソ
マ
リ
ア
国
内
の
病
院
、
学
校
の
再
建
、
隣
国

の
ジ
ブ
チ
、
ケ
ニ
ア
に
逃
れ
た
難
民
の
支
援
に

あ
た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ソ
マ
リ
ア
で
の
活

Ｎ
Ｇ
Ｏ
六
団
体
の
発
足
へ

国際医療協力 VOLj7 No3 1994 53
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●時局解説
外国人医療一実態と問題点

入
院
助
産

（
児
童
福
祉
法
第
二
二
条
）

　
保
健
上
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
入
院
助
産
が

受
け
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

公
費
負
担
で
賄
わ
れ
る
。

　
あ
る
女
性
か
ら
「
出
産
間
近
い
が
、

病
院
に
ま
だ
一
度
も
行
っ
て
い
な
い
。

す
で
に
陣
痛
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
明

日
生
ま
れ
る
」
と
い
う
相
談
が
入
っ
て

き
た
。
所
持
金
は
三
二
〇
円
。
こ
の
一

週
間
は
駅
な
ど
で
寝
て
い
た
ら
し
い
。

と
に
か
く
受
入
れ
病
院
を
探
し
、
即
入

院
と
な
っ
た
。
翌
朝
女
児
を
出
産
し
、

退
院
後
身
を
寄
せ
た
施
設
の
あ
る
区
で

入
院
助
産
適
用
と
な
っ
た
。

　
彼
女
は
Ｗ
県
Ｚ
市
で
外
国
人
登
録
を

し
て
い
た
た
め
、
Ｚ
市
の
相
談
係
に
連

絡
し
た
と
こ
ろ
、
「
入
院
助
産
」
と
い
う

言
葉
す
ら
通
じ
な
か
っ
た
。
Ｗ
県
に
し

て
も
同
じ
よ
う
な
対
応
だ
っ
た
。
こ
の

県
で
は
日
本
人
も
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
に
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

地
方
行
政
の
窓
口
ま
で
も
外
国
人
で
も

利
用
で
き
る
制
度
を
知
ら
ず
、
未
収
金

と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

?'●登
録
を
し
て
い
な
い
妊
婦
で
も
、
福
祉

事
務
所
、
役
所
の
児
童
課
な
ど
に
相
談

に
い
き
、
適
用
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

養
育
医
療

（
母
子
保
健
法
第
二
〇
条
）

　
医
師
が
入
院
養
育
を
必
要
と
認
め
た

未
熟
児
お
よ
び
虚
弱
児
に
医
療
を
給
付

す
る
公
費
負
担
制
度
。

　
在
留
資
格
の
な
い
外
国
人
の
母
親
か

ら
「
未
熟
児
を
出
産
し
、
保
育
器
に
入

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
保
険
制
度
に
加

入
で
き
な
い
た
め
医
療
費
が
高
く
、
払

え
な
い
」
と
い
う
相
談
が
あ
っ
た
。
こ

の
場
合
、
養
育
医
療
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
る
。
在
留
資
格
が
な
い
と
い
う
点

が
問
題
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
人

道
的
に
給
付
は
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

話
で
あ
る
。

結
核
医
療
の
命
令
入
所
に

関
す
る
医
療
費
公
費
負
担

（
結
核
予
防
法
第
三
五
条
）

　
肺
結
核
、
肺
外
結
核
患
者
が
同
居
者

に
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
医

療
費
を
公
費
負
担
す
る
。

　
あ
る
と
き
、
「
外
国
人
の
友
人
が
結
核

ま
た
、
在
留
資
格
が
な
く
、
外
国
人
　
　
と
診
断
さ
れ
た
が
、
外
国
人
だ
か
ら
医

ぞ●

療
費
が
た
く
さ
ん
か
か
る
と
言
わ
れ
困

っ
て
い
る
」
と
い
う
電
話
が
入
っ
た
。

結
核
予
防
法
は
外
国
人
で
あ
っ
て
も
適

用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
医
療
機
関
が

知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

医
師
か
ら
は
自
己
負
担
金
が
二
万
円
と

言
わ
れ
た
の
に
入
院
の
段
階
で
二
〇
万

円
と
言
わ
れ
て
、
驚
い
て
電
話
を
か
け

て
き
た
方
も
い
た
。

　
命
令
入
所
に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担

の
適
用
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と

は
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、
二
分
の
一

が
公
費
負
担
と
な
る
通
院
に
つ
い
て
は
、

手
続
き
が
繁
雑
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
適
用
は
可
能
で
あ

る
。

外
国
人
も
医
療
機
関
も
行
政
も

ま
ず
制
度
を
知
る
こ
と
か
ら

　
以
上
四
法
が
、
セ
ン
タ
ー
の
電
話
相

談
か
ら
見
え
て
き
た
外
国
人
（
在
留
資

格
の
な
い
人
も
含
め
て
）
が
利
用
で
き

る
医
療
制
度
で
あ
る
。

　
手
続
き
、
条
件
な
ど
繁
雑
な
こ
と
が

多
く
、
自
治
体
に
よ
っ
て
対
応
が
違
う

な
ど
、
適
用
を
受
け
る
の
が
大
変
な
場

合
も
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
申
請
し

て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

行
政
の
係
で
も
外
国
人
が
医
療
制
度
を

利
用
で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
場
合
も

あ
り
う
る
の
で
、
そ
の
と
き
は
法
の
存

在
を
示
唆
し
て
み
る
価
値
は
あ
り
そ
う

だ
。

　
最
後
に
外
国
人
未
払
医
療
費
補
填
事

業
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
こ
れ
は
未

収
金
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
医
療
機
関
の

救
済
措
置
、
ま
た
、
未
収
金
を
抱
え
る

こ
と
で
外
国
人
が
医
療
を
受
け
に
く
く

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
た
も
の
で
、

群
馬
県
と
神
奈
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い

る
（
東
京
都
は
一
九
九
五
年
十
月
実
施

予
定
）
。

　
群
馬
県
で
は
保
険
診
療
と
し
て
算
定

し
た
医
療
費
（
一
万
円
以
上
）
の
七
割

以
内
。
一
人
の
患
者
に
つ
い
て
一
医
療

機
関
二
〇
〇
万
円
が
限
度
と
な
っ
て
い

る
。
神
奈
川
県
は
救
急
患
者
か
ら
の
未

収
金
に
限
り
公
費
負
担
す
る
と
い
う
。

一
年
間
回
収
努
力
を
し
た
が
未
収
金
と

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
負
担
と
な
る
。

　
し
か
し
、
日
本
の
制
度
の
適
用
を
受

け
ら
れ
な
い
が
ん
の
入
院
患
者
を
抱
え

た
医
師
と
上
記
の
制
度
の
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
小
さ
な
病
院
で
何
百
万
円
の
未

収
金
を
一
年
間
抱
え
る
の
は
苦
し
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
根
本
的
な
問
題
解

決
策
に
た
ど
り
着
く
の
は
ま
だ
ま
だ
難

し
い
よ
う
だ
。
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患
者
の
言
い
分
は
「
痛
み
は
完
全
に
抑

え
ら
れ
る
と
説
明
を
受
け
た
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
医
師
の
言
い
分
は
「
外

来
手
術
で
あ
り
、
完
全
に
痛
み
を
抑
え

る
と
そ
の
後
帰
宅
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
痛
い
と
き
に
は
教
え
て
く

れ
れ
ば
麻
酔
を
追
加
す
る
と
説
明
し
た
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
両

者
の
言
い
分
は
食
い
違
っ
て
い
た
。

　
第
二
に
指
摘
さ
れ
た
点
は
、
特
に
米

国
で
は
手
術
に
際
し
、
痛
み
は
麻
酔
に

よ
っ
て
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

ー
―
す
な
わ
ち
医
師
の
技
術
に
よ
り
抑

え
ら
れ
る
と
い
う
の
が
支
配
的
意
見
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
故
に
術

中
に
患
者
が
痛
み
を
感
じ
た
と
い
う
こ

と
は
、
米
国
で
は
そ
れ
だ
け
で
十
分
に

訴
訟
の
理
由
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
米
国
で
の
大
勢
的
意
見
が
日
本
で
も

そ
の
ま
ま
通
用
す
る
と
は
思
わ
な
い
が
、

こ
こ
に
至
る
と
お
互
い
の
社
会
通
念
や

社
会
常
識
の
違
い
ば
か
り
が
目
立
ち
、

互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
が
い
か
に
難

し
い
こ
と
な
の
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
や
人
権
に
つ
い
て
は
、
日

本
の
医
学
教
育
の
中
で
の
一
層
の
取
り

組
み
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。

外
国
人
も
受
け
ら
れ
る
日
本
の
医
療
制
度

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談
よ
り

●－。●。-

● I -

入
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
上
記
の
国
保
、
社
保
い
ず

れ
の
健
康
保
険
に
も
加
入
で
き
な
い
人

た
ち
、
た
と
え
ば
短
期
滞
在
者
、
在
留

資
格
が
切
れ
て
い
る
人
な
ど
が
利
用
で

き
る
制
度
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
(
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

o
f
M
e
d
i
‐

c
a
lD
o
c
t
o
r
s
f
o
rA
s
i
a:
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
）
国
際
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
は
電
話
に
よ
る
医
療
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
が
、
電
話
を
通
し
て
見
え

て
き
た
日
本
の
医
療
制
度
と
外
国
人
に

つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
い
く
つ
か
紹
介

す
る
。

行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人

取
扱
法

　
旅
行
中
に
急
病
に
な
り
、
入
院
し
た

ｒ　ｌ

1984年４月から88年４月ま

でフィリピン北部農村で保

母としてボランティア活動。

91年８月AMDA国際医療

情報センターに入職。92年

６月より事務局長を務め、

現在に至る。

人
の
医
療
費
を
自
治
体
が
負
担
す
る
法

律
。
東
京
都
で
は
一
九
九
二
年
六
月
か

ら
外
国
人
に
適
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
九
四
年
の
一
月
ま
で
に
四
九
件
が

認
定
さ
れ
た
。
自
治
体
へ
の
連
絡
は
医

療
機
関
側
が
行
う
た
め
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
ま
た
は
担
当
者
が
手
順
な
ど
を
き

ち
ん
と
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
東
京

都
で
協
議
し
非
該
当
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

に
は
、
住
所
が
あ
る
も
の
、
外
来
の
み

の
も
の
が
あ
り
、
適
用
は
受
け
ら
れ
な

い
。

　
医
療
機
関
か
ら
お
金
に
余
裕
の
な
い

外
国
人
患
者
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
が
、

活
用
で
き
る
制
度
と
い
え
ば
こ
の
行
旅

法
と
後
に
述
べ
る
未
払
医
療
費
補
填
制

度
し
か
な
い
。
し
か
し
、
全
国
の
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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か
　
と
り
　
み
　
　
え
　
　
こ

香
取
美
恵
子

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

在
留
資
格
が
適
っ
て
い
れ
ば

国
保
、
社
保
に
も
加
入
で
き
る

　
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
の
中
で
国

民
健
康
保
険
に
加
入
可
能
な
在
留
資
格

を
も
っ
て
い
る
人
は
、
日
本
人
と
ほ
ぼ

同
様
の
医
療
制
度
を
利
用
で
き
る
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
日
本
に
一
年
以

上
滞
在
す
る
在
留
資
格
を
も
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
は
一
年
以
内
で
あ
っ
て
も

一
年
以
上
滞
在
す
る
こ
と
を
証
明
で
き

る
人
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
る
。

　
法
律
上
、
健
康
保
険
（
政
府
管
掌
、

健
康
保
険
組
合
）
‐
－
い
わ
ゆ
る
社
保

に
加
入
で
き
る
人
は
そ
ち
ら
が
優
先
と

な
る
が
、
会
社
側
か
ら
国
保
か
社
保
に

す
る
か
決
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
加
入
可
能
な
人
が
全
員
加

ｒｌ



●時局解説
外国人医療一実態と問題点

関
係
の
中
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

医
療
従
事
者
と
個
々
の
外
国
人
患
者
が

互
い
に
背
負
っ
て
い
る
文
化
が
異
な
っ

て
い
れ
ば
、
お
互
い
の
文
化
に
理
解
が

乏
し
い
故
に
小
さ
な
誤
解
が
容
易
に
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が

少
な
く
な
い
。
日
本
の
よ
う
に
宗
教
が

希
薄
な
国
と
は
異
な
り
、
宗
教
が
生
活

の
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
る
よ
う
な
国
々

も
あ
る
。
た
と
え
ば
食
事
に
関
し
て
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
は
豚
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
徒
に
と
っ
て
牛
は
食
べ
て
は
な

ら
な
い
物
で
あ
る
。
食
物
は
入
院
時
に

大
き
な
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ

ム
教
徒
の
女
性
は
配
偶
者
以
外
の
男
性

に
体
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
東
南
ア

ジ
ア
に
広
く
伝
わ
る
小
乗
仏
教
の
国
々

で
は
人
間
の
頭
は
聖
な
る
と
こ
ろ
と
さ

れ
て
お
り
、
勝
手
に
触
っ
て
は
な
ら
な

い
部
位
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

外
来
診
察
の
時
点
か
ら
問
題
と
な
る
。

　
私
た
ち
が
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
宗
教
が
強
い
影
響
力
を
持
つ

国
々
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
た
と
え

意
識
的
で
は
な
い
に
せ
よ
宗
教
上
の
戒

律
を
無
視
さ
れ
る
こ
と
は
屈
辱
と
も
受

け
取
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
小
乗
仏
教

国
を
含
め
、
広
く
東
南
ア
ジ
ア
で
は
胸

部
や
腹
部
の
診
察
の
際
に
衣
服
の
上
か

岬’●
ら
聴
診
器
を
当
て
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
宗
教
で
は
な
い
が
生
活
習
慣
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
医
療

従
事
者
が
こ
れ
ら
、
異
文
化
と
総
称
さ

れ
る
事
柄
に
対
し
て
知
識
の
乏
し
い
こ

と
が
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

㈲
医
療
に
対
す
る
考
え
方

　
第
四
は
医
療
の
進
め
方
や
あ
り
方
に

関
す
る
考
え
方
の
違
い
か
ら
生
ず
る
ト

ラ
ブ
ル
で
あ
る
。
欧
米
で
は
「
医
療
は

契
約
」
と
い
う
考
え
方
が
強
い
。
医
療

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
は
患

者
に
対
し
て
検
査
デ
ー
タ
を
含
め
た
現

状
況
、
考
え
ら
れ
る
治
療
法
、
各
々
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
説
明

し
、
患
者
の
選
択
に
従
っ
て
さ
ら
な
る

検
査
、
治
療
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
ら
に
か
か
る
で
あ
ろ
う
医

療
費
に
関
し
て
も
説
明
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
の
実
践
で
あ
る
。
こ

　
こ
の
点
は
日
本
で
も
現
在
、
改
善
へ

向
け
て
の
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、
欧
米

人
か
ら
見
る
と
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
の

で
あ
ろ
う
。
患
者
の
意
思
を
無
視
し
た
八

り
、
確
認
す
る
こ
と
な
く
医
療
を
進
め

た
結
果
、
患
者
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ

″!●

か
け
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
医
療

費
に
関
す
る
説
明
を
行
う
こ
と
な
く
、

あ
る
い
は
理
解
を
得
る
こ
と
な
く
診
療

を
進
め
、
そ
の
結
果
医
療
費
の
未
収
を

生
ん
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
責
任
は
医
師

の
側
に
も
あ
る
と
言
え
る
。
多
く
の
場

合
、
も
う
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
日
本

人
医
師
に
は
な
ぜ
ト
ラ
プ
ル
に
な
っ
た

の
か
が
理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ

と
自
身
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
こ
ぶ
た
、
患
者
が
医
師
の
説
明
を
よ
く

理
解
し
た
結
果
、
学
問
的
に
は
ベ
ス
ト

で
は
な
い
治
療
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、

医
師
が
こ
れ
を
無
視
し
て
己
が
最
も
よ

し
と
す
る
治
療
を
進
め
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
治
療
を
選
択
し
た
結
果
は
患

者
自
身
し
か
責
任
を
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
権

利
－
Ｉ
人
権
に
触
れ
る
も
の
と
言
え
よ

う
。
日
本
の
医
学
生
は
教
室
に
お
い
て

学
問
的
に
何
が
正
し
い
か
と
い
う
観
点

か
ら
の
み
教
育
を
受
け
る
た
め
か
、
医

師
と
な
っ
て
も
自
分
が
最
も
正
し
い
と

考
え
る
治
療
法
に
固
執
す
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
医
学
と
は
異
な
り
、
実

際
の
医
療
に
は
患
者
と
い
う
相
手
が
い

る
の
で
あ
る
。
患
者
は
自
分
の
置
か
れ

た
経
済
的
状
況
、
社
会
状
況
、
家
庭
状

況
な
ど
を
考
え
た
結
果
、
自
身
の
治
療

を
選
択
す
る
の
で
あ
り
、
日
本
の
医
療

に
は
こ
の
点
に
対
す
る
配
慮
が
十
分
で

な
い
と
い
う
指
摘
に
は
耳
を
傾
け
る
べ

き
も
の
が
あ
る
。

　
人
権
に
関
し
て
さ
ら
に
言
わ
れ
る
こ

と
は
、
日
本
の
医
療
に
は
選
択
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
の
医
療
機

関
で
出
産
法
が
Ｉ
つ
し
か
な
い
と
か
、

産
後
に
全
員
が
同
［
部
屋
内
で
授
乳
す

る
と
か
、
い
ず
れ
も
選
択
肢
が
Ｉ
つ
し

か
な
い
こ
と
が
患
者
の
人
権
に
配
慮
し

て
い
な
い
と
い
う
意
見
は
多
く
の
外
国

人
か
ら
聞
か
れ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
と
人
権
と
は
表
裏
一
体
の

問
題
な
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
著
者
自
身
が
か
か
わ
っ
た

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
。
吸
入
麻
酔

で
手
術
を
受
け
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

の
女
性
か
ら
、
麻
酔
を
担
当
し
た
医
師

を
訴
え
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
。
術
中
、
何
度
か
痛
み
を
感

じ
、
麻
酔
を
深
く
し
て
く
れ
る
よ
う
頼

ん
だ
が
、
痛
み
が
完
全
に
は
消
失
し
な

か
っ
た
ら
し
い
。
母
国
の
医
療
に
詳
し

い
ア
メ
リ
カ
人
女
性
に
こ
の
件
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
二

点
を
指
摘
さ
れ
た
。

　
ま
ず
第
一
に
医
師
が
患
者
に
痛
み
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
か
。

１９９４
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テ
ィ
ア
が
同
行
し
て
く
れ
る
な
ら
と
も

か
く
、
辞
書
や
対
訳
表
を
自
費
で
購
入

し
た
り
、
あ
る
い
は
通
訳
を
有
償
で
雇

用
し
て
ま
で
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
つ

も
り
が
な
い
と
い
う
の
が
大
方
の
医
療

機
関
の
本
音
で
あ
ろ
う
。

②
医
療
費

　
第
二
は
医
療
費
の
問
題
で
あ
る
。
朗

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
調
査
で
は
、

一
九
九
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
外

国
人
患
者
に
か
か
わ
る
未
収
金
の
総
額
。

は
九
一
〇
〇
万
円
に
も
の
ぼ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
外
国
人
の
医

療
費
未
納
の
問
題
は
医
療
機
関
の
経
営

状
況
に
直
結
し
て
お
り
、
医
療
費
未
納

を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
外
国
人
の
診
療
に

積
極
的
で
な
い
医
療
機
関
が
実
際
に
存

在
す
る
こ
と
も
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

　
外
国
人
患
者
の
場
合
、
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
決
定
づ
け
る
要
因
の
一
つ

は
、
ど
の
よ
う
な
医
療
・
福
祉
制
度
が

そ
の
個
人
に
適
用
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
外
国
人
の
場
合
、
ど
の
よ

う
な
医
療
・
福
祉
制
度
が
適
用
で
き
る

か
は
そ
の
在
留
資
格
に
よ
っ
て
異
な
る
。

た
と
え
ば
国
民
健
康
保
険
は
、
一
年
以

上
日
本
に
居
住
す
る
こ
と
が
在
留
資
格

ま
た
は
何
ら
か
の
書
類
に
よ
り
証
明
で

き
れ
ば
加
入
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
窓

口
で
の
支
払
い
は
原
則
と
し
て
保
険
点

数
の
三
割
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
労
災

は
在
留
資
格
に
関
係
な
く
適
用
さ
れ
、

最
終
的
な
自
己
負
担
金
は
な
い
。
こ
れ

ら
制
度
の
内
容
、
適
用
条
件
に
対
す
る

情
報
提
供
が
外
国
人
、
日
本
の
医
療
機

関
の
双
方
に
対
し
て
十
分
行
き
渡
っ
て

い
る
と
は
残
念
な
が
ら
現
状
で
は
言
え

な
い
。
し
た
が
っ
て
適
用
で
き
る
制
度

が
あ
り
な
が
ら
、
双
方
が
そ
の
存
在
に

気
が
つ
か
ず
、
医
療
機
関
は
高
い
医
療

費
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
、
患
者
は

支
払
い
能
力
を
超
え
る
医
療
費
を
請
求

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
未

収
金
を
出
す
は
め
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
が
適
用

と
な
ら
ず
、
保
険
外
診
療
と
な
っ
た
場

合
、
ま
っ
た
く
同
じ
診
療
を
行
っ
て
も

そ
の
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な

る
。
現
在
の
法
律
の
下
で
は
い
ず
れ
の

医
療
機
関
の
保
険
外
診
療
費
が
比
較
的

安
い
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
公
に
す
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
下
で
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
調
査
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
保
険
外

診
療
費
に
関
す
る
情
報
が
公
に
で
き
な

い
が
故
に
日
本
の
保
険
制
度
の
枠
外
に

ｒ●

置
か
れ
て
、
個
人
的
に
財
政
問
題
を
抱

え
た
外
国
人
患
者
が
保
険
外
診
療
費
の

よ
り
高
い
医
療
機
関
を
知
ら
ず
に
受
診

し
、
結
果
と
し
て
医
療
機
関
が
未
収
金

を
抱
え
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
医
療
費
を
決
定
づ
け
る
も
う
一
つ
の

要
因
は
、
医
師
が
ど
の
よ
う
な
診
療
を

行
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
患
者
の

財
政
状
況
も
省
み
ず
、
検
査
を
次
々
と

施
行
し
た
り
、
投
薬
に
当
た
り
高
価
な

新
薬
を
大
量
に
処
方
す
れ
ば
、
医
療
費

が
高
額
と
な
っ
て
い
く
の
は
当
然
で
あ

る
。
本
来
、
検
査
や
投
薬
に
関
し
て
も

費
用
に
つ
い
て
ま
で
よ
く
患
者
と
話
し

合
い
、
納
得
の
う
え
で
施
行
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
費
用
に
関
す
る
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
と
も
言
え
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
日
本
で
あ
ま

り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
も
、
皆
保

険
制
度
に
よ
り
医
師
も
患
者
も
医
療
費

の
問
題
に
あ
ま
り
気
を
払
わ
ず
に
過
ご

し
て
こ
ら
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
外
国
人
患
者
の
中
に
は
給
与
そ
の
も

の
は
決
し
て
低
い
と
い
え
な
い
も
の
の
、

母
国
に
残
し
た
家
族
へ
の
仕
送
り
の
た

め
に
手
持
ち
の
金
額
が
少
額
と
い
う
人

も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

医
療
従
事
者
が
ど
ん
な
に
医
療
費
を
安

く
す
る
た
め
努
力
を
し
て
も
未
収
金
に

ｒ　ｌ

つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い
。
神
奈
川
県

で
は
日
本
の
保
険
制
度
の
適
用
が
受
け

ら
れ
な
い
外
国
人
患
者
の
救
急
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
、
未
収
金
が
出
た
場
合
は

上
限
を
設
け
て
そ
の
補
填
を
医
療
機
関

に
行
っ
て
い
る
。
東
京
都
で
も
同
様
な

制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
未
収
金
に
悩

む
医
療
機
関
を
救
う
と
い
う
点
で
は
一

定
に
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
日
本
人
で

あ
れ
ば
給
与
明
細
に
よ
り
財
政
状
況
を

推
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
日

本
の
保
険
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な

い
在
留
資
格
で
滞
在
す
る
外
国
人
の
収

入
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
実

質
上
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
下
で
は
、
本
当
に
支
払
え
な
い
の

か
否
か
は
一
人
ひ
と
り
の
外
国
人
患
者

の
自
己
申
告
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
場

合
に
よ
っ
て
は
神
奈
川
県
で
施
行
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
制
度
は
、
正
直
に
自
己

の
財
政
状
況
を
申
告
し
な
か
っ
た
患
者

が
得
を
す
る
結
果
に
終
わ
り
か
ね
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
々
の
医
療
に
関
し
て
は
、

今
後
の
国
の
対
応
を
注
目
し
た
い
。

印
風
俗
・
習
慣

　
第
三
は
風
俗
・
習
慣
か
ら
起
こ
る
問

題
で
あ
る
。
医
療
と
は
人
間
対
人
間
の
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外国人医療
ｒ●東

北
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
過
疎
の
村

に
外
国
人
花
嫁
と
し
て
居
住
す
る
人
々

の
数
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
人
々
が
都
心
の
外
国
人
専
門
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
は

ず
が
な
い
。

　
第
三
の
理
由
は
外
国
人
専
門
病
院
の

多
く
が
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
を

扱
っ
て
お
ら
ず
、
保
険
外
診
療
に
な
る

た
め
、
患
者
の
大
多
数
が
欧
米
人
や
大

使
館
関
係
者
、
外
国
籍
企
業
の
ト
ッ
プ

と
そ
の
家
族
な
ど
比
較
的
裕
福
な
階
層

に
属
す
る
人
々
で
あ
り
、
対
応
言
語
も

英
語
が
中
心
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
近

年
の
外
国
人
の
急
増
に
つ
い
て
は
先
に

も
述
べ
た
が
、
外
国
人
登
録
者
に
つ
い

て
そ
の
国
籍
を
み
る
と
、
就
学
生
、
留

学
生
と
し
て
来
日
し
た
中
国
、
韓
国
、

タ
イ
な
ど
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
人
々
、
ま

た
、
故
国
で
の
経
済
不
況
を
反
映
し
て

単
純
労
働
者
と
し
て
南
米
か
ら
や
っ
て

き
た
日
系
人
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、

数
は
少
な
い
が
合
法
的
に
日
本
に
定
住

す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
い
わ
ゆ
る

定
住
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
も
す
で
に
ハ
○

○
○
人
を
超
え
て
い
る
。
彼
ら
に
共
通

す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
生
活
基

盤
が
脆
弱
で
あ
り
、
か
つ
母
国
語
が
英

ぞ'●

語
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
で
は
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
中
国
語
、
韓
国
語
、

タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
ブ
ラ
ジ

ル
）
、
ス
ペ
イ
ン
語
（
ブ
ラ
ジ
ル
以
外
の

中
南
米
）
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、
ラ
オ
ス

語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
あ
り
、
英
語
を
話

せ
る
人
の
存
在
は
例
外
的
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
絶
対
多

数
は
外
国
人
専
門
医
療
機
関
で
は
経
済

的
に
も
言
語
の
上
か
ら
も
対
応
不
可
能

な
人
た
ち
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
述
べ
て
き
た
諸
理
由
に
よ
り
、

外
国
人
居
住
者
も
地
域
の
医
療
シ
ス
テ

ム
の
枠
内
に
取
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、

差
別
も
、
ま
た
特
に
優
遇
す
る
こ
と
も

な
く
一
住
民
と
し
て
扱
う
こ
と
が
外
国

人
居
住
者
に
対
す
る
自
然
な
対
応
で
あ

る
と
考
え
る
と
、
根
本
的
に
は
好
ま
し

い
方
向
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
「
医
学
」

と
異
な
り
、
「
医
療
」
は
人
間
対
人
間
の

間
で
お
互
い
の
理
解
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
医
療
従

事
者
が
外
国
人
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
学
習
す
る
時
間
的
余
裕
を
与

え
ら
れ
る
間
も
な
く
、
外
国
人
患
者
に

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に
置
か

れ
た
こ
と
が
、
医
療
機
関
に
お
け
る
問

題
を
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
に
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

外
国
人
患
者
受
入
れ
時
の

問
題
点
と
そ
の
背
景

　
次
に
、
外
国
人
患
者
を
迎
え
た
際
に

日
本
の
医
療
機
関
が
直
面
す
る
諸
問
題

を
述
べ
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
解
説
す

る
。

山
言
葉

　
ま
ず
第
一
は
言
葉
の
問
題
で
あ
る
。

日
本
で
は
戦
後
、
英
語
を
第
一
外
国
語

と
し
て
教
育
し
て
き
た
た
め
英
語
で
対

応
可
能
な
医
療
関
係
者
は
少
な
く
な
い

が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

中
国
語
以
下
タ
イ
語
、
韓
国
語
な
ど
で

対
応
可
能
な
医
療
機
関
は
例
外
的
な
存

在
で
し
か
な
い
。
各
種
対
訳
表
や
辞
書

を
使
用
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ

け
だ
が
、
こ
れ
ら
を
使
用
し
て
の
診
療

は
一
般
的
に
は
短
時
間
で
済
ま
す
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
三
時
間
待
っ
て
三
分

診
療
と
い
う
日
本
の
医
療
の
現
状
の
下

で
は
、
そ
の
後
に
待
つ
日
本
人
患
者
の

診
療
に
も
大
き
な
影
響
を
俘
え
て
し
ま

う
。
故
に
外
国
人
患
者
は
歓
迎
さ
れ
な

い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
″
や
っ
か
い
な
〃

患
者
に
対
し
て
は
無
償
の
通
訳
ボ
ラ
ン

１９９４
N0.3VOL.1７国際医療協力ﾀ;8



医　療’94　vo1.10　N0.4（1994.4）より

y3

4－=Q

硲
Q

’名大

≒

‰ノ

　へ&

一&
実態と問題点

外
国
人
医
療
の
諸
問
題
と
そ
の
背
景

　
こ
　
ば
や
し
よ
ね
　
ゆ
き

小
林
米
幸

小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

　
本
文
は
小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お

け
る
過
去
四
年
間
、
延
べ
六
八
四
「
人

の
外
国
人
患
者
の
診
察
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
ー
に
お
け
る
過

去
二
年
九
か
月
、
四
〇
七
五
件
の
外
国

人
の
電
話
医
療
・
医
事
相
談
の
経
験
を

基
礎
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
外
国
人
患
者
と
の
間
で

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
た
の
か

　
近
年
、
医
療
機
関
に
お
い
て
外
国
人

患
者
と
の
間
で
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
て
い
る
。
従
来
、
関
東
で
は
東
京
、

横
浜
、
関
西
で
は
大
阪
、
神
戸
な
ど
に

外
国
人
を
専
門
に
受
け
入
れ
て
き
た
医

療
機
関
が
あ
っ
た
。
様
々
な
理
由
に
よ

り
、
外
国
人
の
診
療
に
手
慣
れ
た
こ
れ

ら
の
医
療
機
関
だ
け
で
は
外
国
人
の
医

療
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

ｆ　●

1974年慶応義塾大学医学部

卒業。栃木県佐野厚生病院、

神奈川県大和市立病院を経

て、85年頃より定住インド

シナ難民の医療にかかわる。

90年大和市に小林国際クリ

ニックを開業。91年アジア

医師連絡協議会(ＡＭＤＡ)

が在日外国人への医療情報

の提供、電話医療相談を目

的にＡＭＤＡ国際医療情報

センターを東京に設立した

際、その中心的役割を果た

した。

一
般
の
医
療
機
関
を
外
国
人
が
受
診
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
頻

発
の
伏
線
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
理
由
の
第
一
は
日
本
に
居
住
す
’

る
外
国
人
の
急
増
で
あ
る
。
先
に
も
述

べ
た
外
国
人
の
医
療
に
精
通
し
て
い
た

医
療
機
関
の
数
は
決
し
て
多
く
は
な
く
、

一
〇
に
足
る
か
足
ら
な
い
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
法
務
省
に
よ
る
外
国
人
登
録

者
数
は
、
一
九
八
三
年
十
二
月
末
に
は

八
一
万
七
一
二
九
人
で
あ
っ
た
の
が
、

九
一
年
十
二
月
末
に
は
一
二
Ｉ
万
八
八

九
一
人
と
、
八
年
間
で
約
一
・
五
倍
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
こ
の
ほ
か
、
在
留

資
格
喪
失
後
も
引
き
続
き
日
本
に
滞
在

し
て
い
る
不
法
滞
在
者
が
約
三
〇
万
人
、

さ
ら
に
そ
の
ほ
か
に
観
光
客
を
は
じ
め

と
し
て
、
滞
在
そ
の
も
の
は
違
法
で
は

な
い
が
外
国
人
登
録
を
必
ず
し
も
必
要

「　ｌ

と
さ
れ
な
い
膨
大
な
数
の
三
か
月
未
満

の
在
留
資
格
を
有
し
た
滞
在
者
が
い
る

わ
け
で
あ
り
、
実
数
と
し
て
の
外
国
人

の
数
は
八
年
間
に
二
倍
以
上
に
は
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
〇
程
度
の
医
療
機
関
で
は
そ
の
収
容

能
力
か
ら
対
応
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
第
二
の
理
由
は
外
国
人
の
居
住
地
域

の
拡
散
で
あ
る
。
ひ
と
昔
前
は
外
国
人

と
い
え
ば
大
都
会
の
中
心
街
や
閑
静
な

住
宅
地
に
住
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
実
際
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
が
、

東
京
に
例
を
と
れ
ば
、
現
在
は
都
心
か

ら
Ｉ
～
二
時
間
の
近
郊
で
も
多
く
の
外

国
人
の
姿
を
目
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
々

に
と
っ
て
都
心
の
外
国
人
専
門
の
医
療

機
関
に
通
院
す
る
こ
と
は
距
離
的
に
、

ま
た
時
間
的
に
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
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岩・手・だ・よ・り

　　　　　　　　　春が来た………かな？

　気象庁によれば，今年は暖冬だそうですが，寒空の下でカラスもウミネコも震え
上がっています．私も10帖用ストーブに貼りついて暖を取る毎日が続きましたが，
このまま春までじっとしていてもしょうがない．高校時代，生物研究部などという
ところに在籍し，毎年元旦には朝５時37分の鈍行列車で伊豆沼へ野鳥観察に来てい
た過去もあり，ある日宮城県の伊豆沼ヘハクチョウ見物へ出かけたのでした．凍結
路を運転すること２時間，沼に着くと，いるいる，ハクチョウやカモたちもいるの
ですが，見物人も田んぼのイナゴぐらいは来ています．今やここは有名な観光地，
みんな手に手に「かっぱえぴせん」の赤い袋（これがハクチョウやカモの大好物）
を持って押し合いへし合いしています．私は野鳥たちをしばし眺めていたのですが，

写真で見るのとは大違い，あまりの面白さにとうとう餌を買うのを忘れたのでした．
さて，野鳥たちの現実はｊ．．
　オオハクチョウ（写真１）は英語ではwhooper swanと言うそうですが.その名の

通り，よくとおる，壊れたラッパのような声で四六時中鳴いています．意外とずう
ずうしく，時々子供が餌をひったくられています．好戦的な鳥で仲間内での争いが
絶えません．幼鳥は灰色，成鳥は全身白色のはずですが，泥水に首を突っ込んで餌
を探すためか，成鳥も首は茶色に染まっています．オナガガモ（写真２）はもっと
も人なつこく数も多い鳥です．かっぱえびせんを人の手から直接食べる大胆な個体
もいます．この鳥もしょっちゅう喧嘩していますが，喧嘩の前にはお互いに胸を合
わせて鳴きあいます．喧嘩は体の大きいオスが有利なようですが，かっぱえびせん

をくわえて一目散に逃げていくのはほとんどメス．なぜでしょう？
　他にもキンクロハジロ（写真３），ホシハジロ，マガモ，マガン，オオバンなど，

たくさんの鳥が見られます．夏には湖面を埋めるハスの花の間をゆったりと白鷺が
飛んでいきます．お近くにお越しのさいは立ち寄って見てください．双眼鏡をお忘

れなく．
　さて，広田のお年寄りの命をいくつも奪って行った寒波もようやく過ぎ去り冬鳥
たちも北へと燦りはじめました．岩手でも早春の花が咲き始め，三陸沿岸では春の
訪れを告げるノリ，マツモ，ヒジキなどの収穫（岩についている天然ものを採る）
が始まりました．皆，顔を見合わせては「日が長くなったねえ．」［あったかくな
ったねえ．］と，心なしか顔がほころんでいるようです．
　私は今まで延び延びになっていた外国人医療実態調査の集計作業に追われ，とう
とうコンピューターを買い換える羽目になりました．よくばってアンケートを５ｶ国
語（日本語，英語，中国語，ハングル，フィリピン語）で作ってしまったために読
めない回答が続出し，頭を抱えていたところへＡＭＤＡ国際医療情報センターから
の「翻訳サービスのお知らせ」が舞い込み，「これだ！」と事務局スタッフを拝み
倒し，本来の趣旨からは，はずれているのですが，翻訳サービス利用者第１号にし
ていただきました．さあ，お日さまのニコニコ顔と山の花々の誘惑を振り切って残

り150枚のアンケートをまとめなくては．．．
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写真１　オオハクチョウ：写真で見るほど白くない。喧嘩は迫力満点。

　　　　　　　　　　　　(足元の塊はオナガガモ)

写真２　オナガガモ：はでなのがオス。オス・メス別々に渡ってくる。

写真３　キンクロハジロ：これはオス。黄色の目がポイント。

　　　　メスは腹が白でなく茶色。
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ポストン薗り

Ｆｒｏｍ Ｂｏｓｔｏｎ

ぷ

　Harvard School of Public Health

　　　Osamu Kunii　　国井　修

　ＡＭＤＡ会員の皆様、寒中お見舞申

し上げます。
　当地Bostonは未だ時折大寒波が打

ち寄せますが、あまりの厳寒に慣れ

たせいか、積雪10cm程度ではブーツ
も履かず、気温O°C位では暖かいと

さえ感じます。 Bostonianは皆、春
を待ち焦がれていると思うのですが、

言葉にするとと虚しさと寒さに耐え

られなくなるのか誰も口に出そうと

しません。¨Boston Common"という

アメリカ最古の広く美しい公園も、

今は雪と氷に閉ざされて物言わぬ荒

野と化しています。この場所が緑に

つつまれ、陽だまりの中、リスが戯

れ、子供たちがはしやぎ回り、恋人
たちが語り合っていたことなど想像

もできません。
　さて、そんな雪景色を見ながら感

慨に耽っている間に、私と山本先生

の当地での学びは半年を過ぎようと

しています。実質10ヵ月足らずのコ

ースですから、あと残された時間の

ほうが少なくなったわけです。前半

に私が学んだものは、統計学、疫学、
医療倫理など公衆衛生の基礎的分野

と、lntemationaI Healthにおける保
健計画学、管理・経営学、熱帯病学、

栄養などです。 1817年設立の

Harvard Law Schoolは、具体的な判
例を通して学ぶ独特の教授法¨Case

Method"で知られていますが、
Harvard School of Public Healthでも

この¨Case Method¨はフル活用され

ています。実際に起こったcaseに関
し、様々な情報が与えられ問題が提

起されます。それらについてグルー

プまたは個人が必要な資料を集め、

問題点を分析し発表します。例えば、

62 国際医療協力 VOL.17 NO､3 1994

Nepalの山岳地帯で致命率80％以上

の疾病が流行した
の村落と地形を示
の患者数、罹患者

として、その地域
した地図、村落毎
と死者の月間発生

数などが示されます。厚生省の担当
官として、限られた時間、予算、ス
タッフ、医療施設を用いてこの問題
をいかに解決するか、その診断、治
療、予防、長期的な対応策などを求
められます。グループ毎に自主的な
勉強会が開かれ、意見をま｡とめてク
ラスで発表するとそれをまた学生同
士が検討し合い、最後にlnstructor
　（講師）が現実に実施された対策な
どを示します。学生と言っても、国
連機関、政府機関、民間団体などを
通しで、世界中で活躍してきた人が

多いので、中にはlnstructor以上に
その国の現状を熟知している人もい

ます。
　これら前半の講義の中で、特に
ＡＭＤＡに生かせると感じたものは
”HealthProgram Management in
Developing Countries（発展途上国
における保健医療プログラム管理）

というcourseです。日本企業の
management能力は高く評価されて
いますが、国際医療協力に関与する
日本のＮＧＯ、ＧＯのmanagementレ
ベルは決して高いとは言えないよう
です。このコースでは、民間団体か

ら国連レベルに到るまで、組織運

営・プロジェクト管理における有効

な人材・予算・情報の管理方法など
を、数々のケースを検討しながら実

践的に学びました。このcourseの内

容ばManaging Health Programs in

Developing Countries”と題する夏期
集中講座の中に中心的に取り入れら

れています。この夏期講座は一般に

聞かれていますのでどなたでも参加

できます。今年は6/20～8/12、参加
費用は$6､125（授業料、教材、健康

保険）プラス約$3､500（食費、宿泊

費その他）、内容はHealth Sector

Development（4 sessions）､Priority-

11

'11●

ぞ●
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John Harvard club

での忘年会（左から筆者、

山本氏―顔か赤くて大きい）

うちのガキどもの誕生パーティー

Harvard日本人留学生とともに

わが家で江上女史（当時Johns Hopkins大学

留学中）を囲んでＡＭＤＡの語らい｡（左、山本秀樹氏）
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Setting(4 sessions),Strategic

Planning(4 sessions),Socia1

Marketing(10 sessions),Micro
Computcr operation (20 sessions)，

Financia1 Management (14 sessions)，

Management lnformation System (6
sessions),Human Resource

Management(10 sessions),Program

Financing(6 sessions),Program

Evaluation(6 sessions),Cost-
Effective Analysis (6 sessions),Drug

Program Management (りessions)，

締切は4/15です。申込書はAnn

Mathew,PhD.,lntemational Health

Management Program, Harvard

School of Public Health, 677

Huntington Avenue, Kresge 431，

Boston,MA02115,USA(Tel: 617-

4324515,Fax: : 617-432-4494)までご
連絡下さい。

　さて，現在，c period (a～dまで4

つあるperiodの中の3番目，1 period
は8週間)に突入しましたが，

Bostonでの残りの期間は，熱帯病の
CPC(病理解剖所見を用いる症例検

討会)，Medical Anthropology (医

療人類学)，Health Economics in

Developing Countries (発展途上国

における医療経済学)，Priority-

Setting:Cost-Effective Analysis (費

用対効果を用いた保健政策決定方

法)，Disaster Management (災害

対策)，Reld Methods in

Developing Countries (発展途上国
におけるフィールド調査の方法)な

どを勉強する予定です。欲張りすぎ
て多くを貪り，結局便秘になる傾向

が私にはありますが，日本では得ら

れない知識はできるだけ吸収し，入

手しにくい資料はできるだけ集めた

いと思っています。

　3月末に1週間ほどEI Salvadorにい

く予定です。この国は以前，陸路で

メキシコ，グアテマラを経由してブ
ラジルに行く途中，内戦のため入国

できなかった国です。現在は紛争は

64 国際医療協力 VOL.17 N0.3 1994

終了し、ゲリラ活動がわずかに残る

程度です。今回の訪問は、学生（と
いってもほとんど医師ですが）が自
主的に計画し、大学がsupportする
形のReld Studyです。ＷＨＯ（この
地ではＰＡＨＯ）支部や厚生省などを
訪問し、自分たちの自主的なプロジ
ェクト（地域住民への健康教育、ヘ

ルスワーカーのTraining、デング出
血熱のフィールド調査など）を同時
に行うというものです。参加者の中
で私とオランダ入以外は、現地の公

用語であるスペイン語を母国語の様
に話せるとのことですが、どうにか
僻地住民のHealth-seeking behavior
を調査してみたいと思っています。

実はこの同時期に、University of
Montanaで「難民救援活動に関する
国際会議」（JICA後援）が開かれ、
ＡＭＤＡも招待されているのですが、
迷った末に私はEI Salvadorを取るこ
とにしました。山本先生は「難民医
療援助」のセッションで座長を務め
られ、（inadaからはＡＭＤＡ会員で
カンボジアで活躍されたDr.Wmiam
が参加することになっています。私
はお役に立てず申し訳ありませんが、
アメリカ国内外から様々な難民救援
団体が参加するようなので、お二入
には大きな収穫を期待したいと思い

ます。
　それでは、またお手紙します。皆
さん、どうぞお元気で。特に、世界
各国のプロジェクトで活躍されてい
る方の苦労は、Bostonの冬以上の厳
しさと察します。どうぞ、お体に十
分ご留意下さい。アメリカで私や山
本先生に何かできることがありまし
たらお伝え下さい。文献や資料など
は揃っていますのでご入り用の際は
お役に立てると思います。
　ではごきげんよう。さようなら。

一｀1●
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資料がＡＭＤＡ本部にございます

希望者には実費でコピーをお送り致します

　Harvard university

School of Public Health

Boston,Massachusetts,U.S.A.

ＴＨＥ ＴＨＩＲＤ ＡＮＮＵＡＬ

MANAGING HEALTHPROGRAMS

　IN DEVELOPING COUNTRIES

　　　　　June 20-August12,1994

Managers of health care organizations in developing countries face enormous challenges. While public demand

forservices has steadily 9rownjinancial and human resources have become increasin9ly unstable and insufficient.

Managers are coping daily wjth inadequate faciljtiesand supplies, poorly-trained and/or poorly-motivated staff，

insufncientinformationfordecision･makin9, rapidlychangingtechnolo9yandfluctuating politjcalsupport.There

istremendouspressuretoinitiatepositivechangewithjnsuchdemanding circumstances.

This Harvard university pro9｢am,sponsoredbytheofnceofContinuingEducation,has been developed to enhance

theskillsofmid-careerhealthcaremanagersindeveloping countries, ltallows the mid-career manager to 9ain

advancedskillsfororganizationalsuccesswithouttheabsencefromtheorganizationthatisrequiredbyalengthy

de9ree program.

Thefacultyforthepro9ramareexpertsinthe5eldofhealthcaremanagement,andfamiliarwiththeparticular

challengesfacinghealthcaremanagersindeveloping countries. Participants willalso leam from dynamic

exchanges with fellow members of the pro9ram. ln addition, ateachingassistantwillconductinformaltutorin9

sessionsforindividuals or sma11 9roups.

Duringthefirsttwoyearsofthepro9ram,participants from the following countries attended: ゛

Bahamas　　　　Haiti　　　　　Malaysia　　　　Niger　　　　　　　　　　　　SaudiArabia　　Tanzania

Bangladesh　　　lndja　　　　Maldives　　　　Nigeria　　　　　　　　　　　Senegal　‘　　Uganda

Cambodia　　　　lndonesia　　Martjnique　　　Oman　　　　　　　　　　　　Sjngapore　　　united Arab

Cameroon　　　　Jordan　　　　Mexico　　　　　Pakistan　　　　　　　　　　SIovenia　　　　　Emirates

Egypt　　　　　　Kenya　　　　Mozambique　　Papua New Guinea　　　　　Spain　　　　　vietnam

Eritrea　　　　　　Kuwait　　　　Myanmar　　　　People's RepublicofChina　　Sri Lanka　　　　Zimbabwe

Ghana　　　　　Malawi　　　Nepal　　　　　Philippines　　　　　　　　　Tajwan
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　　　伝染病病院へ医薬品を寄贈

ヤンゴン　１２月６日

　本日午前９時頃、日本から来緬した永田耕一氏を団

長とするWorld Peace Prayer'sSocietyの一行が、伝染

病病院を訪問し、Association of Medical Doctor's for

Asiaから預かってきた、約2､000米ドル相当の医薬品

を、病院長の執務室で寄贈した。

　寄贈の際には、Khin Win 病院長、

院長他の関係者が出席した。

Maransaiton脳病

　寄贈に関して、永田団長は、「今回は、

十分な時間をかけて集めることが出来ず、

十分な数量ではありません。病院で必要な

医薬品についての希望があれば、後日寄贈

したいと患います。また、寄贈した医薬品

は、この病院に入院している患者さんに直

接利用して頂くことを、希望いたしま

す。」と話した。

　この後、Khin Win 病院長が約2､000米ド

ル相当の医薬品寄贈への謝意を込めて、感

謝状を手渡した。

　最後に、来訪者と病院関係者が一緒に、

病院内の特別病棟の病室を見学した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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－毎　日　新　聞　・　　　地域のニュース

２２岡山１９９４年（平成６年）３月Ｉ１日（金曜日）

　
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
’

月
三
日
に
全
国
で
十
一
番
目
に

１

創立60周年を迎えた

岡山ロータリークラブ会長

くろ　せ　　　ともちか黒瀬　友近さん(62)

ぢ設
立
し
た
岡
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
今
年
還
暦
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
十
三
日
に
六
十
周
年

記
念
と
し
て
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ

Ｉ
ホ
ー
ル
で
ダ
ー
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
夜
は
岡
山
国

際
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典
を
開
き

ま
す
。
今
、
創
立
六
十
周
年
実

行
委
員
長
の
佐
藤
弘
さ
ん
宕

油
販
売
・
常
磐
興
産
社
長
）
と

と
も
に
毎
晩
遅
く
ま
で
準
備
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

4ii1

　
私
が
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
の

は
二
十
九
歳
の
と
き
。
父
完

岡
山
交
通
社
長
、
左
膳
氏
）
が

社
長
を
務
め
る
自
動
車
販
売
会

ク
ラ
ブ
の
総
体
で
社
会
貢
献
を　

一
九
三
一
年
、
建
部
町
生

ま
れ
。
慶
硲
大
卒
業
後
、
輸

入
車
販
売
会
社
ヤ
ナ
セ
勤

務
。
そ
の
後
、
日
産
プ
リ
ン

ス
岡
山
販
売
に
移
り
、
七
六

年
か
ら
社
長
、
八
八
年
か
ら

会
長
を
務
め
る
。
こ
の
聞
、

日
本
青
年
会
議
所
副
会
頭
な

ど
を
歴
任
。
ダ
ー
ク
タ
ッ
ク

ス
の
ゲ
タ
さ
ん
こ
と
喜
早
哲

さ
ん
と
は
慶
大
同
期
で
、
後

援
会
「
岡
山
あ
ひ
る
会
」
会

長
。
岡
山
市
湊
に
母
、
妻
、

長
女
と
四
人
暮
ら
し
。

社
の
常
務
の
と
き
で
す
。
以
来
、

・
毎
週
水
曜
の
ク
ラ
ブ
の
会
合
に

は
皆
勤
。
多
く
の
皆
さ
ん
と
知

り
合
え
、
貴
重
な
人
脈
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
会

員
個
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を

通
じ
て
社
会
貢
献
す
る
の
が
原

則
。
そ
し
て
会
員
聞
の
付
き
合

い
を
仕
事
に
利
用
し
な
い
、
打

算
的
な
活
動
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
ク
ラ
ブ
の
先
輩
だ

ち
と
の
付
き
会
い
が
自
分
を
磨

き
、
自
然
と
仕
事
に
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
し
た
が
。

　
岡
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
派
生
し
た
ク
ラ
ブ
が
現
在
、

膜
丙
に
三
十
五
、
島
根
に
十
四
。

さ
ら
に
鳥
取
の
十
二
ク
ラ
ブ
と

親
ク
ラ
ブ
の
岡
山
ロ
ー
タ
リ
ー

を
含
む
計
六
十
二
の
ク
ラ
ブ
で

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
千
六
百

九
十
地
区
を
構
成
し
て
い
ま

す
。
参
加
資
格
は
一
業
種
一
人

で
す
が
、
業
種
が
細
分
化
さ
れ
、

さ
ら
に
ク
ラ
ブ
は
増
え
る
で
し

ょ
う
。

　
五
十
周
年
記
念
に
設
立
し
た

公
益
信
託
岡
山
Ｒ
Ｃ
国
際
交
流

基
金
は
、
毎
年
十
二
、
三
人
の

内
外
の
留
学
生
に
二
、
三
十
万

円
の
奨
学
金
を
補
助
。
六
十
周

年
の
今
回
は
岡
山
市
立
内
山
下

小
学
校
の
難
聴
児
学
級
に
ワ
イ

ヤ
レ
ス
補
聴
器
を
寄
付
し
た

り
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
へ
の
資
金
協
力

な
ど
を
し
ま
す
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
会
員

の
職
業
努
力
が
メ
ー
ン
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
ク
ラ
ブ
総
体

と
し
て
の
社
会
貢
献
が
必
要
。

そ
の
一
環
と
し
て
五
月
に
は
雅

境
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
石
川
勝
己
）

［
一
１
１
ｕ
◎
ｐ
ａ
一
１
４
・
ｓ
‐
Ｉ
タ
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御礼とお願い

　この度（財）日本社会福祉弘済会より、福祉協力費

94000円を（半年分）頂きました。この財源となるボラ

ンティア共済の引受会社（共栄生命）のスタッフの普

及活動により得たものであり、ＡＭＤＡの活動に対し、

心を寄せて頂いている加入者が100名を越えているとの

ことです。

　ボランティア共済の加入者の善意による福祉協力費

が、AMDAの活動の一助となります。 ＡＭＤＡ会員の皆

様もこの共済に参加ご協力いただきますようお願い申

し上げます。
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ＡＭＤＡ

代表　菅波　茂
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「●

ＡＭＤＡ事務局だより

モザンビークよりコーディネーターの池田氏が帰国した。「帰還」という言葉の方

がふさわしいかな‥・まっ黒に日焼けをされ（モトモト？）元気そうなご様子。

しかし還いアフリカの大地で「プロジェクトの立ち上げ」という大事な任務を果た

され、つくづく頭が下がる思いである。

今月は新しい事務局スタッフも入り、狭い事務局がますます狭くなったけど

それでも楽しくワイワイ仕事をしている。昨日は東京の医療情報センターで通訳ボ

ランティアをされている本田さんとそのご友人の方が来局。仕事の出張で来られ、

わざわざ事務局まで足を伸ばして見学に来られたとのこと。

その前日にはセンター大阪で活躍されている宮地先生も手土産をもって、慰問をし

てくださった。会員の方々が気軽に立ち寄って頂ける事務局でありたい。

皆さん！！ぜひ、岡山にお越しの際は事務局にお立ち寄り下さい。

..一一一一､:･III1111:::Ilaiig

蓋j=l･y.;ji=i=;i=i=剛･“･’･i一一弛ls-

帰国された池田さんを囲んで。事務局メンバーと

９３年度会費未納の方

はさみ込みの握込用紙で送金お願いします。

また９４年度会費は４月以降お握り込み下さい。よろしくお願いします。
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　ＡＭＤＡ国際医療情報センター

　　3.;IF≒1　ﾚ５ｊｉΞｽ:い　厚或?ﾐ1‾:ﾔりjﾚﾐ　ｬ
　　ｰ

以下の方々にご協力頂いています。有難うございます。（順不同敬称略）

「 ●

●

■ｍ〃　ｗ　●　－　－・一
岩淵　千利／満江（神奈川県）、永井輝男、松原　雄一、藤井　和

房野　夏明、志立　拓爾
聖アンデレ教会、聖救主教会、葛飾茨十字教会、日本聖公会東京教区

東京聖十字教会、東京聖マリヤ教会、聖マーガレット教会、ハ王子復活教会

目白聖公会、東京諸聖徒教会

--一-----一一　－
青梅慶友病院、町谷原病院、高岡クリニック（東京）、小林国際クリニック

丸山ウィメンズ　クリニック（神奈川県）、井上病院（千葉）

福川内科クリニック（大阪府）、城北胃腸科整形外科病院（沖縄県）

以上……､=..年間１２万円

一

､/昭和メディカルサイエンス㈱、富士コカコーラポトリング㈱、三井物産㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　===一皿還･　　．　　　．　　　　　　－●．．

二:片聊、喝!1邨ｙﾉ・μjyy’|、a-y/Ⅶ●y、胃J‘゛″゛_ズジ’J”_’‥’¨ ”y’
　（有）都商会、グラクソ三共㈱、大鵬薬品工業㈱、薬樹㈱、ジョンソン　エンド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　●---＝　－=-･-=●

ジョンソン　メディカル㈱、住友海上火災保険㈱

㈱エス・オー・エス　ジャパン、アイシーアイフアーマ㈱

国際婦人福祉協会

赤松立太

以上　年間１２万円

　　　年間　３万円

パーソナルコンピューター及ぴプリンター寄贈

マッキントッシュ対応プリンター寄贈

丸紅基金
立正佼正会一食基金

日本エイズストップ基金

年間250.万円
年間１００万円

年間１５０万円

当センダは寄付などjにより運営さ=れています｡=皆様のご協力をお待ちしています。

郵便振替：東京８－ｔぎ=５０３　丁加入者名；ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座：さくら銀行　桜新町支店　普通５ ３８５７１６

口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　ｊ所長　小林　米幸
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●●

●　● 読者の皆様へ

本紙の購読をご希望の方はアジア医師連絡協議仝

本諧嘔務局までご連絡ください。

　　住所/�701-01岡山市楢津310-1

　　連絡／�０８６－２８４－７７３０

　　頒価／１冊500円
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　　　　　　　　斤募金のお願い＊

ArヽIDΛの活拍をより充実させていくために皆様からの号令を

お問いしております。各プロジェクトヘの募金と其に海外での

洋犬少壮で支える事務局の管理運営費にもご協力お願いします

昏ソマリア難民緊急救援医療プロジェクト

レ仁yj…….’ljlj.･jlll ］－31056　名称／ＡＭＤＡソマリア難民

●ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

ﾚ1率番げ／岡山６－３９７４　　名称／ＡＭＤＡブータン難民

●カンボジア救援医療プロジェクト

目半券皆／岡山７－１５６１３ 名称／ＡＭＤＡカンボジア難民

●バングラデシュ友好病院プロジェクト

口座蕎旨／岡山９－１０５８８　名称／ＡＭＤＡバングラ友好病院

●ＡＭＤＡ管理運営費募金用振替口座

目座答り／岡山５－４０７０９　名称／アジア医師連絡協議会

　　＊振込用紙裏面の通信欄に募金項目を明記願います。

｡ふﾚ辿ｼﾞ辿。。‾Iﾚ‾･‾‾･‾……………………

特約ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ　　　　　　　｜　｜　株式会社日本S.T.ジョンソン商会

岡山レントゲンサービス株式会社

　　岡出所大学町６莽21号

　　電話(086)23レづレに㈹
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４ＣＯＳＭＯ･Ｍ

コスモメディカル
　　　　株式会社

〒671-11
兵庫県姫路市広畑区小坂136-1

TEL(0792)38-0455

FAX(0792)38-0453
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